



























































姫騎士はオークにつかまりました。２
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















　目次







プロローグ

１章　吾輩はオークである。定職はまだない。

２章　野ウサギをプロデュース

３章　ワン・フォー・オール

４章　ストロングスタイルの女王

５章　されどオークは荒野を目指す

６章　泥だらけの為に曲は鳴る

エピローグ




　あとがき








プロローグ






　夢なんて見るもんじゃない。

　昔の偉い人じんや、成功した奴やつはいつも『夢はがむしゃらにやれば叶かなう』なんてとても素す晴ばらしくて、甘かん美びで、耳に聞こえがいい言葉を並べるけどそんなのは全部噓うそだ。

　だって、その人生の勝者の足元には必ず、それを目指した何千人もの死体の山が積みあがっているからだ。

　人はそいつらを人生の敗者と言って嗤わらうだろう。

　死体が死体を嗤うんだ。

　だから俺はこうして毎日鏡の前で自じ嘲ちよう気味に笑っている。

　何故なぜ俺がこんな事になっているかと言えば、こんな痛々しい顔になっているかと言えば、こんなことがあったからだ。

　あの日、トーキライト城の謁えつ見けんの間にいた俺たちはこのモリタニアの王様でもある杏あん樹じゆのお父さんと話していた。

　大臣の悪だくみをどうにかこうにか失敗させお姫ひめ様でもある杏樹を助けた。

　そして王様に会った俺はこう言った。

「内定を下さい」

　派は遣けんとして過ごす日々も、ドラゴンに追いかけまわされたのも、顔見知り程度のオークにぼこぼこにされるのも、すべてはこのときのためだと言っても過言じゃない。

　胸の高鳴りは最高潮。今にも心臓が口から飛び出しそうだった。

　感覚的には既すでに俺は王立騎き士し団員として、公務員として働く自分を想像していた。

　決まったと思った。人生で初めて自分が必要とされる瞬しゆん間かんとさえ思った。俺は社会の歯車になりたいと願い続け、ようやくその夢が叶えられるとも思った。

　だけど、次に待っていたのは残ざん酷こくで無む慈じ悲ひな王様の一言だった。

「無理じゃ」

　一瞬理解ができなかった。

　ここはどう考えてもこうだろう。

「よく言った。ではそなたに内定を与あたえる！」

　うん。改めて考えてもやっぱり王様の発言はおかしい。

　それでもこんなことってないよと打ちひしがれている暇ひまなんてない。俺が理由を問いただす。

　なんでも大臣の一件で世間では王家の国家運営への不信感が尋じん常じようじゃないらしく、こんなタイミングでコネで新人社員なんて入れたらマスコミに総叩だたきにあうという実に単純な理由だ。

　そりゃそうだよね。うんうんわかる。あぁ社会ってよくできてるなー。

　王様がそう言い放った後に、俺の脳内にはパンが主人公の幼児向けアニメのオープニングが鳴り響ひびいていた。

　何のために生まれて、何のために死ぬのか。わからないまま終わるそんなのは嫌いやだ。

　こんな歌詞が、何度も何度も俺の脳内に響いていた。

　何のために生まれたのかなんてそんな事親に聞いて欲しいし、そもそもそんな事考える余よ裕ゆうもなかった。じゃぁ何のために死ぬかと聞かれれば、人生のステータス振ふりを間ま違ちがえました。一回リセットかけさせてください。なんて神様に土下座するレベル。

　そもそも人生の意味なんていう至し極ごく哲てつ学がく的な考えを頭の片かた隅すみに置くことさえできなかった。

　俺は社会の歯車になりたかった。

　派遣だし。オークだし。コミュ障だし。

　みんなの持っている〝当たり前〟っていうものには一生無む縁えんだ。

　いい部屋に住みたいとか、良い食べ物を食べたいとか、週末は港に係留してあるクルーザーに乗って優ゆう雅がに過ごしたいわけじゃない。他人はたから見ればなんてことの無いただただ普ふ通つうの生活に憧あこがれていただけなのに……。

　摑つかみかけた幸せは俺の手から零こぼれ落ち、もはや影かげも形も見えなくなっていた。

　だからこうしていつものように俺は、重い体をベッドから引きはがし、派遣社員として城の地下一階で雑用をするためにトーキライト城へ向かわなければいけない。

「なんでこうなっちゃうんだろう……」

　中学生の時に、大人になったら何してるんだろうって漠ばく然ぜんと考えた時、きっとこの年ねん齢れいだったら仕事をしているだろうし、この年齢になったら結けつ婚こんしたりしてひょっとしたら子供とかがいるんだろうなって考えてた。

　だけど実際その年齢になり、ふと自分の半生を振り返ると全然そんな事になってなくて、ただただ自分の親の凄すごさみたいなものに圧あつ倒とうされてしまう。

　そしてこんな事を考えるようになってしまうんだ。
















「夢なんて見るもんじゃない」って。








１章　吾わが輩はいはオークである。定職はまだない。






「百八エン、百二十五エン、二百五十二エン、四百五十エン。コチラ温められますか？」

「大だい丈じよう夫ぶです」

「全部で九百三十五エンになります。ポイントカードはお持ちですか？」

「いえ……。これでお願いします」

「一万エンからでよろしかったでしょうか？」

　まだ朝だっていうのに、道にステーキ肉を置いたら焼けそうなぐらいに熱気を帯びたアスファルト。セミが元気に鳴く声。そして公園ではラジオ体操に勤いそしむ子供たち。

　今のモリタニアの季節は本格的に夏が始まる七月。うだるような暑さだった。まだ午前中の早い時間だというのに目に入る視界は陽かげ炎ろうで揺ゆらめいていた。

　そんな水分補給を忘れたら倒たおれてしまいそうな季節なのに、考え事していたら家に水すい筒とうを忘れ、仕方なくコンビニに入ると、涼すずしいを通り越こして寒いぐらいの冷気が俺を襲おそう。

　なによりも店内では、商品を購こう入にゆうするためにできた列で混こん沌とんが広がっている。

　ＯＬ風のファッションをしたケンタウロスのお姉さんの吐と息いき、きっとこれから始まる仕事が憂ゆう鬱うつでしょうがないんだろう。

　夏休みで暇でしょうがなく、朝まで飲み会だったであろう有ゆう翼よく人種の大学生たちの集団は人生楽しんでる感全開でアイスのショーケースの前で騒さわいでいる。

　それに頭から猫ねこか狐きつねかわからないような耳を生やした獣じゆう人じんのオッサンが、列の先頭でタバコを買う成人確かく認にんボタンを押す押さないで店員さんと押し問答。

　何より不快なのは、店内に流れてる音楽だ。

　どこかのアイドルグループなんだろうけど、将来の希望や、夢や愛なんて仰ぎよう々ぎようしく語っている歌詞が、なにより自分の将来が不安な俺には嫌いや味みにしか聞こえなかった。

　壁かべやレジ前にこれ見よがしに女の子たちが大量に写ったポスターが貼はられ、ポスターの上部には『グリム・オブ・ラブ』と書かれていることから、このグループの名前がわかったけどそれがなんだっていうんだ。

　きっとこのアイドルグループに在ざい籍せきしている女の子は人生楽しいんだろう。

　そりゃそうだ。自分が人生の主役だって思ってる。

　アイドルとしてファンからは声せい援えんを浴び、飲料のコマーシャルに出演し、番組で知り合った人気俳優と逢おう瀬せを楽しむ。

　そして泣きながら結婚しますとステージの上から引退宣言。もしかしたらお腹なかの中には新しい命が宿っているかもしれない。

　それに比べて俺はどうだ。内定を断られ相も変わらず派遣として毎日を過ごしてる。情けない気持ちと、将来への不安が交差してなんて言い表せばいいのかわからないほどのどす黒い感情をお腹に抱かかえながら日々生きているだけのウンコ製造機だ。

　そんな俺も会計を済ませる列の一部となり虚こ空くうを見つめ、ぼーっと立っていると後ろからとんとんと肩かたを誰だれかが叩いてきた。

「先せん輩ぱい！」

　声に振り返ると、頰ほおに突つき刺ささる指。

「やーいやーい。引っかかった引っかかった！」

　相変わらず金髪の根元が黒く染まってプリンみたいになっている髪かみをした、やけに明るい顔の佐さ々さ木きが大量のおにぎりを右手に抱え、俺の後ろでピョンピョンと跳はねていた。ほんとこういう小さな悪戯いたずらをしてくるこいつが本当に同年代なのかと疑問に思う事がある。

「あぁ佐々木、おはよう」

　俺は軽く舌打ちをし挨あい拶さつすると、間の抜ぬけた声で佐々木もそれに返答してきた。

「おはようございますっす！　ていうか先輩朝からそんなしけた顔してるんすか？　元気出してくださいよ」

　当然本ほん間まさんも、杏あん樹じゆも。俺の周りにいる人は全員俺が内定がもらえなかった事を知っている。そして、俺の心が陶とう器きでできているとすれば、ただ手元から滑すべって落として割れたというより、思いっきり床ゆかにたたきつけられて粉々になったという表現の方が近い事も。

　みんな口には出さないけれど、その配はい慮りよがまた痛い。

「しっかし労働とかいやですよねー。あー宝くじでも当たんないかなー、三億エン当たればなー。先輩宝くじ当たったら何します？」

「貯金かなー」

「夢が無さすぎるっすよ！　他ほかになんかあるでしょう！　そうだなー。ビル建てるとかいい家いえに住むとか。俺はどうしよっかなー」

　佐々木は宝くじがもし当たったら何をするかという不毛な皮算用に夢中だ。

　が、俺は一つだけ気になっていることがあった。やけに元気な佐々木が抱えているおにぎりの山の中に、猫とかが食べるペット用缶かん詰づめも入り込んでいるんだ。

　たしかにペット用の缶詰って人が食べる用の缶詰より安かったりするけどさ……。いやいやまさかそんな……。

「それ……食べるの？」

　俺は意を決して聞いてみた。

「そりゃお昼ご飯のためにコンビニ来たんですから食べるにきまってるじゃないですか！　何言ってるんすか先輩！」

「そっかぁ……」

　これ以上は聞けなかった。そうかコイツそんなにお金に困ってるのか。そうだよな。俺だって今の生活きつい。それに貯金とかしてなさそうだもんな佐々木。しかも真しん剣けんに宝くじが当たった時の事を考えてるとか本気でお金に困ってるに違ちがいない。

　そう思うと俺も佐々木に何か声をかけたほうがいいんじゃないかという気持ちがわいてくる。

「なぁ佐々木、その～まぁお互たがい生活辛つらいかもしれないけどさ……その……なんだ……困ったことあったら言ってくれて構わないからね？」

「え？　なんか怖こわいんですけど？　はっ!?　まさか、俺がこの前先輩のお弁当を食べちゃったのばれたんですか!?」

　つい先日、俺は王様に内定を断られ、失意の中いつものように派は遣けんとして働いていたのだが、俺の弁当が誰かに食べられるという事件が我が職場でもある庶しよ務む三課で発生した。容疑者は二名。と言っても同じ職場で働いているのは本間さんと佐々木だけ。一いつ瞬しゆん杏樹という事も疑ったがそれはない。だってその日杏樹は海の方に視察に出かけていて、わざわざスマホでとった写真を送りつけてきたからな。

　そして本間さんは自分のお弁当を半分分けてくれた。

　ということで実質犯人は佐々木一人しかいない。しかもバカみたいに口の周りにご飯はん粒つぶをつけ、私が食べましたと主張してるも同然だったが、佐々木本人は、『まったく誰が先輩のお弁当を。許せませんね』とか、さも自分は食べてませんよっていう空気だしてくるから言うに言えなかった。

「いやそれはその場で気付いてたんだけど……。それで佐々木、お金ないの？」

　俺がそう聞くと、不思議そうな顔をした佐々木は答える。

「ないっすねー。基本的に派遣って給料安いじゃないすか！」

　やっぱりだ。絶対こいつペット用の缶詰食べる気だ。でもそうなると、今日のお昼は缶詰食ってる佐々木の隣となりでごはんを食べなきゃいけないわけだろ？　なんとしてもそれは避さけたい。

　俺はポケットから財さい布ふを取り出し持ち合わせを確認する。

　うん。おかずを買ってあげられるぐらいのお金ならある。今日だけは佐々木にやさしくしてやろう。

「普ふ通つうのごはん食べなよ。ペット用の缶詰なんておいしくないだろ」

「えぇ先輩なんでいきなりそんな話するんすか？　食べたことあるんすか？」

　怪け訝げんな顔をした佐々木は、まるで俺がペット用缶詰を食べたことのある経験者みたいに疑ってくる。

「無いよ！！！　あるわけないでしょ！」

「じゃぁなんでそんな事聞くんすか？」

「よし、わかった。佐々木。お前自分の右手を見てみろ！」

　佐々木が自分の右手をちらりと確認する。

「よし佐々木、今自分の右手に何持ってた？」

「おにぎりと……ペット用の缶詰です……」

「ソレ自分で食べるんじゃないの!?」

「た、食べるわけないでしょ！　ペット用っすよ？　あぁでもこう見ると結構おいしそうだな。先輩一いつ緒しよにこれ食べません？」

　確かに、缶詰には元気潑はつ剌らつな犬や猫が走っている絵が描かかれ、食べるだけで元気になりそうな感じが存分に出ている。しかしこれを食べて元気になるのはペットだけだ。

「絶対いやだ！！！！！！」

「えぇ先輩ノリわるいなぁ。でもこれを持ってるのには理由があるんすよ！　俺ペット飼い始めたんすよ！」

「それ本当？　いつもの適当発言じゃないの？」

「本当っすよ！　本当ですって！　あっ先輩信じてないでしょ！　いいっすよ写真見ます？」

　俺が佐々木と騒いでいると、コンビニの店員さんがレジから身を乗り出し、俺たちに向けてひとこと。

「お待ちのお客様どうぞ！」




　　　　◇◇◇




　会計を済ませた俺たちが城に向けて歩き出すと、俺たちの少し先を見慣れた青髪のエルフが日ひ傘がさを差しながら、小さな鞄かばんを肩からかけて歩いている。

「あっあんなところに遥はる香かっちいますよ！　おーいはるかっち～！」

　本間さんを見つけた瞬間に俺と今の今まで話していた事なんかすべて捨て置いて、手を振ふる佐々木。俺もこんな刹せつ那な的な生き方がしてみたい。

　佐々木が向けた声の先にはいつものような清潔感のあるレースのついた白いブラウスと、紺こん色いろのロングスカートをはき強い日差し対策に黒い日傘を差した本間さんがいた。

「ち、ちょっと朝からそんな大きな声出さないでよ。恥はずかしいって」

　本間さんは前の派遣会社からの知り合い。今は、佐々木と俺、そして本間さんがこの国のお姫ひめ様でもある杏樹の下で派遣として日々を過ごしている。

「あっ佐々木さん、弥や太た郎ろうさん！　おはようございます！」

　佐々木の呼び声に振り返りこちらに気づいた本間さんが、来なくてもいいのに城への道を逆走してこちらに近づいてくる。

「お、おはようございます」

「あれ弥太郎さん今日はコンビニごはんなんですか？」

　本間さんは俺の持っているビニール袋ぶくろをちらりと確認すると珍めずらしそうにこちらに聞いてきた。

「あぁ今日は出がけに考え事してたら水すい筒とう忘れてしまって……」

「あぁありますよねそういうこと。私なんてこの前、お弁当のおかず作ったのに、お弁当箱に詰つめ忘れちゃいましたもん」

　そう。この子はすごいドジなんだ。

　なんでも騎き士し団への試験の時に電車を乗り過ごし、試験に落ちるという事をやらかし、派遣になってしまった可哀かわい想そうな子。

「う、うーん。それはあんまないんじゃないかな？」

「えぇそうですか？」

　他愛もない会話をしながら、陽かげ炎ろうが揺ゆれるトーキライト城への道を歩く俺たちだった。




　島しま津づ・ナイト・杏樹




「はぁ～」

　真夏の暴力的な日差しがレースのカーテン越ごしに差し込む明るい執しつ務む室。白を基調とした調度品に囲まれ猫ねこ足あしのテーブルで庶務をこなしながら私は大きなため息一つつき物思いにふけっていた。

　十五歳で成人を迎むかえるこの国では、未婚で二十歳はたちを過ぎれば婚こん期きを逃のがした負け犬として若い女の子の優ゆう越えつ感という暴力にさらされてしまう。そして私は現在十七歳。つまり、色んな社会からの圧力にさらされている。

　何言ってんの？　あと三年もあるじゃない。いい男なんてすぐ見つかるわよ。と他人は言うけれど、結婚にふさわしいかどうかの見み極きわめもしなきゃいけない。それに人並みに花火を一いつ緒しよに見に行ったり旅行行ったり水族館行ったりなんてデートもしたいわけだから、今日明日にも彼氏を作らなきゃいけないという状じよう況きように私は追い込まれている。

　ただ今しがたついたため息はその事じゃない。

　なら何にため息をついているか。

　答えは簡単で、弥太郎の事だ。

　パパに内定を断られてからというもの、弥太郎との距きよ離りを感じる。いやまぁ理由はわかるのよ。弥太郎は正社員になりたいってずっと言ってたし。だけど今の私にできることなんて何もない。国だって大臣の一件で大おお荒あれだし。

　それに弥太郎に仕事を振ったり、一緒に仕事したりしても、どこか上の空。そんなに辛いなら私に相談してほしいと思うのは女の子だったら誰だれしも持ち合わせる感情だと思う。

「あぁ弥太郎メールくれないかなぁ……」

　まぁこんな感じで日々過ごしているわけなんだけど、当然のように私の気持ちを逆なでするような手紙が二通、そして『文化産業における国家戦力』と書かれた分厚い企き画かく書しよが机の上に無造作に置かれている。

　企画書に目を通せば、マンガとかアニメを国家戦力として輸出しましょうって、多分文化産業大臣辺りが書いた企画書なんだろうけど、どこかぴんと来ない。確かにモリタニア産のアニメもゲームも他の国から見たら進んでるとは思うけど既すでに立派に育って現状輸出もされてるし、だったら他の新しいものを目玉として据すえたほうがいいんじゃないのかなって思ってしまう。

　手紙の方に目を移せば、一通目は中学校の同級生の結婚式招待状。噂うわさじゃ超ちよう玉の輿こしらしく、ハニーウィンストンっていう超高級婚約指輪を買ってもらい、一流ホテルリッツニャールトンで式を挙げるそうだ。しかも超高級馬車メーカー、ロールスロイズで送そう迎げいらしい。

　そりゃ招待状についていた写真も我が世の春って感じの笑え顔がおになるわよね。

　相も変わらず知人・友人は結婚ラッシュ。同級生の結婚報告に烈れつ火かのごとく怒いかり、怒おこってカロリーを消費したから甘いものを食べるというトンデモ理論を盾たてにしながら甘いものをむさぼり、そして太ったから瘦やせなきゃと息巻いて、その時流行はやってるダイエット方法で体重を落とす。

　つい最近は炭水化物を抜ぬくダイエットしたけどかなり効いたから次もやろう。

　そして二通目の手紙は『成婚率業界一位』とでかでかとポップ体で書かれた婚活パーティの招待状。何が『今まで出会えなかった理想の人と結婚！　今年こそ結婚したい！　出会いが無い人におすすめ！』よ！　なんかこういうの送られてくると本当に自分が情けなくなってくる。

　そんなに結婚なんてしなきゃだめなの？　普通に働いて、普通に生活して。誰にも迷めい惑わくかけてないはずなのに、お前は人生の落らく伍ご者だ。と烙らく印いんを押されてるみたいで腹が立ってくる。

　まったくこの手の手紙ってなくなんないわよね。なぜか毎年四月に家に送られてくる進学ゼミのマンガの中じゃ、恋こいも進学も進学ゼミを受講すれば叶かなうはずなのに……。受講した私はいまだに恋の浪ろう人にん生。

　あぁそう考えると進学ゼミ噓うそじゃん！　くっそー。

「いかんいかん、こんなんじゃ女子力が、私の貴重な女子力が消えてしまう。さてさて本日の予定はっと……」

　そうだ。私はいつか弥太郎からハニーウィンストンの指輪をもらって、リッツニャールトンで結婚式を挙げるんだ。こんな狭せまい心じゃダメなのよ！

　進学ゼミに乱された心を落ち着かせるために、大きく深呼吸をしながら本ほん革がわを藍あい色いろに染めた手帳を棚たなから取り出し確かく認にんすると、今日は念願だった「グリム・オブ・ラブ」通つう称しよう〝グリム〟のライブ警備の仕事が入っていた。

「うん。これは責任者として行かないわけにはいかないわね。うんうん」

　グリムは今モリタニアで絶大な人気を誇ほこるアイドルユニットで、女の子百七人と総そう監かん督とくと呼ばばれる犬一いつ匹ぴきで構成されるメンバーが個性を出しており曲もよくて私もよく聞いてたりする。

　しかも人気一位の貝かい原はら・オーク・彩あや乃のは千年に一度のオークとして巷ちまたでも評判だ。コンビニに陳ちん列れつされる大量の雑誌の表紙を見れば、そのうちの何冊かは必ず彩乃ちゃんだし、私自身ライブは一度も行ったことはないけど、ライブに行ったことがあるメイド長の伊達だてちゃんが言うには、歌唱力がすごくてストイックな人ひと柄がらが伝わってくるという事でそうとう楽しみだ。

　これに弥太郎も誘さそって、ちょっと気分転てん換かんをさせてあげよう。部下のメンタルを思いやるのも上司のたしなみ。私ってほんとできた上司ね！

　自画自賛もほどほどに早さつ速そく弥太郎にメールをする。

『今日はグリムのライブの警備の仕事がトーキライトドームであるから退社時間が過ぎたらトーキライト城の正門前に集合ね！』

『わかりました』

　しばらく待っていると、弥太郎からの返信。ずいぶんとそっけない返事だけど、まぁしょうがないよね。

　改めて手帳を確認する作業に戻もどると、どうやらお昼に会食も兼かねた会議が一本入っている以外は予定はない。

　私は女子に人気のブランド、キュロエの最近発売された鞄からコンビニで買って来た女性ファッション誌ノンノン八月号を取り出した。

　表紙にはグリム一位の貝原彩乃。そしてその上にはデカデカと見出しが書かれている。『百年の恋をする百の方法』

　さすがに手に取らざるを得なかった。

　そりゃ私は女子ですから女性ファッション誌ぐらい読みますよ。えぇあくまでファッションに興味があったんです。みたいな顔をして買ってきましたよコンビニで！

　ページをめくれば、彩乃ちゃんのグラビアがデカデカと載のっている。

　本来オークっていうのは男女問わず筋骨隆りゆう々りゆうな体なのが普ふ通つう。弥太郎も割と小さいタイプだけど彼女はオークだという事を加味してもかわいい。巷で、千年に一度のオークと呼ばれるのも納なつ得とくのビジュアルだ。

　か細い二の腕うで、細いウエスト。私だってくびれには自信があるけれど、このグラビアを見ると自信が喪そう失しつしそうになるレベルだ。

　そして長く伸のびた髪かみ、口元から少しだけ出ている八や重え歯ば。

　やっぱこうやって見ると、二の腕とかが細すぎる。武術の経験がある私としてはこの事実は痛い。剣けんを持つ身としてはどうしても腕が太くなってしまうし……。しかしこの子たちダンスとかやってるっていうのに足も細い。もはや怒りを通り越こして絶望しかない。

　次のページをめくれば、グリムの他のメンバー紹しよう介かいがされている。当然一位の彩乃ちゃんとは違ちがい、一人で一ページというわけにはいかなかったらしく、履り歴れき書についている証明写真や卒業アルバムのクラス写真みたいな感じに顔のアップだけだけどね。

　写真の順番は人気順らしい。その下には順位が書かれている。

　黒髪ツインテールのエルフの女の子に、黒髪で巨きよ乳にゆうの狐きつねみたいな耳が頭から生えた亜あ人じんの女の子。ロックが好きな女の子なんだろうか、ギターを抱かかえて猫耳を生やした女の子もいれば、ギャルっぽいメイクで桃もも色いろの髪をした女の子がピースを顔に添そえて笑っていたり。

　共通して言えるのは、見ている人に自分のできる最大限の笑顔をしているって事。

　そりゃ人を笑顔にするのがアイドルの仕事と言っても過言じゃない。自分でうまく笑えない子がアイドルなんておかしいわよね。

　そんな事を考えながら、順位をカウントしていると、結局最後の方まで眺ながめてしまっている自分に気づいた。

「なんなんだろうこの子……」

　目に留まったのは、総監督と呼ばれる雑種の犬の横にレイアウトされたタレ耳ウサギのような耳を頭から生やした白い髪をショートカットにした女の子。写真の下には、宇う佐さ美みかなでと書かれている。幸さち薄うすそうな顔だち。名前の横に年ねん齢れいは書かれていないけど若いっていうよりは幼いっていう表現の方がしっくりくる。アイドルだっていうのに何がそんなに悲しいのか、随ずい分ぶんと苦しい笑顔が余計幸薄そうな感じ。それが余計に悪目立ちしていた。このアイドルどんな娘こですかって聞かれたら、儚はかないって言葉で全すべてを表せるような。そんな女の子だった。

「へぇ～こんな女の子もアイドルになれるのね」

　そりゃいくらアイドルって言っても、普通の女の子だもんなー。と妙みように親近感を持ってしまう。腐くさっても私もお姫ひめ様だ。人前にでる大変さや苦労なんてのがわからないほど鈍どん感かんじゃない。人生経験だって少ないだろうし、常に競きそい合わなきゃいけない状況に若い女の子がいるっていうのは肉体的にも精神的にも辛つらいものだ。

　はっ？　今私アイドル見て若い子とか言っちゃった？

　やばい！　老化が確実に進んでいる証しよう拠こだわ！　違う違う私と同年代ね。そうよ。私だってまだ若いんだから！

　慌あわてて、机の中から鏡を取り出し、さっきまで見ていたアイドルたちと同じような笑顔で微笑ほほえみかけてみる。

「う～ん。男の子ってやっぱアイドルみたいな女の子と付き合いたいのかな？」

　例えば、国民的アイドルと恋をして、でもそれは世間的には許されない事だから、二人だけの秘ひめ事って事になるわけよ。

　周りの目を逃のがれての恋れん愛あい。二人の間に障害があればあるほどお互たがいの情熱は高まるばかり。それこそ駆かけ落ちとかを計画しちゃうわけよ。

　でもそれがうまく行かないんだよなー。きゃー。

　うわ～そんな身を焦こがすような恋愛が今すぐにでもしたい！　弥太郎と！

　そしてそんな妄もう想そうにふけりながら改めて鏡を見るとそこには、私こと島津・ナイト・杏樹。十七歳。姫騎き士し。独身が映っているわけで……。

「はぁ……結婚したい……」

　そのためにはまず弥太郎との距離を詰つめなければいけない。助けてノンノン。私をこの窮きゆう地ちから救い出して！

　願うように目次を見ると、意中の彼と距離を狭せばめるこの夏のおすすめスポットという記事があった。

「これだ！」

　パラパラと雑誌をめくれば目的のページはすぐに見つかった。

「えっとなになに？　夏と言えば、花火大会！　ユカタを着て、うなじを見せることでいつもと違う自分をアピール……」

　ユカタっていうのはモリタニアの民族衣い装しようでもあるキモノの夏用の奴やつだ。厳密にいえば少し違うらしいけど今はそこを気にする必要はない。

　たしかに女の子がユカタを着ると男がぐっとくるって聞いたことがある。

　が、これは無理だ。花火大会っていうものは、自治体運営のイベント。ということは姫騎士でもある自分は吞のん気きに花火とか見てる余よ裕ゆうなんてない。むしろトラブルが発生しまくって『夏だからって浮うかれてんじゃないわよ！』って来場客に怒り狂くるってるはず。そんなところを弥太郎に見せたら「杏樹って怖こわいんだね」とか言われかねない。

「なしなし。これはなし！　他ほかにはないのノンノン。なんかあるでしょ！　こう女の違った一面見せれるスポット！」

　四百八十エン分の期待を込こめて次のページをめくると、そこには……。

『海で水着姿を見せて、意中の彼を悩のう殺さつ！　おすすめプール＆海岸特集』

　これよこれ！　こういうのよ！　やっぱノンノンよね！

　完全に盲もう点てんだった。夏と言えば海！　海と言えば水着！

　私はちらっと、自分の胸を見て確認する。まぁ梨り衣い音ねほど大きくはないにしろ、ある程度は胸はある。遥香ちゃんよりは大きいはずだ。

　ただ問題が一つ。弥太郎が巨乳が好きなのか貧ひん乳にゆうが好きなのか。それを私が知らないのだ。

　弥太郎が貧乳好きにしろ巨乳好きにしろ、私の胸では非常に中ちゆう途と半はん端ぱ。どっちに転んでもおっぱいという点において梨衣音にも遥香ちゃんにも負けてしまうという事だ。

　なんて中途半端なおっぱいなの！

　意い気き消しよう沈ちんしながら私が次のページをめくると、そこで私はノンノンの真の恐おそろしさを知ることになる。

『胸を大きく見せたい人。小さく見せたい人用のこの夏おすすめ水着！』

　なん……だと……。

　うそでしょ？　えっ、もしかしてこの部屋盗とう撮さつされてるの？　なんで私が欲ほしい情報がここまで的確に載ってるの？

　もはやここまでくると怖いわよ！　ノンノン編集部！

　穴が開くほどページを読み込むと、いろんな水着のメリット・デメリットなどが的確に書き込まれている。

「どうしよう。ここまで種類が多いと選びきれないわ……」

　しかし、ここでもノンノン編集部の底力がいかんなく発揮される。

『ここまで読んでそれでも水着選びに迷う方は、意中の彼と一いつ緒しよに水着を買いに行きましょう！』

　これから何があろうと、ノンノン編集部についていこうと決意した瞬しゆん間かんだった。




　里さと中なか・オーク・弥太郎




「えっと蛍けい光こう灯とうが三ケースだから、ここに数字を記入すればいい感じですね。えっとそれで足し算の関数があるのでここに……こう入れれば、合計数がでます」

「なるほど……私機械ってどうも苦手で……」

「馴なれもありますからね」

　午前十一時だっていうのに地下にあるもんだから妙に薄うす暗ぐらい庶しよ務む三課。俺と本間さんは肩かたを並べ、一台のパソコンの前に座っていた。

　仕事熱心なのか食い入るように本間さんがパソコンを見つめるもんだから、どんどん俺に近づいてくる。本間さんからはかすかに石せつ鹼けんの匂におい。そして腕の辺りには本間さんの熱気が感じられるほどの近さ。

　距きよ離りを取れば、本間さんがまた距離を詰めてくる。それを繰くり返しているうちに気が付けば俺は机の端はしに追いやられていた。

「そういえば話題は変わっちゃうんですけど、弥太郎さんって休日のお仕事ない日はなにしてるんですか？」

　レースのブラウスの襟えりの辺り。第二ボタンまで外されているので鎖さ骨こつがチラリと見えている。しかも俺の方が何倍も身長も座高も高いのでそちらを見るとどうやってものぞき込む形になってしまう。見えてるんだよね水色の下着が。俺が雑念を取り払はらうためにブンブンと頭を振ふっていると、急に本間さんがそんな事を聞いてきた。

「えっ俺？」

　少しだけ天てん井じようを見つめ俺はここ最近の休日の過ごし方について思い返していた。そういえばなんだかんだ最近は杏樹に呼び出されてやれお菓か子しを食べに行こうとか、杏樹の買った服を運ぶ荷物持ちにされるとかそういうのでまともな休みが取れていない事に気が付いて凹へこんできた。

　でもこれも正社員になったら変わるはずなんだ。頑がん張ばろう弥太郎。頑張ろう正社員。

「そうですねー。特になんもしてないかなー。ほら俺って貯金してるからどこか出かけたりとかはあんまりしてないかな。それにパソコンで映画とかも見れる時代だしね。後は本とか読むぐらいかな。本好きだから」

「えっと……それじゃ、お出かけはあんまり好きじゃないんですか？」

「そうだねー。あんまり人ひと混ごみが得意じゃないから仕事の時以外は外に出るのが辛いからさ」

「あぁそうなんですか……」

　一いつ瞬しゆんだけ表情が曇くもったような本間さん。

「どうかしたんです？」

「いえ、その以前私が今までキャッツランドに行ったことがないってお話をさせてもらったのでもしよかったら一緒にと思ったんですけど……そ、そのほら、私すぐに道に迷うので……、その……なんていうか……あの……人がいっぱいいるところだとすぐに迷子になりそうで……でもそうですよね……私もこの前はじめてシンジュ区の大通りに行って迷子になっちゃったので」

　そっか、本間さん本当は行ってみたいけど困ってるんだ。そう直感的に思った俺はポケットから自分の携けい帯たいを取り出し、チバブルクにあるトーキライトキャッツランドの入場チケットの値段について調べてみた。たしかに貯金をしている身としては入場料だけで結構な値段。だけど行けない額じゃなかった。

「じゃぁどっかで休日あわせて行ってみませんか？」

「ほ、ホントですか!?」

　本間さんの起き伏ふくのない荒こう野やみたいな表情から、花が咲さき始めたように笑え顔がおが咲き乱れた。

　今までだったら女性と何かするってのが、嫌いやだった。もっと正確に言えば嫌だと拒きよ否ひされるのが嫌だった。だけど本間さんや杏樹は職場の同どう僚りようでもあり、俺の味方なんだ。そう思うとやけに自分を卑ひ下げしたりすることが少なくなっていく気がしたんだ。

　ピコリンピコリンピコリン

「うわっ！」

　俺が自分の性格が少しだけ変わったことに驚おどろいていると、突とつ然ぜん携帯が鳴りだし、びっくりした俺が思わず体を強こわ張ばらせると、変に力がかかったのか、持っていたはずの携帯が宙に飛んだ。

「あっ……」

　そう声を上げた瞬間に、重力にひかれた携帯は、放物線を描えがき本間さんめがけて飛んで行ってしまった。

　このままじゃ本間さんにぶつかってしまう。反射的に俺は手を伸のばす。

　が、手と携帯の軌き道どうは交こう錯さくすることはない。そのまま加速をつけた腕うでは慣性の赴おもむくまま本間さんの胸に吸い込まれていく。

　落下した携帯の衝しよう撃げき音とともに俺を襲おそった感覚はただただ女性の柔やわらかさ。

「あ、あの……す、すいません……」

　人肌の柔らかさという感覚が初めてな俺にとっては何が起こっているかを認にん識しきすることができない。

「そ、その……メールってびっくりしますよね。今からメールがきますよーって予告してくれればいいのに……」

　顔を目いっぱい赤らめ、熱を持った金属みたいに体を硬くする本間さん。

　そう。どんな種族でもトラブルに弱い。急な出来事には対処できない生き物。そして降ってわいたトラブルに対処できない俺たちは、ただただ会話を進める以外に選せん択たく肢しがなかった。

「それを言ったら、多分メールでびっくりするんじゃなくて、予告でびっくりするだけになるんじゃ……」

「あっそうですね！　弥太郎さん頭いいですね！」

「あはは……」

　何か話さなくてはとは思うけど、何を話せばいいのかわからない。そんな空気が俺と本間さんの間に流れている。そして空気の重圧に負けて右手が動かない。

　そんな空気の中俺は背後から視線を感じ、庶務三課のドアの方に顔を向けると、ドアの隙すき間まから俺が頼たのんだ中庭の芝しば刈かりを終え帰ってきた佐々木がコチラをじっと見つめていた。

「さ、佐々木……！」

　俺は瞬間的に右手を本間さんの胸から無理矢理引きはがした。が佐々木は依い然ぜんとして俺たちをただ見つめるだけ。

「佐々木さん……？」

　本間さんが呼びかけても、うんともすんとも言わない佐々木。

「……佐々木くーん？　聞こえてるのかな？　この……それは違ちがうんだ！　そのなんていうか事故であって……」

　俺の呼びかけにも応じてはくれない。

「先せん輩ぱい……そういうのしない人だと思ってたのに……」

　失望と言えばいいのか。はたまた残念そうなというのか。そんな言葉が佐々木から俺に飛ばされる。

「佐々木さん！　弥太郎さんは悪くないんです！」

　こういうことを本間さんに言われると、申し訳ない気持ちで胸がいっぱいになってしまうよ。

「おい遥香っち！　そういうことじゃないんだよ！」

「どういうことだよ佐々木!?」

　佐々木はドアを開き、部屋に入ってきながら大きなため息をつき、やれやれと首を振る。

「いいですか先輩！　おっぱいっていうのはそうやすやすと触さわれるもんじゃないんです！　世の中にはおっぱいを触るためだけに必死に毎日働いてる人だっているんですよ！　頑張って働いて、上司に怒おこられ、それでも頑張ってお給料をもらって、セット料金でおっぱいが触れるお店に行って。お金を払って、それでようやくおっぱいを揉もんでるんです！　それなのに先輩は仮に事故とはいえお金を払わず触ったんですよ！　罪の重さを考えてください！　そして本間さんにお金を払ってください！」

「なんなんだよそのおっぱいへの飽あくなき執しゆう念ねん！」

「ほら先輩今すぐ謝って！　全国のサラリーマンに謝ってください」

「ご、ごめん」

「もっと気持ちを込こめて！　無料ただでおっぱい触ってごめんなさいって」

「もうめんどくせーよ佐々木！」




　　　　◇◇◇
















　理由がよくわからない土下座をさせられ、すでに疲ひ労ろう感かんやらが充じゆう実じつ感やらが尋じん常じようじゃない状態で俺は床ゆかに落ちた自分の携帯を拾い上げ、誰だれからのメールでとんでもない状じよう況きようになってしまったかの特定を図はかる。と言っても俺のメモリーには実家と、本間さんと佐々木、梨衣音、そして杏樹しか登録されていない。

　そもそも佐々木と本間さんは直接会えるからメールなんて送ってこない。そして実家の父親も母親もカイワレ大根農家らしく、この時間は畑に出ているはずだ。さらに言えば梨衣音は夜の仕事なのでこの時間は間ま違ちがいなく寝ねている。

　ということは犯人はメールを開けなくても判明する。

『今日はグリムのライブの警備の仕事がトーキライトドームであるから退社時間が過ぎたらトーキライト城の正門前に集合ね！』

　杏樹からのメールだった。

「うわー今日残業なのかー」

「その口ぶりだと杏樹さまからメールですか？　なんて書いてあったんですか？」

「なんかライブの警備の仕事があるから今日は残業だって。いやだなー。早く帰りたいのに」

「えっそうなんですか!?　私と弥太郎さんでですか？」

「佐々木もじゃないかな？　このメールの感じだと」

「そうですか……でもお仕事なんですよね！　残業なんですよね？」

　一瞬残念がったのに、すぐに嬉うれしそうな顔をする本間さんはそうとう気持ちの切り替かえが早いのかもしれない。

「そうだね、なんかアイドルだか何だかよくわかんないけど、ライブの警備だって。なにするのかな？」

「なんて人たちのライブなんですか？」

「えっとね……グリムって書いてあるね。有名な人たちだっけ？」

「えっグリムって本当ですか!?　ちょっとメール見せてもらってもいいですか？」

「えっいいけど……」

　俺が今日の仕事の内容を伝えると、少し考えた本間さんは俺に体を預け、スマホの画面をのぞき込む。近いよ体が！

「知ってるの？　このグリムって人たち？」

「知ってるも何も、国民的アイドルですよ！　うわっすごい！　ほんとにグリムのライブの警備だ！　知らないんですか弥太郎さん！」

　俺が受信したメールを見た瞬間に、本間さんは目を見開き、驚いている事を身み振ぶり手振りでワタワタと表現していた。

「ごめん俺あんまテレビとか見ないからさ……」

「そうなんですね……。でも本当にすごい事なんですよ！　お仕事とはいえグリムのライブに行けるなんて！」

「そうなの？　たしかコンビニとかで曲流れてた気がするけど」

　俺はタイアップでそのアイドルのポスターが貼られまくっていた今朝のコンビニを思い出した。

「コンビニだけじゃないですよ。雑誌に、テレビコマーシャル。それに道の看板も。しかも一番人気の貝原彩乃さんって人がいるんですけど、どこか杏樹さまに似てるんですよね。凜りんとした感じが」

　本間さんの口調には熱がこもっていていつもとは全然違うハイテンションになっているじゃないですか。

「す、好きなんですね。このグループ」

「いやー恥はずかしい話なんですけど、自分じゃ絶対無理じゃないですかアイドルなんて。だからすごいなーって。しかも貝原彩乃さんは、女の子にも人気あるんですよ！」

　俺はいまだかつて杏樹に対して凜としたものを一いつ切さい感じないんだけど。やっぱり女性目線だと違うんだろうか。

「ふーん。そうなんだ」

「それだけじゃないっすよ！　グリムの凄すごさは！」

　そう言った佐々木は壁かべに手をつき最高の決め顔でかっこよく言い放った。多分佐々木の脳内ではこれがハードボイルドなんだろうけど。

　いやたしかに映画とかでこういう感じで登場するキャラは決まってハードボイルドなんだけどさ。でもなんかむかつく。

「なんというか、色々あったから聞くの忘れてたけど、城の中庭の手入れはしてきたの？」

「ばっちりっすよ！　城の植え込み全部ハートの形に刈かり込んでやりましたよ！」

　誇ほこらしげな佐々木は親指を立てている。が、俺が頼んだのは四角に刈り込んでという注文。

「俺四角に刈り込んでって言ったよね！　そう伝えたよね！」

「冷静に考えてくださいよ、先輩！　やっぱ城って若い人が入りづらいじゃないですか。ということは若者の政治離ばなれが進んじゃうわけですよ！　そこでハートに刈り込んだ植え込みですよ！　どうよ遥香っち！　そんなラブリーでチャーミングなハートの植え込みだったら城に行きたくなるよね？」

「いえ、とくには……」

　本間さんに意見を聞く佐々木だけど、その返答に思わず壁についていた手を滑すべらせた。

「うそ!?　だってハートだよ。女の子ハート好きじゃん！　違う？」

「たしかに女の子でハートの形好きな人多いと思いますけど、私は星形が好きです！」

　うん。マイペースだからね。本間さんマイペースだから。そりゃこういうところでも自分の意見をはっきりと通すよ。

「と、ところで佐々木、グリムの何がそんなに凄いの？」

「あぁそうでした、そうでした。そうなんすよ！　グリムは凄いっすよ！」

「だからその〝凄さ〟を聞いてるんだって！」

「いいっすか？　今、このモリタニアって国は空前のアイドルブームなんすよ」

「お、おう」

　まったくもって凄さが伝わってこない。理解の追いつかない俺に、また佐々木は残念そうに首を振る。その反応かっこいいと思ってるかもしれないけどむかつくだけだから本当にやめていただきたい。

「かぁーこれだけじゃ伝わらないか！　仕方ない！　アイドルマイスターでもある俺が説明してあげましょう。まず今モリタニアにはアイドル戦国時代って言われるほどアイドルの数が多いんです。アキバハラで週末ともなればどんな小さなライブ会場でもライブが行われるんです。しかも昼と夜で違うアイドルたちのライブが！　都内だけでこんな状況なんすよ？　地方に目を向ければ、大根応おう援えんアイドルとか、牛乳の星からやってきた不思議系牛アイドルとかそういうよくわかんない感じのアイドルもいたりして。そういうの含ふくめると全国で現げん役えきアイドルは約二万人はいるって言われているんっすよ」

「に、二万人!?」

　本間さんが驚おどろきの声を上げる。ていうかアイドルってずいぶん身近な存在になってんだないつの間にか。

「そうっす！　モリタニアの人口が一億三千万人ぐらいで、単純に男女比が半々だとしたら、女性は六千五百万人。しかもアイドルをやるのなんて、たいがいはエルフ族を除けば十代に限定されるんで、大体クラスに一人はアイドルがいる計算になるんすよ！」

　佐々木はえらく饒じよう舌ぜつだった。その情熱を少しは魔ま法ほう習得に回したらいいんじゃないかと思ってしまうほどに。

「で、でも佐々木さん。それじゃ凄くないって思っちゃいますよね。それだけ身近にアイドルがいるんだったら」

　確かに本間さんの言う通りだ。それだけ身近なら凄さなんて感じない。むしろ親近感を抱いだくレベルだ。

「わかってないなー遥香っち。その群ぐん雄ゆう割かつ拠きよのアイドル戦国時代でトップ張ってるってのがグリム・オブ・ラブの凄いところなんすよ！　そしてその中でもバツグンの歌唱力とダンスで人気一位なのが貝原彩乃って事よ！」

　言われてみればそうだ。

　世の中の仕事はそれを目指す人が多ければ多いほど熾し烈れつな競争が行われる。例えば野球選手だったら、小さな時からソレが行われる。

　自分は足が速くないから、投げる球が遅おそいから、才能が無いから。そんな理由で自分は野球選手になれないという事を認め、そして競争に負けていく。

　そういう競争の最終着地点がプロ野球選手って事だ。

　別にこれはどの業界でも、いやどんな場面でもあることだし仕方のない事だ。人気がなくなれば打ち切られる漫まん画が家かだろうが、週末はファンの前でライブするアイドルだろうが、正社員をかけて面接に挑いどむ派は遣けんオークだろうが。

　どこかで夢をあきらめなきゃいけなくなってくる。

　夢に負けた奴やつはどうなるんだろう。

　負け組として一生劣れつ等とう感と闘たたかわなきゃいけないのか。

　それとも別の道を見つけなきゃいけないんだろうか。

　そう考えると自分の将来が不安で仕方ない。

　俺は佐々木がアイドルについて熱く語っている横でそんな事を考えてしまっていた。

「大変なんですねアイドルって！　でも佐々木さんアイドルに詳くわしいんですね！　なんでですか？」

　本間さんがそう聞くと、佐々木はここではない遠くを見つめる。そして一呼吸ついた後にこんなことを言い放った。

「えっ……その……さ……俺、貝原彩乃と付き合ってんだよね……」

「「ええええええええええええええええ」」

　言い終わった瞬間にもっと遠い所を見つめるような目をする佐々木。そして突とつ然ぜんのカミングアウトに驚きよう愕がくする俺と本間さん。

　あれだけアイドルという業界の熾烈さを聞き、トップランナーがどれだけ凄いのかを聞いた後にこんなことを聞かされれば誰だれだって驚く。

「こ、告白とかされたんですか佐々木さん！」

「いやまだだけど……その日も近いね！」

「いやいや佐々木ちょっと待ってよ。君前彼女いるって言ってたじゃん。その子は？」

「あぁそれならちゃんと伝えましたよ。そしたら、『総そうちゃんがそう思うんならそうなんじゃない？　私は総ちゃんが笑ってくれればそれでいいから』って言ってくれたんで間ま違ちがいないです！」

　ただの冗じよう談だんだと思って、相手にもされてない感じだ。

　しかし彼女さん佐々木となんで付き合ってんだろう。きっと前世でとんでもなく悪い事をしたか、きっと女め神がみの化け身しんかなんかなんだろう。

「いやさ、この前都合悪くなった友達の代わりにグリムのライブ最前列で見たんすけど、何回か目が合ったんすよ！　やっぱさ好きな人間以外にそんな事しないっすよね？　そこまでされたら俺も男だしね、彼女がどんな業界で働いてんのか調べないわけにはいかないっしょ？　ごめんな遥香っち？　かーモテる男はつれー」

　なぜ本間さんに謝る……。

　確かにさ、チラチラ見られてるなーって思ってたら、なんか告白されちゃいましたってのは映画とか本とかのお約束だよ。実際俺もそういう演出はよく見たりするよ。

　だけど今回の場合は絶対に違うだろ！　そう断言できるだけの自信があった。だってアイドルだよ？　しかもアイドル頂点だよ？　それがそんな普ふ通つうにライブ見てるお客さんに恋こいするなんて少女漫画ぐらいでしか見たことないよ！

「………………佐々木…………お前病院いきな？」

　俺にできる精せい一いつ杯ぱいは佐々木にこう声をかける事ぐらいだ。




　　　　◇◇◇




　ヒグラシが鳴き、空がオレンジ色に染まった城門前で待ちぼうけする俺と佐々木、そして本間さんは、杏樹が来るのを今か今かと待ちわびていた。

「おっそいなー姫ひめ様。もう待ちくたびれましたよ先せん輩ぱい！　まったく今日も一日せっせと働いたっていうのに酷ひどい仕打ちだと思いません？」

　思いません。だって佐々木くん。今日君は、あれだけ俺と本間さんが止めたのに、お昼に朝買ったペットフード食べてお腹なか壊こわして午後の仕事全部ほったらかして、トイレの守護者ガーデイアンになっていたじゃない。

「俺があれだけ『やめなよ。お腹壊すって』って言ったのに、『いや今の俺ならいける気がします。ペットが食えて俺が食えない事ないっす』とか言ってさ。本間さんが腹痛に効く薬持ってなかったら今いま頃ごろどうなってたと思ってんの？」

「えへへ……すいやせん！」

　申し訳なさそうに舌を出し、頭を右手で搔かきながらぺこぺこと謝ってくる佐々木。

　舌を出しても、なんも意味ないし、むしろイラっとするからやめてほしい。

「佐々木さんお腹の方は大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　本間さんがせっかく心配してくれてるっていうのにさ。ひどい話だよほんとに。

「よゆーよゆー。もうばっちりよ！　これでも今日これから恋こい人びとに会うんでね！　かっこわりーところは見せられないっすわ！」

　トイレから戻もどった佐々木に俺と本間さんが何度も、それは付き合ってるって言わない、完全にお前の勘かん違ちがいだって言っても、佐々木は聞く耳を持たない。

　むしろ、恋の病という沼ぬまにばっちりはまり込んで抜ぬけられない佐々木。もはや佐々木という存在が恋は盲もう目もくというものを表しているって言っても過言じゃなかった。

「おまたせ～！」

　ワーワー騒さわぐ俺たちに呼びかける声に振り向くと、終業時間を迎むかえたと言えど、残業という事で私服ではなく制服姿の杏樹がコチラに手を振りながら城から出てきたところだった。

　杏樹風に言えば、甲かつ冑ちゆうで騎き士しとしての威い厳げんと尊厳を保ちながら、女子というアピールを忘れないスタイリングとでも言うんだろうけど。俺からしたら着てる服なんてどうでもいいからあんま興味ない。

　それでも杏樹は俺と会う度たびに、服がかわいいかどうか聞いてくるのでそれがたまらなくめんどくさかった。服なんて大事なところが隠かくれてて汚きたなくなければそれでいいじゃん。

　もう女という生き物は男と根本的に違うんだなと毎回思う。

「もう姫様遅いっすよ！　俺と彩乃ちゃんの恋路を邪じや魔まする気っすか？」

「え……？　どういう事？」

　駆かけ寄ってきた杏樹に対して、佐々木は開口一番そう言い放った。しかし事態が吞のみ込めない杏樹は、頭の上にクエスチョンマークを浮うかべ、俺と本間さんの方を向き、通訳を頼たのむと無言の圧力をかけてくる。

「いや～なんかその～、グリムの貝原彩乃と付き合ってるらしいです。脳内で……」

　俺だってこんなことは言いたくなかった。

「間違いないっす。何回もライブの最中目が合ったんで！」

　佐々木に現実というナイフを突つきつけたくはなかった。だけど上司の命令とあれば、たとえ火の中だろうが、水の中だろうが進まなきゃいけないのが派遣という現代によみがえった奴ど隷れいの生き様なのだ。

　俺がそれを伝えた瞬しゆん間かん、杏樹は下を向き、二度三度首を横に振る。そして口を開くと非常に残念そうな口調でこう言った。

「私が皆みんなのこと働かせすぎたのかもしれない……佐々木今日はもう帰って病院にちゃんと行きなさい……あれね。体じゃなくて脳の方よ。一番いいお医者さんに診みてもらってね」

















２章　野ウサギをプロデュース






「うっひょおおおライブだライブだ、グリムのライブだ！　先せん輩ぱいお金貸してください！　先輩の分の物ぶつ販ぱんも行って来ちゃいますから！」

「アンタ何言ってんのよ。今日一応仕事なんだから、ちゃんとしてよね！　えっと関係者入り口は……あっちか」

　おそらく佐さ々さ木きはライブの始まる前と後に販売されるアイドルのグッズ販売のことを言っているのだろう。ただ今日は遊びで来ているわけではないので、それを杏あん樹じゆに窘たしなめられた佐々木は不満顔で杏樹に難なん癖くせをつけてくる。

「大体今日のライブだって仕事とか言ってますけど、どうせ国家権力つかってここに来たことはわかってんすからね。そんなうれしそうにしちゃって！」

「はぁ？　な、な、何のことよ。う、うれしくなんかないわよ。ハーオシゴトツライワー」

　どうやら佐々木の考察はあながち的外れではないようで杏樹の目が泳いでる。

「なんでそんなに棒読みなんすか！　大体警備の仕事だったら、いつもみたいに俺たちに目的の場所伝えるだけでいいじゃないすか！　いつもなら『弥や太た郎ろうたち、次の週末ここ行って来て』とか言うだけなのに！」

「た、た、たまには私だって現場に行くときあるわよ！　なに嫌いやなの佐々木？」

「汚いっすよ！　ライブとかそういう警備の時だけ現場くるって汚いっすよ姫ひめ様！」

「まぁ、まぁ、まぁ、二人とも落ち着いてください！」

　いつもこうだ。佐々木と杏樹が喧けん嘩かして慌あわてて本ほん間まさんか俺がそれを止める。飽あき飽きするルーチンの繰くり返しだ。

　さて俺たちは本日の仕事があるであろうトーキライトドームと呼ばれる収容人数約五万人の巨きよ大だいホールのコンコースに到とう着ちやくし関係者入場口を探していた。

　目の前のコンコースでは開場を待つファンたちがぎゅうぎゅうに溢あふれかえり、歩くのもやっとな状態と言えばわかりやすいと思う。

　右を見れば、オークの大群が暴走族みたいな服を着て集まっていたり。左を見ればエルフの親子連れ。この場所から見えるコンビニの店内の様子を遠巻きに窺うかがうと店員さんが可哀かわい想そうになるほどの列が形成され、道に面したガラス張りのファストフード店を覗のぞけば、みんなが皆コラボメニューなのか山盛りのポテトにチーズが大量にかかった見ているだけで胸やけしそうな料理をむさぼっている。

　ところであのオークたちが着ていた『彩あや乃の命いのち』と背中に書かれた服はどこで売っているんだろう。

「私もライブに行った事なかったですけど凄すごいですね。地元のお祭りでもこんなに人いないですよ！」

　どこか楽し気な本間さん。感覚的には地元のお祭りにでも来ているって感じなんだろうな。そういや俺は地元のお祭りに行ったことがない。一緒に行く人もいなかったし。ただただ部屋で夜空に打ち上げられる花火に見とれていた気がする。まるで他人ひと事ごとみたいに。

「いやほんとに凄いんだねグリムって。ねぇ杏樹、こんな人数なのに俺たちだけで警備できるの？」

　俺はふと湧わき上がった疑問を杏樹にぶつけてみることにした。

「ん？　そんなわけないでしょ。大部分の警備はライブの運営側で用意してるわよ。それでも国民的アイドルのライブだからね。道も混こむし、しょうもない事で喧嘩起こったりね。だからこの辺りを管かん轄かつしている騎き士し団がそういうトラブルにちゃんと対応してたりするのか確かく認にんするみたいな意味合いが強いわね今日の仕事は。だから会場のバックステージにある警備本部に座ってるのが今日のお仕事！　そりゃ手が足りなくなる事もあるだろうからその時は手伝ってもらうけどね」

　どうやら今日の仕事はアイドルのライブの警備という名目だけど、半分遊びみたいなものらしい。

「えぇ!?　そんな仕事のためだけに俺は今日残業なんですか？」

「そうだけど弥太郎はなんか文句あるの？」

　ぎろりと杏樹ににらまれ、俺は喧嘩に負けた犬のように弱々しくこう言った。

「な、ないです……」

　それって杏樹が一人でやればいいだけなんじゃないか？　というか俺必要か？　そんな疑問が今度は湧き上がってくる。まっ上司に質問するなんて派遣社員はできないけどね。派は遣けんは辛つらいよ……。

「たまにはいいでしょ？　こういう楽ちんな仕事しても。上司としてはやっぱり部下の福利厚生も考えなきゃいけないわけじゃない？　それに……」

「それに？」

「ううん……やっぱ何でもない！　とにかく弥太郎はこういう所どうせ来たことないんだから楽しみなさいよ！」

　どうせ来たことないってなんだよ。本当の事だから別にいいんだけどさ。

「楽しみなさいよって言われてもなー。なぁ佐々木こういう所に来たらどう楽しむもんなんだ？」

「それもそうですね。私もそういうのわからないんで教えてください！」

　俺も本間さんもこういう所には慣れていない。だけどこの場に溶とけ込みたい気持ちが無いわけじゃない。ここは経験者でもある佐々木に聞いてみることにした。ところが俺たちがそれを聞いた瞬間にゲンナリするような得意げな顔を佐々木がするもんだからウザさ倍増。できることなら聞きたくない。

　だけどここで聞かないと、言いたくてしょうがない感じを体から溢れださせながら佐々木がコチラをチラチラ見てきて、それもまたウザい。要するにどっちに転んでもハズレという二択たくを迫せまられているのだ。

　俺は前者を選せん択たくした。

「ふふふ、よくぞ聞いてくれました。アイドルのライブってのはまぁ、ライブですからまず曲を聴ききます」

　まぁそりゃそうだよな。ライブだもん。

「んで派手なダンスをしたりしますから合いの手を入れるんすよ！　例えば今日のセットリストでアルティメットファンシードールって曲があるんですけど、『世界一かわいいって言ってほしい♥』って歌詞があるんでそれを言い終わった後には、必ず『世界一かわいいよ！』って言ってあげてください。そしたら俺の彩乃が『どうもありがと～♥』って返してくれるんです。彩乃～俺だ！　結けつ婚こんしてくれー！　そういう気持ちをがっつり込こめて言わないと伝わらないんでこっちも必死です！」

　今さらっと国民的アイドル呼び捨てにしてたけど大だい丈じよう夫ぶなんだろうか。場所が場所だけに、佐々木がぼこぼこにされちゃうんじゃないかって不安になるレベルだ。

「た、たいへんなんですねライブって……私できるかな……」

　たしかにそこまでの気持ちを持ってこのライブ会場に来ているかと聞かれれば噓うそをつかざるを得ない。

「できるできないじゃないんすよ！　やるんすよ！　それが上手とか下手とかは関係ないっす。だって遥はる香かっちだってお仕事でありがとーって感謝されればうれしいっしょ？　アイドルだって必死にやってんすよ！　今日のライブのために毎日ダンスのレッスンとかして、必死に今日まで頑がん張ばってきたんすよ！　こっちが必死になんなくてどうすんすか！」

「たしかに佐々木の言う通りだ。みんな必死にやってるんだもんな」

　言われてみればそうか。アイドルだって立派なお仕事だ。お気楽にやってるわけじゃない。エンターテインメントの業界で必死でやってるに決まってる。しかも人気商売だから浮うき沈しずみだってある。だけど必死にお客さんの前では笑え顔がおを見せている。見てる側もそのぐらいの心構えじゃないとよくないよな。

　俺だって面接で必死に書いた履り歴れき書を面接官にコースター代わりにされたことを今でも覚えてるし忘れない。

　ようはそれと同じ事なのかと妙みように納なつ得とくした。そう思うと今日のライブ警備の仕事にも急に責任感のようなものが芽生え始めた。

「なるほどね。他ほかにはなんかライブで気を付けることはあるのかな？」

　聞かぬは一生の恥はじともいうので、俺は一気にライブのいろはを聞いてみることにした。

「あとは特にないっすね。ただ楽しんで、曲を聴けばいいんすよ。ぶっちゃけさっき言った合いの手なんかも別にやんなくてもいいんすよ！　ただ集中してライブを聴いてあげればなんでもいいんすよ」

「でもさっき佐々木さん気持ちが伝わらないって言ってたんじゃ……」

　本間さんの疑問は的を射ていた。自分の中で反はん芻すうしても同じ疑問が湧く。

「いやまぁ……そのなんていうか……別にグリムに限った話じゃないんすけど、最近多いんすよね。ライブに行ってなんか合いの手入れるのに夢中になってアイドルの皆が歌っている姿とかダンスを見ないって人たちが。初めて合いの手とかを考えた人ってきっと一体感みたいなのを共有したくて始めたんでしょうけどね。だからまー別に合いの手もいいかなって。とにかく真しん剣けんに聴くのが一番っす！　んで感動したらまたくればいいだけの話っすよ！　難しい話じゃないっすよ。『感じるんじゃない！　考えるんだ！』って奴やつすね！」

　それ言うなら、『考えるんじゃない、感じるんだ！』っていう有名な映画のセリフだろっていう事を伝えようと思ったけどそれも野や暮ぼだなと俺は言葉をのみ込んだ。

「あのライブの事で盛り上がってるところ申し訳ないけど、私達は関係者席だから、絶対に合いの手とか入れられないわよ？」

　あれだけ佐々木が熱のこもった解説をしてくれたことを踏ふまえて、申し訳なさそうに杏樹がぼそっとつぶやいた。

「えぇえええええそんな！　俺の彩乃への愛はどうなっちまうんすか！　姫様！　こんな悲しい事ってないっすよ！　姫様！　国家権力の横暴でなんとかなんないんすか？」

「なるわけないでしょ！　騎士団主しゆ催さいのライブだったらどうにかならないわけでもないけど今日の主催は騎士団関係ないもの！」

「そんな……そんなお役所仕事みたいなこと言わないでくださいよ姫様！」

「お役所仕事で今日来てるんだからしょうがないでしょ！」

「いやだいやだ。アリーナで見たい。アリーナで見たい！　先せん輩ぱいからもお願いしてくださいよ～」

　しょんぼりする佐々木。もしライブ中このテンションだと色々めんどくさい。色々考えた結果、佐々木をアリーナに連れてった方がいいんじゃないかという考えが俺の頭を支配し始める。

「なぁ杏樹……」

「わ、わかったわよ……も～今回だけよ…」
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「皆みんな～元気～！」

　ハスキーで、それでいてどこか透とう明めい感かんのある声が真っ暗な会場にこだまする。

　と同時に怒ど声せいにも似た群衆の多種多様な声がステージに向かってこだまとして返っていく。照明もなく、いまだに登場しないグリムのメンバーに待ちきれない様子のお客さんたちが思い思いに声を張り上げる。

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお」

「いえぇええええええええええええええええええええいいいい」

「彩乃ー俺だー結婚してくれー」

「あやのちゃんだいすきー」

　内容はともかくとして熱がこもった五万人の声せい援えんがステージに向けられ、さながら地鳴りかと勘かん違ちがいしかねないような迫はく力りよくだ。

　そんな中俺と佐々木は三階フロアに用意された関係者席ではなく、なぜかステージと客席最前列の間で体育座りをしていた。それもこれも佐々木が「あやのんになにかあったら俺がいの一番で護まもりたいっす。やっぱ女守るのは男の仕事じゃないっすか……」なんて言い出したせいで最前列とステージの間で警備をする仕事にねじ込まれたのだ。当然、佐々木だけを警備にまわすのはいささか不安だということで俺も駆かり出される始末。

　目の前の暗がりは声に反応するように、一面桃もも色いろのサイリウムで照らされ綺き麗れいなお花畑のようになっている。

「聞こえな～い」

　もう十分に聞こえているはずの声援に満足できない誰だれかが観客の声援をさらにおねだりすると、声を張っていた五万人の観客がさながら奴ど隷れいのように飼い主の要求に応こたえるように叫さけび、跳はね、振しん動どうが増し、空気の震ふるえが俺の全身に伝わってくる。

「うぁああああああああああああああやのん！」

「あやのん！　あやのん！　あやのん！　あやのん！」

　初めはバラバラだった声援が徐じよ々じよに一つに纏まとまり、会場の一体感が最高潮に達した瞬しゆん間かんだった。ステージの照明が虹にじ色いろに輝かがやき、客席の最前列に陣じん取どるお客さんたちの顔が照らし出され、俺の背後から吹ふっ飛びそうなほどの大音量の音楽が流れ始める。

　あまりの音圧に俺が一瞬振ふり返ると、百人以上の女の子がコルセットのような衣い装しようで強調された胸と、腰こしの辺りに大きなリボンがついたふわっと広がったスカートを揺ゆらし虹色に照らされながら踊おどっている。そしてなぜかステージ上に犬が一いつ匹ぴきお座りしてるんだけど……ただその中の中、ど真ん中には細いオークの女の子が、肩かた幅はばに足を開き、腰を落として声を張り上げている姿だけは異い彩さいを放っていた。

　俺は目を奪うばわれた。確かにかわいらしい女の子だ。

　肌はだは少しだけ緑だけど、それでも小さな顔に反するかのような少しつりあがった大きな目が凜り々りしい。ハードなダンスで茶ちや髪ぱつを振り乱し、額からは汗あせが垂れているのになぜか清潔感さえ感じるほどに光り輝いている。とてもじゃないが自分と同じ種族という事を認めたくない。ダンスだってそんなに生なま易やさしい振ふり付つけじゃない。それでも笑顔は一度たりとも崩くずれない。

　でも、俺が目を奪われたのはそういう外見じゃなかった。

　ただそこに存在しているという事が、なぜか口では表せない美しさを放っていたからだ。

　それが何かはわからない。きっと全身からあふれ出るオーラみたいなものだと思う。人を惹ひきつけて離はなさない絶対的な何かが。
















　これが人気一位の実力なんだろうか。

　圧あつ倒とうされたという言葉がしっくりくる。

「す、すげぇ」

　自然と言葉が漏もれていた。

　自分の仕事も忘れ、ステージに釘くぎづけになっていたことにハッとした俺は我に返り、もう一度客席に目を向けると、曲の盛り上がりに呼応してサイリウムを振るお客さんたちまでもが学生時代にやるマスゲームのような規律のとれた踊りをしながら歓かん声せいを上げている。

　これだけ女の子がいる中で、中心の女の子がここまで人の心を動かすのか。

　俺は、終始感動していた。プロのすごみというものに時間を忘れるほど。

「みんな！　今日は来てくれてありがとう！　これ今日の最後の曲になります！　聴いてください！　『子午線のシンデレラ』」

　そう言って流れたのはゆったりとしたメロディの曲だった。歌詞の内容は、誰もが知っている童話。

　継まま母ははとその連れ子にいじめられ誰にも相手にされない女の子が、必死に毎日生活しながら最後は王子様と幸せに暮らすという内容の童話を題材にしたものだ。

　曲がクライマックスになっていくにつれ、お客さんが泣いている。

　俺も背中で曲を聴いていると、なぜか涙なみだが出そうになった。

　曲が終わりに近づいているんだろう。曲のテンポが速くなり、ちぎれそうな悲ひ壮そう感の漂ただよった歌声が力強いものに変化していく。

　これでライブも終わりなんだ。

　そう思った瞬間に、俺の正面にいる観客たちがある一点に視線をやり、口をぽかんと開け、どよめいた。

「ん？」

　慌あわてて振り向くと、一人の女の子がステージ上に足を投げ出し転んでいた。

　ウサギのような耳を生やした白はく髪はつの体の小さな女の子。

　虚うつろな目をしながら、何かぶつぶつとつぶやいている。こんな大音量の音楽が流れていては何を言っているかはわからない。

　だけど、ステージ中央の貝かい原はらさんが一瞬怒おこったような顔をしていたことを考えると、このウサ耳の女の子が何かミスをしてしまったんだろう。

「ちっ！　ダンスの立ち位置間ま違ちがえるかね！　最悪だよ！」

　客席からは舌打ちと罵ば声せいが聞こえてくる。どうやらあの小さな女の子が貝原さんの位置に立ってしまい押し飛ばされたのだろう。

　一瞬表情を崩した貝原さんもさすがはプロフェッショナル。すぐに今まで通りの完かん璧ぺきなアイドルとしての表情を取り戻もどし曲を歌いあげていた。

　ただ俺はあの小さな白髪の女の子が不ふ憫びんでならなかった。

　こんな大だい舞ぶ台たいでしくじってしまったんだ。その気持ちを考えると他人ひと事ごとのようには思えなかったんだ。

　歌が終わり、静けさが会場を支配し始めた時だった。貝原さんが話し始める。

「みんなありがと～！　今日は一つだけみんなに発表があります！」

　他のアイドルたちがそれに反応して相あい槌づちにも似た何かで場を盛り上げ始める。

「なになに～？」

「えぇあやのん引退とか言わないでよ！」

「なんだろ～？」

　他のアイドルたちがわざとらしくリアクションをした後、大きく息をすった貝原さん。会場を見み渡わたし、マイクを力強く握にぎった。

「なんと第七回総選挙の開かい催さいが決まりました！」

　驚おどろいた表情の他のアイドルたち。

「うっそ～！　ほんとあやのん？」

「うっわ今回こそあやのんに勝ちたい」

　これにもまたリアクションする他のアイドルたち。もはやアイドルという職業は何かが周囲で起こると大きめなリアクションをしなければいけない職業なんだという認にん識しきが俺の中ででき始めている。そして客席からは「あやのん今回も絶対投票するからね～」という声や、「今回こそは一位とってよ～」とアイドルの誰かに向けた声援。

「開催日時は、一か月後。八月の最後の週末！　そして決戦の舞台はここ！　トーキライトドームです！　みなさん絶対きてね～！」

　最後にきっちり次回のライブの告知までして役割をこなした貝原さんと他のアイドルたちが手をつなぎ、お客さんたちに大きく一礼するとステージから客席を見た右側に消えていきステージが終わってしまった。

「グリム……最高じゃん！」

　気が付けば一人のファンが産うぶ声ごえを上げていた。そう。俺だった。

「どうだったっすか？　グリムのライブ？　やっぱ俺の女は最高でしょ？」

　観客たちが会場出口を求めていそいそと席を離れ始め、その喧けん噪そうを眺ながめながら俺が感かん慨がいに浸ひたっていると、横から佐々木が話しかけてきた。しかもあやのんの彼氏面づらで。

「いやまぁ最高なのは認めるけど、あやのんはお前の彼女じゃないよな」

「なんすか先せん輩ぱい嫉しつ妬とは見苦しいっすよ！　しっかし、最後の曲残念でしたね」

「あぁ転んじゃった娘こいたね。あの子は？」

「あぁえっと確か、宇う佐さ美みかなでって娘ですね。いまいちパッとしなくて人気ないんすよ。次の選挙も総そう監かん督とく以下の順位とるんじゃないんすか？」

「総監督って？」

「えぇ先輩そんな事も知らないんすか？　しょうがないなぁ。あれっすよ。ステージの一番左でずっとお座りしてたワンコっすよ。みんなからは総監督って呼ばれてますね」

　アイドル戦国時代とは聞いていたけど、まさか犬までアイドルになる時代なのかと軽くショックを受けてしまった。途と中ちゆう、総監督は尿によう意いにまけてステージ上で粗そ相そうしてたけどそれは大だい丈じよう夫ぶなんだろうか……。

「まぁまぁライブもばっちり背中で堪たん能のうしたし、早く姫ひめ様たちの所に戻りましょう！」

「そうだな。でもなんでそんな焦あせってるの？」

「何言ってんすか先輩！　この後は次の現場に向かう彩乃に頑がん張ばってって見送りしないと！　そういうことの積み重ねがあやのんの彼氏というステータスをつくるんすわ！」

「あぁはいはい……そうね。もうそういうことにしとこうね」

「事実は事実なんでしょうがないっすよ。しかしあやのん以外にもかわいい子はいますから先輩だけの推おしアイドル作ればいいんですから！」

「おし？」

「あぁ推しってのはなんて言えばいいのかな～。あれっす贔屓ひいきのアイドルって奴やつっすよ。まったくそんな事も知らないなんてホントにファンなんすか？」

「なんかその言い方腹立つから止やめてくれない？」

　俺は佐々木に手を引かれ、大急ぎで関係者席のある三階へ向かった。
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「はぁ？　なんでそんな事あんたに言われなきゃいけないわけ？」

「なんでというか、むしろ何故なぜあなたがそんなに女性の地位を下げたいのか私は理解に苦しむという話をしているだけよ？」

「だから私がいつ女性の地位を下げたっていうのよ！」

「それも気が付かないようだから、こうやって働く女性の先輩としてアドバイスしてあげているんじゃない。そんな若い娘みたいに、キャンキャン吠ほえないの」

「こちとらまだまだ現げん役えきの十代よ！　なによ！　年取ると心まで狭せまくなっちゃうのね。あーやだやだ」

「だったら、先輩としての忠告を、若くて広い心で受け入れればいいじゃない」

　俺たちが階段を上がり、関係者席前の廊ろう下かに到とう着ちやくすると、杏樹と誰だれかが激しく口論をしているようで、関係者席へのドアが閉まっているっていうのに廊下まで筒抜けで、どうも波乱の予感しかしない。

　この時点でドアノブに手をかけるという行こう為いへの嫌けん悪お感かんが尋じん常じようじゃないほど高まってしまう。

「どうするっす？　入ります？　俺嫌いやっすよ？　絶対これはとばっちり食くらうパターンっすからね」

「わかってる。わかってはいるけど、この状じよう況きよう開けないわけにもいかないよ。絶対向こう側で本間さんが死人のような目しながら助け待ってるよ？　あぁ私どうしようって困ってるよ？　助けないとまずくないかな？」

「確かに先輩の言う通りっす。でも絶対火傷するとわかっていて、わざわざ火に飛び込むのもなかなか大変なことっすよ？　いいんすか？　明日も仕事だってのに『私がおごるから付き合いなさいよ』とか言われて、あのお姫様からずっと愚ぐ痴ちを聞かされて睡すい眠みん時間が削けずられるんすよ？」

「それもわかってるよ！」

　苦く渋じゆうの決断を迫せまられているその時だった。後ろから聞き覚えのある声が俺たちに向けて掛かけられていた。

「お疲つかれ様です。あのそこに入りたいんですが……」

「あぁすいません……」

　俺たちがドアをふさいでいて通行の邪じや魔まになっていたようだ。反射的に謝り、顔を上げるとさっきまでステージの上で情熱的に歌っていたグリムの看板、貝原彩乃がそこに立っているじゃありませんか。

「あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あやのん……！」

　佐々木があまりの緊きん張ちように驚きを隠かくせず、声を裏返させながら大きな声をだした。そりゃそうだ。テレビとかでよく見る人が目の前に立っていたら誰だって佐々木みたいなリアクションをする。

「どうもいつもお世話になっております。貝原彩乃です。よろしければそこを通していただいてもよろしいですか？」

「ど、どうぞ！」

　ライブの関係者に事務的な挨あい拶さつをし、あやのんが俺たちの前を通り過ぎると、香こう水すいの甘い香かおりも通り過ぎた。

　そしてあやのんは躊ちゆう躇ちよなくドアノブに手をかける。

「うわぁマジであやのんっすよ。顔小さくないすか？　マジ顔小さくないすか？」

「お前聞こえるから、本人に聞こえちゃうからもう少し声の大きさを絞しぼってくれよ！」

　佐々木がそんなバカみたいな事を当人の目の前で言っているのに、当の本人はまるで気にするような感じもない。きっと言われ馴なれてるんだ。褒ほめられることに。

「失礼します」

　貝原さんの声とともに観音開きのドアが開き、そこには杏樹よりも踵かかとの高い靴くつを履はいているせいか少しだけ背が高く、頭からは猫ねこのような耳を生やした亜あ人じんの女性が立っていた。

　少しウェーブがかかった黒くろ髪かみは手入れをしっかりしているのか絹みたいに光を反射させている。顔は鋭するどく、眼鏡の奥からのぞく眼光は刃は物ものみたいな女性に吠える杏樹。そしてヘビににらまれた蛙かえるみたいにいつもの困り眉まゆをしながら「だれかたすけてください」と今にも言いだしそうな本間さん。

「なによ！　年とし増ま！」

「落ち着きなさいよ。小じわが増えるわよ」

　杏樹をたしなめる女性は、わかりやすく言えば杏樹がひたむきに仕事に向き合って年ねん齢れいを経た感じ。鋭い眼光に広い肩かた幅はば。高いヒールに高価そうな時計。いわゆる仕事のできる女性って感じだ。ただでさえ怖こわそうな人なのに、杏樹は負けじとにらみ合う。まるでドラゴンと虎とらがにらみ合うような様相は、どれほど本間さんの精神を削り取っているのか容易に想像がつく。

「その余よ裕ゆうな感じがまたイラッとするのよ！　なによちょっと仕事ができるぐらいで！」

　口論というよりは、杏樹がただただたしなめられているといったほうが正しいのかもしれない。

「東とう城じようマネージャー。ライブ終わりました」

　目の前の口論には何も興味がないようなクールな声の貝原さんが渦か中ちゆうに飛び込むと、その声に振ふり向いた東城さんと呼ばれる眼鏡をかけた女性はコチラの方に向き直り、にこっと笑う。

「お疲れ様。良いライブだったわよ。しかしホントダメね、あの子は。次の総選挙でビリだったら運営にクビにするようお願いしようかしら？」

「どうでしょうか。それを決めるのは私ではありませんから。とにかく私は目の前のファンの方たちのために今後もレッスンを重ねて次のライブでは完かん璧ぺきにしたいですね」

「すげぇリーネと全然違ちがう感じのセクシーなやつだ！」

　もう佐々木は思ったことが口から出てしまうらしい。俺が慌あわてて佐々木の口を押さえるとモゴモゴと何かを俺に向かって言っていたけど今はそれに耳を傾かたむけるような状況じゃない。

「ふふふ。そちらの方たちは？」

　佐々木の言葉に上品に笑う東城さん。

「先ほどご挨拶させていただきました」

「あらそう。スタッフに挨拶は基本よ。どんな時も忘れずにね。それで……たしか次はテレビの収録だったわね。どう？　もう動けるの？」

「はい、今すぐにでも動けます」

「了りよう解かいしたわ。それじゃお姫様お疲れ様。少しは働く女性が恥はじかかないようにしていただけるとありがたいわ」

　そう言って踵の高い靴を軽快に鳴らしながら、あやのんとともに関係者席から出ていく東城さん。そして見送る俺たち。

「かっけー。かっこよくないすか先輩!?」

　佐々木の言う通り、この上なくかっこよかった。あーいう大人の余裕が俺にもあれば面接でも緊張せずに済むのにと後こう悔かいするほど。

　そして、杏樹がいる方に振り向くと、半泣きで地じ団だん太だを踏ふんでいた。

「やだろぉおおおおおおおおおおおおおお」

　俺たちだけになった関係者席。杏樹の頰ほおを大おお粒つぶの涙なみだが伝う。そして遠えん慮りよのない泣き声。

「あぁもうそんなに泣かないでくださいよ！」

「あだぢ……仕じ事ごどがんばっでるのにあんなごといわれだ！」

「もう泣かないでよ！　ぜんぜん余裕ない感じじゃないですか！　気持ちはわかるけどさ……」

「だっだら立だっでないで、なぐざめでよ！　ほめで！！！」

「えぇぇなんでですか？」

　あまりにも唐とう突とつで何を言えばいいのかわからない。しかも相手は女性。この状況で何を褒めるんだ？　外見？　そういうことじゃない？　まるでわからない俺は頭の中がこんがらがりそうだった。

「いいでじょ！　ほめで！」

　だから残業は嫌いやなんだ。




　島しま津づ・ナイト・杏樹




「最悪だ……」

　台風が来ているわけでもないのに朝からの強い雨が降りしきり世界は一日中灰色。休日だったら、今日は一日家にいようという固い決意のもと出前を頼たのんでひきこもる態勢を作り始めるところだけど、残念ながら本日は仕事だというのがなんとも悲しい。

　湿しつ気けのせいか、ヘアスタイルはうまく決まらないし、メイクも思い通りにいかない。しかももう昼下がりだっていうのに、昨夜ゆうべ遅くまで起きていたからなのか体のむくみが半はん端ぱない。

　そして体重が二キロ増えた。

　もっと言うと、起き抜ぬけに見た朝のニュース番組で放送されていた星座占うらないでは最下位だった。青い色を身に着けると運気が上がるらしいから下着を青にしてみたけど特に運気が上がっている感はない。もう憂ゆう鬱うつとしか表現ができなかった昼下がり。少し落ち着いた時間の中で、私を襲おそったのは昨日の出来事に対する憎にくしみと絶望と、とにかく負の感情だった。

　切っ掛けは些さ細さいな出来事だった。

　ライブが終わり、どの場面がよかった～とかあの歌詞凄すごい共感できるとか、そんなたわいもない誰だれもが持ちえる感想を遥香ちゃんと一いつ緒しよに話しながら弥太郎たちの帰りを待っていた時だ。

　ふと私の前で偉えらそうに踏ん反ぞり返っていたあのクソ女が……えっと確か名前は東城・シュレディンガー・美み咲さきとか言ったかな？　貝原彩乃のマネージャーのそいつがこんな事を独り言で言っていたのだ。

「もう最悪なライブね。まったく……」

　こっちとしてはそんな事を聞かされたらむかつきだってする。たしかにステージ上でアイドルの子がこけたりしてミスはあったけど必死にやったんだからそんな事わざわざ関係者席で言う必要もないじゃないって。だって自分の気持ちを動かされたことがまるで陳ちん腐ぷなもののように言われたら誰だって気分はよくないはず。

　だから言ってやったのよ。

「やったこともない人にそんな事言う資格なんてないんじゃないの？」

　そしたら、名めい刺しだして、自分の身分を明かしたあの年増。自分の仕事に泥どろ塗ぬられたら誰だって嫌いやな気分になるでしょだってさ。しかもこっちがこの国の姫ひめだって気づいて私の仕事ぶりにまでわざわざケチをつけてきた。

「自分の仕事に矜きよう持じもないとはいかがなものなの？」

　いくら私が海より広い心の持ち主でもそんな事いきなり言われちゃキレちゃいますよ。そもそもモリタニアの国防は専守防衛。撃うってこなきゃ撃ち返さない。

　逆に言えば撃ったんだから撃ち返すということだ。そりゃ私だって撃ちますよ。

　というわけで年増と口論。その末に言い負かされて、行くあてのない感情が爆ばく発はつして私は弥太郎に泣きついてしまったのだ。

　あぁくやしー。私だって必死にやってるしいいじゃん。そりゃ間ま違ちがえることもあるけどさ。頑がん張ばってるはずだ。なのに言いたい放題言いやがってあのクソ女。

　世の中クソだわ。

「上半期の経理資料にハンコ押さなきゃいけないけど、インク切れたから持ってきて」

　こうイライラしてるときは、甘いものだな。ダイエットとか明日からしよう。明日からちゃんとやるという固い決意のもと、弥太郎にメールを一本送り、メイド長の伊達だてちゃんに頼んでおいた五段重ねのパンケーキに目を移す。

　これでもかというほどホイップクリームとモモの砂さ糖とう漬づけを載のせ、とどめに特とく殊しゆな木からとれる樹液を凝ぎよう縮しゆくさせて甘味を超ちよう越えつしたシロップを垂らし、とぐろを巻いた白いクリームを茶色に染めあげる。

　伊達ちゃんには太りますよと小言を言われたけど、姫騎き士しだから一いつ杯ぱい働いたからいいの。と今から振り返れば、意味がよくわかんない言い訳を盾たてに追い払はらい、私は今からおやつタイムだ。

「ぐへへ～どこから手を付けちゃおうかなぁ～」

　目についたのは茶色と白のコントラストがうつくしいパンケーキ上部。クリーム地帯だった。モモをフォークで一ひと突つきし、一体どれほど運動をしたら帳消しになるんだかわからないほどのクリームをモモにつけ口に運ぶと、全身が多幸感に包まれる。

「おいひ～」

　口内でシロップ独特の甘みと、動物性脂し肪ぼうの甘みが混ざり合って消えていく。そしてその後からさざ波のように全身を襲うあったかい気持ち。

　まったくなぜ世の中に犯罪が起こってしまうんだろうと哲てつ学がく的な思考に囚とらわれてしまうほどの純じゆん粋すいな幸福感が心の底から湧わき上がるほどだ。

「ふふふ、さてさてパンケーキのほうは？」

　薄うすく焼かれたパンケーキの間には、綺麗に木き苺いちごが複数個挟はさまっていて食が進む。

「伊達ちゃんめ！　憎いわね……」

　口では、小憎たらしい事言うくせにただ甘いだけだと飽あきてしまうから甘酸っぱい木苺でアクセントをつけるあたりいい仕事っぷりだ。やはりダイエットは明日からだ。

　パンケーキに舌した鼓つづみを打ちながら、そういえばこの前買ったノンノンも読みかけだった事を思い出し、机を一通り見み渡わたすがその姿はない。

「あっれぇ？　どこいったっけ？　引き出しにしまったんだっけ？」

　私が机の一番上の引き出しを開けると、貝原彩乃が表紙の雑誌がそこにはあった。

「あったあった。えっと前はどこまで読んだんだっけ？」

　誰が見ているわけでもないので、気を抜きまくり口にフォークを突っ込こんだままパラパラと雑誌をめくっていると水着の一覧が出てきた。

「あぁそうそう。ここだ、ここだ」

　たしか水着は意中の男性と一緒に買いに行きましょうという特集ページからだ。雑誌を見るとページの端はしに折り目がつけられているから間違いない。

　しかし改めて見ると、今は色んな水着があるんだな。

　競泳用の水着も私が学生だったころとはデザインが変わってるし、ビキニでもリボンがついてたりついてなかったり。

　中でも目を引くのが、マイクロビキニという極きよく端たんに隠かくす肌はだの面積が小さい水着だ。

「こ、こんなもの着られるわけないじゃないッ！」

　水着というよりは、紐ひもという表現が近いほど肌を隠す面積が狭せまい。

「もし弥太郎がこんなの好きだったらどうしよう……」

　可能性が無いとも言い切れない。だって私は現時点で弥太郎の趣しゆ味みをまったく知らないんだから。確かに好きな人の好みも把は握あくしてないなんてまったくもってダメな女だとは思うけど、その手の話をしたがらない弥太郎も悪い。

「よし……戦うか……現実と……」

　パンケーキを食べ終わり、とりあえず下着姿になった私は手にノンノンを持ち、鏡に映った自分の姿と見比べる。少し太ってしまったとは言っても、これはこれから絞しぼれば何とかなるかと目をつむることにする。明日から本気出すから問題ない。

　その問題は無視したとしても、下着の面積が大きすぎていまいちマイクロビキニのイメージが湧きづらい。

　おもむろに水色のブラジャーを取り自分の胸を確かく認にん。特に変化はない。少しは成長して欲しいものだけど、肩かたこりが大変なのよという梨衣音の台詞せりふを思い出したので少しむかついた。

「何事も加減が大事よね」

　誰に言うわけでもない自己を正当化する独り言をつぶやき、とりあえず雑誌で胸を隠してみる。

「この辺かな？　あぁもうちょっと下かな？」

　雑誌と自分の胸を交こう互ごに見て、さらには右に左に胸を振ふり色んな角度で確認していると、部屋にノックの音が響ひびく。きっと伊達ちゃんがお皿を下げに来てくれたのだ。

「どうぞ～」

　女同士だし別に気にする必要もない。

　めんどくさい小言は言われるだろうけど、無視よ無視。

「お皿片づけといてね～」

　軽くそう言って振り返るとそこに立っていたのは弥太郎だった。

「あっ……その……インクを……」

　これは私が悪いわ。うん。完全に油断してた。




　里さと中なか・オーク・弥太郎




「うわぁ今の水着ってこんなに種類があるんですね。杏樹さま」

「そうよ。こういう所でいい感じの水着を選んで海に繰くり出せば、注目の的、間違いなしなんだから」

「それはちょっと恥はずかしいかもしれないです……こういう所に来たの初めてなので」

「こんな所で恥ずかしさなんて感じてる場合じゃないわよ。地元の友達と海とか行かなかったの？」

「私あんまり運動とか得意じゃなくて、海とかプールとかは行かなかったんですよ」

「そうなの？」

　いかにも女子っぽい会話が俺の目の前で繰り広げられているのを聞きながら、俺たちが来たのはシヤブ区にある大きなショッピングビル・イチマルギュー三階の水着売り場。

　目の前には色とりどりの水着が専用のハンガーにかかって吊られ、売り場のそこかしこで女性たちが水着を自分の体に合わせ「これ派手かな？」「えぇそんな事ないよ。似合ってるって！」なんて会話を繰り広げている。もちろん杏樹も本間さんも同じ。

「これかわいいですね杏樹さま」

「そ、そうね。たしかにかわいい……いやでも遥香ちゃんはそういうのよりこっちの方がいいんじゃない？」

　俺としては隠せる所が隠せていればなんでもいいんじゃないかとは思うけど、女性はそうもいかないらしい。遠巻きにその光景を眺ながめながら俺と佐々木はベンチに座っていた。

「先せん輩ぱい、なんで水着買いに行くのなんて付き合ってるんすか？　いうて草食系な先輩がこういう場所にくるなんて……あっわかった！　やっぱり先輩、カマトトぶってても頭の中ではっ……!?」

　横で佐々木がそんな軽口を言うので、言い終わる前に上うわ唇くちびると下唇を摑つかんでこれ以上発言できないようにすると、その後もなにか言いたげにウーウーと何かを訴うつたえていたけどあえて無視しよう。

　俺だって本当はこんな場所来たくない。現に今だって買い物を楽しんでいる女性の中にはコチラを見て不安そうな眼めをしてくる人もいる。疎そ外がい感というか場違いだなとはっきり認識できる。

　だけど、買い物に付き合わないと裸はだかを見たと佐々木に言うという脅きよう迫はくにも似た何かを言われて来ないわけにもいかなかった。

「うーうううう──うーううううー」

　何かを指さしながら佐々木が喚わめくので、唇から指を離はなすと大きく息を吸い、佐々木が杏樹たちとは逆方向を指さした。

「あ～死ぬかと思ったわ。っていうかあれ見てくださいよ先輩！」

「今度は何だよ」

　佐々木が指さしたのは、このビルの五階でアイドルの握あく手しゆ会が行われるという内容が書かれたポスターだった。

「先輩行きません？　どうせ姫様たちの買い物長いっすよ？」

「たしかに……ただ俺はいいかな」

「えぇなんでですか？　行きましょうよせんぱ～い！　俺一人じゃつまんないっすよ～。どうせ『えぇ○○ちゃんこれ超ちようにあってる～』『えぇそうかなぁ？』『大だい丈じよう夫ぶよ。今こういうの流行はやってるし』みたいな会話がずっと続くんすよ？　耐たえられるんすか先輩」

　もちろんそんな事は杏樹と何度も買い物に行ってわかっている。この前服を買いに行った時なんて、どっちが似合ってるか聞いてきたので適当に答えたら『全然わかってない』と怒いかり狂くるってたのでとても困った。

　ただここでもし俺が席を外したとなると杏樹の全ぜん裸らを見たという事を佐々木に告げ口されかねないという引け目がある以上、ここを動くわけにはいかなかった。

「いいから行ってきなよ。俺はいいから」

「ホントっすか？　あとで後こう悔かいしても知らないっすよ？　アイドルなんていつの間にか手の届かない存在になるかわかんないんすよ？」

「あっちょっと待っ……て……。行っちゃったよ……」

　俺の返事を聞く前に勢いよくベンチから立ち上がりエスカレーターの方向に佐々木はすいこまれていった。だけどちょっと待ってほしい。現在時刻は夜七時。そして握手会の開かい催さい時刻は五時からとポスターに書いてある。握手会という言葉に脊せき髄ずい反射してしまった佐々木は五階についた瞬しゆん間かんに絶望してしまう。そんな事を考えながら俺は再び杏樹たちがいるであろう場所に視線を戻もどすと、杏樹は一人で何やら俺に向かって手招きしていた。

　杏樹の手には水着が二着。

　片方は、黒い水着が下半身と上半身に分断された、たしかビキニってやつだ。胸むな元もとにはリボンがついている。

　そしてもう片方は白い水着。こっちもビキニタイプだけど、下半身のほうにリボンがついている。

「うわぁどっちも変わんねぇ……」

　遠巻きに見た正直な感想だった。

　嫌いやな予感がした俺は、足取り重く杏樹の方に向かうと当然こう聞かれるわけだ。

「どっちがいい？」

　さぞかし買い物が楽しいんだろう。顔はウキウキ。

　しかし、俺には二分の一の確率で正解を引かなきゃいけないという越こえなきゃいけない壁かべ。というかこういうの本当にやめてほしい。だって杏樹の中ではすでに答えが決まっている。俺に意見を求めなくても心の中では欲ほしい水着が決まっている。

　なのに意見を求める。

　そして俺が杏樹の欲しい水着を選ばなければ怒おこり出す。

　どうあがいてもはずれなのだ。しかも正解を引いたとしても、ちゃんと考えている素そ振ぶりを見せないと『真しん剣けんに考えてんの？』と聞かれてしまう。

　それがこの一か月杏樹と休日出勤をした俺の処世術なのだ。

「うーん。どうだろうなぁー。こういうのよくわからないからなー」

　俺は保険をかけた。仮にはずれを引いてしまった時に無知という盾たてで自分を守るために。

「えぇちゃんとよく見てよ。どっちが私向きなのか」

「うーん。そういえば本間さんはなんて言ってるの？　今いないみたいだけど」

「あぁ遥香ちゃんなら、この辺りのビキニは派手で恥ずかしいから露出の少ないタイプにするって言って向こう行っちゃったわ」

　女性の意見の方が参考になるから本間さんに聞いてみようという手段がつぶされてしまった。これで完全に自分の力で二択たくをくぐり抜ぬけなきゃいけなくなってしまった。

　どっちだ？　どっちなんだ？　白か？　はたまた黒なのか？

「ねぇどっち？」

　悩なやんでいるフリをしながらも杏樹からの攻こう勢せいは変わらない。

「く……ろかな……」

「えぇ～黒の方？」

　いかにも私だったらこっちじゃないという空気を出す杏樹。顔は不満げ。

　これだよ。じゃぁなんで聞いたんだよ。自分で決めてくれよ。

　もう迷うのもめんどくさくなってきた俺は、問題を先延ばしにすることにした。

「あぁえっと……ほら着てみた感じ見ないとわからないからさ。俺水着とか見慣れてないし」

「あぁそっか。そうよね。言われてみればそれもそうよね。じゃぁまずはこっちの白い水着着てくるね。着き替がえ終わったらメールするから！　あとこの水着持ってて」

「はいはい」

　そう言って杏樹は黒い水着をいったん俺に預け、おそらく試着室的なものがあるだろう方向に行ってしまった。水着と言えど服の一種だしな。試着室もあるか。

「弥太郎さん！」

　杏樹を見送っていると、後ろから声が聞こえ、振り返ると本間さんが立っていた。そして両手には水着が二着。

　呪のろわれてるんじゃないかと疑い、コンクリートでできた灰色の天てん井じようを仰あおいだ。

「ど、どうしたの本間さん」

「あれ杏樹さまは？」

「あぁなんか試着しに行くってさ」

「そうなんですか……どうしようかな……その水着とか選び慣なれてなくて、その……」

「はいはいいいですよ。どっちか選ぶんだよね？」

「はい！」

　本間さんは顔を輝かがやかせてコチラに水着を突つき出してきた。

　こうなりゃやけだ。正解引いてやると息巻き、俺はその水着を吟ぎん味みすることにした。

　片方は上半身が薄うすいピンクのフリルで下半身はスカートみたいになってるやつ。そしてもう片方は、学生が制服として着ているセーラー服を水着用にアレンジして露ろ出しゆつがちょっと増えましたって感じのやつだった。

　どちらも露出は控ひかえめで清せい楚そな感じだし、本間さんには似合ってると思う。それ以上の感想を俺が持ち合わせる事なんてない。

　どうすんだよこれ。

「あーえっとそうだなー」

　右を見て、左を見て、そして本間さんの顔を見る。しかし答えのヒントになるようなものは見つからない。

「どっちも似合ってると思うよ？」

「じ、じゃあ弥太郎さんはどっちが好きですか？　私それでどちらかを決めます！」

　もうめんどくさくなった俺は杏樹の時と同じく、問題の先送りをすることにした。握あく手しゆ会はもう終わったんだ。佐々木早く戻ってきて俺を助けてくれ。

「せっかく杏樹も試着してるんだし、本間さんも試着してみればいいんじゃないかな？」

「あぁそうですよね。たしかにそうです。それでは試着してきますね。着替え終わったら見て選んでくださいね」

　キョロキョロと周りを窺うかがい、おそらく試着室があるであろう方向にピンクの水着とセーラー服っぽい水着を大事そうに抱かかえ、もっていく本間さんはやけにテンションが高かった。

　しかし水着売り場で男一人が水着を持って突っ立ってるっていうのはなかなか異質のようで周囲からの視線が痛い。すさまじい視線の攻こう撃げきを避さけるようにまた売り場端はじのベンチに戻ると休む間もなく、ポケットに入れていた携けい帯たいに誰だれかからの連れん絡らくが来る。

「着替え終わった♥　右から二番目の試着室の中にいるからさっきの黒い水着を持ってきて」

　杏樹から着替えが終わったとのメール。さっきの水着に着替えたようで見にくるよう指示が飛んできた。

　俺は女性陣じんがいるであろう試着室に向かった。

　途と中ちゆう、親切にも案内板があるし、なにより試着室に向かう杏樹と本間さんを見送った俺が迷うなんてこともなくすんなりと試着室に到とう着ちやくした。

　十部屋ほどが横並びになった個室は紺こん色いろのカーテンが引かれ使用中というのがすぐにわかった。平日の夜だっていうのに季節が夏ということもあって満室。カーテンが引かれた小さな個室の中ではきっと女性たちが思い思いの水着の試着に勤いそしんでいるんだろう。

「たしか右から二番目だったはずだな。えっと……」

　俺はこの時確かに、右から二番目の試着室を開けたはずだった。

「カーテン開けるよ」

　中にいる杏樹からメールも来てるんだ。俺は不作法にカーテンを開けた。なのに、中にいたのは……。

「ふぇ……？」

　どこかで見たことのあるウサギの耳を垂らした真っ白な肌はだの女性があられもない姿で水着に着替えているところだった。女性というよりは女の子とか、幼女って言葉の方がしっくりくる感じだ。

　大きな瞳ひとみは徐じよ々じよに潤うるみ、声なき声が何か俺に訴うつたえかけようと口を動かしてはいるけれどそれが何かを今の俺には理解できない。

　完全に予想外だった。

　トイレの鍵かぎが開いているので用を足そうと思ったら、使用中の人が鍵をかけるの忘れていてお互たがいが目を合わせ気まずくなる。そんな空気だ。

　しかも相手は女性。

「ち、違ちがうんだ……」

　何がどう違うのかもわからない。ただ女性の全裸を見てしまったという事だけは揺ゆるがない事実。

「きゃああああああああああああああああああああああああああ」

　水着売り場のどこにいても聞こえるような、甲かん高だかい声が響ひびき渡わたる。

　俺の人生が終わった瞬間だった。
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「はい。こんなこと二度とないように指導しますので……はい……まことに申し訳ありません。いえ……本当に申し訳ございません。はい……失礼します」

　警備室の中では杏樹が懇こん切せつ丁てい寧ねいに警備員さんとお話し中。そして俺はそれをドア越ごしに聞きながら廊ろう下かで頭を抱え震ふるえていた。

　俺は右から二番目の試着室を開けたはずなのに、どうやら杏樹は左から二番目の試着室にいたらしい。そんな事ってあるのかよ。

「先せん輩ぱい、覗のぞきはよくないっすよ、覗きは。しかし遥香っちからメールもらった時はびびったなー。先輩覗きとかする度胸あったんすね」

　佐々木はどこかで買った大きな紙コップに入ったジュースをストローですすりながら俺をたしなめる。

「俺だってそんな事したくないよ！　向かって右とか色々表現あるでしょ。むしろ俺は被ひ害がい者しやなんだ！」

「弥太郎さん、私だったら覗かれても大だい丈じよう夫ぶですから、辛つらくなったら言ってくださいね」

　本間さんは買った水着を大事そうに抱えながら、俺を慰なぐさめてくれている。だけどその言葉は俺が完全に覗きをしたくてしたくて溜たまらない。ヤバいと思ったけど性欲を抑おさえられない。そんな感じの扱あつかいになっている。

「お願いします本間さん。俺を覗きがしたくてたまらない犯罪者として扱わないでください！」

「そうだぞ遥香っち。先輩はそういう受け入れ態勢ばっちりな女の子を覗きたいんじゃなくて、覗かれてないという安心感を持った女の子を覗くのが趣しゆ味みなんだから」

「佐々木ィ！」

　佐々木の中で俺がどういう位置づけなのかあとで真剣に話す必要があると思う。

「あっ姫ひめ様出てきましたよ。姉あね御ご！　お勤めご苦労様です」

　ようやく警備室から出てきたのは、どっと疲つかれた顔をした制服姿の杏樹だった。眉み間けんにしわが寄り見るからに不ふ機き嫌げん。もし城であったら間違いなく顔を合わせたくないような表情だ。

　佐々木は俺の不ふ祥しよう事じが大層楽しいらしくノリノリで杏樹にねぎらいの挨あい拶さつ。

「まったく何やってんのよ弥太郎。ただでさえ最近ゴシップにマスコミが敏びん感かんになってる時に覗きとか最悪よ？」

「いや、だからそれはさっきも説明したけど杏樹のメールが言葉足らずだっただけで俺は右から二番目の試着室に行ったんだから……」

「なに口答えすんの？　ごめんなさいは？」

「ご、ごめんなさい。で、でもさー」

　たしかにカーテン開けたのも俺だし、覗いてしまったのも俺だ。だけど納なつ得とくがいかない。

「あぁもう言い訳なんか聞きたくない。ほら覗いちゃった女の子に謝りに行くわよ。なんか屋上にあるフードコートにいるらしいから」

　杏樹を先頭に屋上へ。その道中佐々木は握あく手しゆ会がすでに終わっていたことを残念そうに話し、本間さんは結局水着が選べなくて両方買ってしまったという事を話しかけてきてくれた。

　どちらも会話に優やさしさが滲にじみでていて、かえってその優しさが痛かったりもした。

　屋上に俺たちが到着すると外灯の明かりと大量の椅い子すとテーブル。そして生なま臭ぐさいような雨上がりの空気の匂においが出で迎むかえてくれた。きっと休日の昼時にはこのスペースも全すべて埋うまるんだろうけど、生あい憎にく今日は平日、時間もこのビル自体の閉店時間が近い事もあり、閑かん散さんとしたものだった。

　そしてそれらを囲むように軽食を出すお店も並んでいるが、店員も閉店の準備をしていて俺たちの事なんて出迎える気さえないようだ。

　そんな寂さびしい景色の中、寂しそうにぽつんと椅子に座り、俯うつむきながら紙パックの牛乳を飲んでいる女の子が一人。

「あっれぇ～？」

　女の子を見て何かに気づいたのか、目を凝こらして遠くから観察する佐々木。それに対して疑問に思ったのか本間さんが質問をした。

「どうしたんですか佐々木さん？」

「あそこに座ってるのが先輩が覗いた女の子なんすよね？　姫様？」

「そのはずだけど、どうしたのよ佐々木？」

　杏樹がそう答えると、佐々木は何度も目を凝らし、首を捻ひねってはまた目を凝らす。

「だってあれ宇佐美・デミット・かなでじゃないすか？　ほら昨日のライブでズッコケたアイドルの娘こっすよ。うわぁホントに宇佐美かなでじゃん！」

　その言葉に杏樹も本間さんも目を凝らし確かく認にんを始め、昨日の記き憶おくと屋上にいる少女を重ね合わせているようだ。

「そういえば、いた気がするわあんな子」

「えぇホントですか!?　あぁ本当だ。確かに昨日のステージにいました！」

　当然俺も目を凝らすと、たしかにそう言われてみればステージで貝原さんが跳はね除のけたアイドルの女の子のように見える。

「先輩宇佐美かなでの裸はだか見たんすか？　見たんすよね？　先輩マジずりぃわ。はぁそれで覗いたわけじゃないとか言ってたんすか？　キレそうなんですけど！　あぁいいないいな！　あぁしかもよく見たら結構かわいいじゃないすかぁ。神かよ。ワンチャン推おし変ありますよこれは！」

　もうアイドルだったら犬だろうが猫ねこだろうがなんでもありと言いそうな佐々木は、俺の知らないアイドルファン特有の用語を使い褒ほめちぎっていた。

「とにかく謝りに行かなきゃだから俺行ってくるね」

「なに言ってんのよ弥太郎。怖こわがられたら謝るどころじゃないでしょ。私たちもついてくわよ」

　たまに杏樹たちといると自分がオークだっていう事を忘れてしまうけど、俺オークなんだよな。

　女の子は、みんなで近寄っても何か考え事をしているようでコチラに気づく気配はまるでない。俺はそっと息を吸い話しかける。

「あ、あの……」

　そう呼びかけると、女の子はコチラを向いて一いつ瞬しゆん驚おどろいた表情した。というか見るからに怯おびえていたという方が正しい。

「やっぱ先輩が声掛かけたら怯えちゃったじゃないすか！」

　ステージで見た時は一瞬だったからわからなかったけど、白はく髪はつショートカットは綺き麗れいに整えられているし、目鼻立ちもしっかりしている。トップアイドルグループに在ざい籍せきしているんだからそりゃ当たり前なのかもしれない。だけどどこか怯えてる感じだ。考えてみれば俺を性犯罪者か何かと勘かん違ちがいしているはずだからそんな目もするよな。

「あの、さっきはコチラの不ふ手て際ぎわで本当に申し訳ない事してしまいました。宇佐美さん本当にすいませんでした」

　俺はなるべく不安にさせないよう、刺し激げきしないようにできる限り柔やわらかな口調でそう伝えた。

「あれ？　何でかなでの名前を……もしかしてファンの方だったんですか？　エッチな事を考えててもファンはファンですから！　かなではそんな変態さんのファンでも好きですよ」

　ウサギのような耳がピンと立ち、俺に向かって飛び切りの笑え顔がおを見せてくれた。でもこれはこれでなにか会話がかみ合っていない。もしかしたら俺の事をファンだと勘違いしてるのかもしれない。

　違い和わ感かんをくみ取ってくれた杏樹が、横から事情の補足説明をしてくれた。

「あ、あの違うのよ。私が水着持ってきてって言ったの。私から見て右から二番目って事ね。でも弥太郎から見て右から二番目はその宇佐美ちゃんのいた試着室で。弥太郎も悪気があってやろうとしたことじゃなくて……」

　そう杏樹が助け船を出してくれたが、宇佐美さんはどこか落ち込んだ雰ふん囲い気き。

「そうですか……ファンの方じゃなかったんですか……でもなんで私の名前を？」

　沈しずんだ表情で俯く宇佐美さん。沈ちん黙もくが重くのしかかり会話が続かない。

「あ、あのグリム・オブ・ラブのかなでさんですよね。私たち昨日のドームライブ見てたんですよ」

「ほ、ほんとですか？　ありがとうございます！　えっと……」

　どう呼んだらいいのかわからないような戸と惑まどった表情をした宇佐美さん。そりゃまだ自己紹しよう介かいも済ませていないんだから当たり前か。

「あっ自己紹介がまだでしたね。私、本間・エルフェン・遥香って言います。それでこちらのオークの方が弥太郎さんで、こちらが島津杏樹さんです。そしてコチラの金髪の方が佐々木さんです」

「どうもっす！」

「ども……」

　俺が声を出すと、目の前の耳が生えた女の子の体が硬こう直ちよくしている。オークを嫌いやがったりする人も多いんだよな。しかも俺にいたっては、裸を見てしまったわけだから怖がられて当然だ。

「昨日のライブ、私たちも行ったのよ。楽しかったわ。今日はお買い物だったのにとんでもない目にあわせて本当にごめんなさい」

　軽い自己紹介を終えると、杏樹が改めて謝罪の言葉を述べた。

「いえ、今日はここでグリムの握手会があって、その後今度の撮さつ影えい用に水着が必要だったのであそこにいたんです……」

　そう言えば佐々木と一緒にそんなポスターを見た気がする。

「ぬわ～いいなぁ～俺も握手したかったっす！」

「えっ参加できなかったんですか！　かなでの握手でよければいつでもします」

「えっまじっすか？」

　そう言って佐々木が右手を差し出すと、椅子から立ち上がった宇佐美さんが佐々木と固い握手。

「あがががががががが、力が強い！　手が……ちぎれる……」

「す、すいません、久しぶりの握手だったので……大丈夫ですか？」

　腕うでを押さえ、うずくまる佐々木に申し訳なさそうな顔をして気づかいの言葉をかけ、心配そうにする宇佐美さん。

「気にしないで、ちょっと大げさよ。佐々木そんな大した事ないでしょ？」

「いや……でも……」

　杏樹が気にしないように声をかけても、佐々木の事を心配しているところを見るとファン想おもいなんだろう。

「でもライブに来てくださって本当にありがとうございます。どうでした？　楽しんでもらえましたか？」

「あぁ……えっと貝原さんの歌と踊おどり凄すごかったですね」

　口に出したあとに失礼な事を言ってしまったかもしれないという顔をする本間さんを察してか宇佐美さんは気にしてませんよと言わんばかりに笑顔を向ける。

「あやのちゃんすごいですよね。本当にすごいんですよあやのちゃんは」

「と、とりあえず立ち話もなんだから少しお話ししましょうよ。ほら弥太郎飲み物でも買ってきて。宇佐美さんは何か飲みたいものあります？」

「えっとそれじゃ牛乳をお願いします」

　杏樹が顎あごをクイっと動かし行って来いという合図。さすがにここは俺のお財さい布ふから出すしかないか。俺は急いで近くの売店に人数分の飲み物を買いに走った。

　数分後、戻もどると、佐々木と本間さん、杏樹そして宇佐美さんがテーブルを囲むように座り談だん笑しようしていたので、宇佐美さんに牛乳を差し出すと小さな会え釈しやくをして恐おそる恐る俺の手から受け取り、小動物のように辺りを窺うかがいながら小さな口でストローを一吸い。

「しかし、間違いとはいえ本当に申し訳なかったわ。弥太郎も悪気があって覗のぞいたわけじゃないのよ」

「いえそんな気にしないでください。こういうのは慣れてるんで……」

　ずいぶんと穏おだやかではない物言いだった。さすがに杏樹もそう思ったらしく宇佐美さんに疑問をぶつけた。

「なんで？　だってアイドルなんだからそういう変な人とか危ない事からマネージャーに守ってもらえるんじゃないの？」

「そうですね。普ふ通つうのアイドルグループだったらそうだと思います。基本的にアイドルっていうのはグループ全員同じ芸能事務所に所属して専属のマネージャーがつくのが普通です……。だけどグリムって違う芸能事務所の女の子たちが集まってできているグループなので……その……かなでの事務所はマネージャーさんがいないので……。それに人気順に警護スタッフさんを準備しようとしたら最下位の私についてくれるスタッフさんなんていないんですよ」

　アイドルに限らず人気商売なんていうのは、超ちよう実力社会で競争社会なんだ。どんなにかわいいアイドルでも人気が無ければ恩おん恵けいはないし、内容が面おも白しろいと思う連載漫まん画がだって人気が無ければ打ち切りになってしまう。

　当然人気が出れば待たい遇ぐうもよくなる。人気が無ければ待遇が悪くなる。

　誰だれが悪いわけじゃない。これが宿命なんだ。

「特にウチのグループは、グループの中で競争をして勝ち残った人……例えばあやのちゃんみたいなパフォーマンスも人気も一流の人にはスタッフも一いつ杯ぱいつきます。そうやってグループの中で競争をしてよりよいアイドルになりましょうっていうのがグリムの運営さんの方針なんです。しかたないんですけどね……」

「そっか……」

　俺は思わず言葉に詰つまってしまった。かわいそうという言葉だけでは片づけられなかった。だって一位の人が努力していないかと言われれば昨日会った貝原さんなんかそりゃアイドルという職業のためにストイックだった。一瞬だけ会った俺が思うんだからきっとそうなんだろう。

「それに……」

「それにってどうしたの？」

　杏樹がそう聞くと、宇佐美さんはストローのささった紙コップをじっと見つめ呼吸を荒あらげた。

「その……今度の総選挙で順位に改善が見られない場合、私はクビだって言われちゃいました……あはは……しょうがないですよね。人気ないんですもんね。ははは」

　顔を上げた宇佐美さんは笑っていた。振ふり絞しぼるような笑顔だった。

「あぁっかなでじゃ～ん」

　重苦しい空気の中、誰かが目の前のアイドルに気さくに話しかけてきた。

　振り返ると、そこには派手な感じの巻まき髪がみをし、トンボみたいな大きなサングラスをかけたエルフを先頭にした五、六人の女の子の集団がいた。

「あっおはようございます。美み奈なさん」

　宇佐美さんは席を立ち、頭が地面にめり込むような挨あい拶さつをその人たちに向けてすると、一番前のエルフは、軽く手を上げおざなりな挨拶。

「いや覗のぞきの被ひ害がいにあったって聞いて心配したんだよ？　大だい丈じよう夫ぶだったぁ～？」

「はい大丈夫でした……」

「まぁしょうがないわよ。アンタのファンって全然いないし、実際今日だって個別握あく手しゆ会だってのにアンタの前誰もならんでなかったし、もしファンが来ても犯罪者予備軍の変態ばっかだもんね。でもその心配も次の選挙まででしょ？　聞いたわよクビになるんだってね」

「いえそれはまだ……」

「だって次の選挙で順位上げるのがクビ回かい避ひの条件でしょ？　舞ぶ台たいで亀かめみたいに固まってるアンタにファンなんかできるわけないじゃない。そうよねぇ？」

　随ずい分ぶんと感じの悪いエルフが後ろの取り巻きの女たちにそう聞くと、同調するような声が聞こえてくる。

　この時点でエルフたちがかなり感じが悪い事は誰もが理解できる事実なんだけど、部外者の俺が口を挟はさむ隙すきもなければ立場でもない。それは佐々木も本間さんも杏樹も理解できているようでただ目の前で起こるやり取りを見守るしかできなかった。

「佐々木アイツら知ってるか？」

「あの先頭にいる娘こなら、たしかグリム序列で五十位前後に位置するアイドルの……吉よし田だ美奈とかだったはずっす。実家がなんかの事業で財をなした超金持ちでコネでグリムに入ったって噂うわさもあるっす。多分後ろは仲が良いメンバーっすね。名前は忘れましたけどね」

「お前詳くわしいな……」

「この前テレビに出てたっすよ？」

　気になった俺が佐々木に小声でそう聞くとなんともわかりやすい解答をくれた。なるほど。確かに派手なメイクだし綺き麗れいな顔をしている。ただ『私芸能人です』ってオーラが嫌いや味みなほど溢あふれ出ていてあまり近づきたくはない。

「つうか喉のどかわいたなぁ。ねぇかなで何飲んでんの？　飲まして？」

「あっ……ど、どうぞ」

　エルフは宇佐美さんの持っていた紙コップを強ごう引いんに奪うばい取ると一吸い。

「うわぁ牛乳なんて飲んでんの？　成長期終わってんのにこんなもん飲んでもしょうがないでしょ。チビウサちゃん」

　宇佐美さんが言い返さない事を良い事に完全にやりたい放題。紙コップを地面に叩たたきつけると、外れた蓋ふたから白い液体がこぼれ水みず溜たまりに白い波は紋もんができた。

「なんか学校の給食ぶりに牛乳飲んだけどやっぱまずいわね。ねぇ、ここの近くにカフェあるから今からそこ行きましょ？」

　エルフが取り巻きたちにそう声をかけ、踵きびすを返し、この場を離はなれようとするアイドルの一群。あんまりひどいので何か言ってやろうと思い踏ふみ出すと、同じような考えだったのか先に杏樹が大きな声をあげた。

「ちょっとアンタたちなんなの？　アイドルとしてどうなのよそういう態度！」

　すると、足を止め振り返り、アイドルとは思えないほどの形相でコチラをにらみ倒たおしてくる。

「なによ。いきなり。オバさんは黙だまっといてもらえる？」

「オ　バ　さ　ん　？」

　しょっちゅうこんなことで血圧が上がっていては、杏樹の血管が危ない。

「そうよ。いい歳としこいてティアラなんてつけて恥はずかしくないの？」

「なによこれは……その……仕し事ごと柄がらしょうがなくつけてんのよ！」

　あっ今ちょっと言葉を一いつ瞬しゆんためたぞ。恥ずかしかったのか杏樹そのティアラつけてんの。

「第一、グループ内の事、部外者が口出していいわけ？　それとも関係者？　なにかなで、この女に枕まくら営業でもしたの？」

「し、してません。そんな事」

「そうだよね。処女ガキのアンタじゃ無理だよね～。じゃっ次の現場でまたね」

　そう言って笑いながらこの場から消えていく感じの悪いアイドルたち。きっと目的のカフェまで下げ卑びた笑いが顔から消えることはないんだろう。

　ふと宇佐美さんに視線を移すと震ふるえていた。きっと歯は嚙がみしているんだろう。顔をこわばらせ何とも言えない表情だ。

「…………仕方ないんです。人気がないんです。やっぱり私がアイドルなんてむりな話だったんです。昔からずっとテレビで見ててあこがれだったんです。だから都内に来てアイドルとして活動も始めて、それでグリムにも入れて本当にこのまま頑がん張ばれば一等賞になれるって。でも夢は寝ねている時に見るものなんですよね」

　力なく宇佐美さんが笑った裏にある感情を俺が理解できないわけがなかった。痛々しくて見てられなかった。

　自分なりに努力してそれでもうまくいかなくて、自分は何のために生きているかもわからなくって。自分だけが取り残されるような。きっとそんな感覚に彼女は毎日悩なやまされているんだろう。

　それっぽい理由を並べて、それっぽい事実を並べて自分を納なつ得とくさせようとしているんだ。

　戦い方がわからないんだ。

　まるで自分の事のように悔くやしかったし、何より不快だった。

　ただ誰よりもキレていたのは杏樹だった。佐々木の首根っこを摑つかみグラグラとゆすり怒いかりのはけ口にし始めた。

「すいません。初めて会った人たちにこんな事言ってしまって。まだかなではアイドルやめてないのでこんな事言ってちゃだめですよね。それじゃ……」

　逃にげるように荷物をまとめて、ただでさえ小さな体の背筋をさらに縮めるように俺たちから離れていく宇佐美さん。

　残された俺たちは口数も減り、まるでお葬そう式しきみたいに意い気き消しよう沈ちんって感じの空気が辺りを包み込む。だがそのどんより感を壊こわすように怒おこり出したのは杏樹だった。

「佐々木！　アイツらなんなの超むかつくんですけど！　あの東城とかいう年とし増まに煽あおられたのもすっごい腹立つし、しかもなんなのあのクソガキどもは！　この国の教育制度はどうなってんのよ！　道徳教育ちゃんとやってるわけ!?」

「ぐるじぃっず。ひめざまぁ～」

　お前が言うな、お前が。そして可哀かわい想そうだから佐々木を離してあげてくれ。

「ちょっと私も気分が悪いです」

「そう思うわよね遥香ちゃんも。弥太郎はどう思うの？」

「俺か？　俺は……」

　たしかに夢なんて寝てる時だけで十分だ。

　だけど、そんなの認めたくなかった。そうじゃないって証明したかった。

　俺は椅い子すから立ち上がると、泣きながら去っていった宇佐美さんを追いかけた。

　俺もそうだった。一人で自分の人生に絶望してた。だけどこいつらがそんな俺を励はげましてくれていた。だったら俺だって誰かを励ましたい。

「ちょっと弥太郎、どこいくのよ」

　杏樹の制止も振り切り、俺は宇佐美さんを追いかける。

　全速力でエレベーターホールに向かいエレベーターの現在地を示す上方の表示板を見れば六と七の辺りで点てん滅めつしている。おそらく宇佐美さんの乗ったであろうエレベーターは下へと向かってしまっているんだ。

　俺が振り返ると、非常用と書かれたドア。

　ドアノブを捻ひねり、ドアを吹ふっ飛ばすような勢いで体をぶつけ、一階までの階段を駆かけ下りる。勢いがつき転びそうになるが、手すりにつかまり体勢を立て直し、速度を維い持じして下へと進む。

　階段を下り終え、一階のエレベーターホールに向かう。

　膝ひざに手をつき汗あせだくになりながら肩かたで息をしているとエレベーターが到とう着ちやくしたことを伝えるチャイムが響ひびき、そこには目を真っ赤にはらした宇佐美さんがいた。

「あ、あの……なんでしょうか……」

　そうだよな。エレベーターが開いたら、本来だったらもう会うはずのない、今日自分の裸はだかを覗のぞいたオークが汗だくで息を切らして待ってたら怖こわいに決まってる。

　だけどそんなの関係ない。気にしない。

「俺になんか手伝える事ないですか？」

「えっ……？」

　何が起こっているのかわからない、事態が把は握あくできないといった表情の宇佐美さんの目はまるで変質者に出会った時のような怯おびえたものだった。




　　　　◇◇◇




「なにこれ？」

　室内だっていうのに差し込む太陽の光が乱反射して目が痛いほど明るい、杏樹がいつも仕事をこなす執しつ務む室。いきなり部屋に来いとメールが来て、佐々木と本間さんを連れ執務室に行ってみれば待っていたのは分厚い資料の束。そして目の下に大きなクマをつくり不健康そうに笑う杏樹と妙みようにそわそわした宇佐美さんの姿だった。

「今日からの仕事、それだから」

　俺が渡わたされた資料の束の表紙を本間さんが覗のぞき込み読み上げた。

「ぶんかさんぎょう海外展開におけるこっかせんりゃく？　杏樹さまなんですかこれ？」

　俺はいかにも難しそうな文字が並んだ表紙をめくり、内容を確かく認にんしようとしたが、一枚目の資料の時点であまりの文字量の多さに読む気も失うせる。

「えっと……話が見えてこないんだけど、この資料はなんか凄い重要そうな仕事っぽいのだけはわかります。ただ俺が個人的に仕事の合間を縫ぬって宇佐美さんの仕事の手伝いできればそれでいいんだけど……」

　俺たちが事態の把握に手間取っていると、大きなため息をついた杏樹が内容の説明をし始めた。

「なに言ってんのよ。アイドルの仕事なめてんの？　そんなんじゃ困るのよ！　いい、弥太郎？　そんな中ちゆう途と半はん端ぱ私が許さないわ。いい？　この国では現在、アニメとかゲームとかの文化産業が輸出の目玉として挙げられてるの」

　たしかにモリタニア産のアニメもゲームも海外じゃ凄すごい人気だったりする。

　この前なんて「紅くれないのオーク」ってアニメ映画がなんかの高こう尚しような海外の賞をとった事がニュースでやっていた。

「とうぜん我が国の文化産業の中にはアイドル文化ってのも入っているわけよ！　政治を行う人間がアイドルの仕事も何もわかんないんじゃ話にならないわよね？」

「はぁ……」

　俺の口はぽかんと開き、息が自然ともれた。

「姫ひめ様、アイドルがモリタニアの文化なのはいいんすけど、それがなんで俺たちの仕事になるんすかね？」

　まったくもって佐々木の言う通りだった。しかしそれを聞いた杏樹はふふっと鼻で笑いこう言い放った。

「確認なんだけど弥太郎はかなでちゃんをどうしたいの？」

「えっとそれは……アイドルとして一番にしてあげたいんだ」

「なるほどね……たしかに手の届くところで頑張ってる娘こがいたら、助けたくなるのが人情ってもんよね。すっごいわかるわ」

「あ、ありがとう」

　だって自分と同じような立場の女の子が目の前にいるんだ。むしろ俺より悪い状じよう況きようと言ってもいい。だったら俺が味方になってあげたい。おせっかいな事かもしれないけど俺はそれで救われた。

「つまり弥太郎はかなでちゃんをアイドルとして一流にしたいって事よね。そして私島津杏樹は戦争がしたい。あの私の事見下した東城とかいうクソ女と、そしてティアラバカにしたくそアイドルたち相手に。というわけで今朝議会も次の総選挙でかなでちゃんを一位にするって事で予算をとりました。事務所も了りよう承しようしてる。さぁ今日からアンタたちはこの宇佐美かなでを次の総選挙で人気一位にさせるべくプロデューサーとなって、アイツらの顔に泥どろ塗ぬってやりなさい。フ～ハッハハハハ」

　ねじ込んだ。聞こえの良い言葉を並べ、議会の人をだまし、自分の私し怨えんを合法的に晴らす方法をねじ込んだんだ。

　饒じよう舌ぜつに語る杏樹とは裏腹に、言葉を失う俺たち庶しよ務む三課の派は遣けん社員たち。

「でも杏樹さま、いいんですか？　税金つかってそんな事して……」

　ようやく事態を把握した本間さんの口から出たのは単純な質問だった。

「いいの、いいの。どうせ大手マスコミだって、グリムに儲もうけさせてもらってるんだから政府がグリムのために税金使いますとか言っても、叩たたきたくても叩けませ～ん。くたばれマスコミ！」

　立ち上がりベランダの方に向き直った杏樹は、両手の中指を立て市街地に向けた。背中しか見えないから表情をうかがい知ることはできないけれど、きっとものすごい勝ち誇ほこった顔してるんだろうなー。

「そんでもって弥太郎。今回のこのプロジェクトがうまくいったら、私がパパに弥太郎を正社員にしてってお願いするわ」

「えっ!?」

　俺は自分の耳を疑った。

「その代わり一位は絶対取ってよね。一位取らないと言い出しづらいから……大人ならその辺わかるわよね」

「わ、わかった……」

　たしかに交こう渉しよう材料がないと交渉事ってうまく行かないもんなあ。

「あの……かなで頑がん張ばります！　よろしくお願いします」

　杏樹の横に立っていた宇佐美さんはこちらに深々とお辞じ儀ぎをしてきて健けな気げなもんだ。

















３章　ワン・フォー・オール






「えっ？　僕たちの寺が廃はい寺じに？　じゃもうお経きよう読めなくなっちゃうんですか？」

「少子化とか時代の流れで檀だん家かも減ってしまったんだ。このままじゃどうあがいても二年後には廃寺だ」

「そんな事になったら、新人の俺たちはどうなるんですか!?　首になっちゃうじゃないですか？」

「そうだな。俺も僧そう侶りよでなくなるなんて嫌いやだ。だから檀家希望者を増やすために寺の知名度を上げるしかない！　そのためにはアイドルとして人気者になるしかないんだ！　僧侶アイドルとして！」

「俺たちが……アイドルに!?」

　薄うす暗ぐらい庶しよ務む三課。俺たちのホームグラウンドの中心に置かれたテレビで再生中なのは「シャカライブ　僧侶アイドルプロジェクト」というアニメだった。

　俺と本ほん間まさんはテレビをじっと見つめ、テンションの上がった佐さ々さ木きはエンディングの曲に合わせて踊おどる登場人物たちに向けサイリウムを振ふりまくり飛び跳はねている。

「タカシ～！　カズオ～！　ノゾム～！」

「ねぇ佐々木、全然ぴんと来ないんだけど。これを見ればアイドルがどんなことするのかわかるのか？」

　サイリウムを振るのをやめ、コチラを向いた佐々木は真顔だ。

「そりゃまだ序じよ盤ばんの序盤ですからね。今一番人気のアニメなんですよ？　この後、第三話で先せん輩ぱいのケンさんがあまりに過か酷こくなレッスンで膝ひざを故障してアイドルとしてやっていけなくなって、マネージャーになって裏からタカシたちを支えるんっすよ！　もうそれが涙なみだなしでは見られないんですから！　あんまりないんすよ。アイドルの裏方に注目するアニメなんて」

　なぜ俺たちが吞のん気きに職場でアニメを見ているかと言われれば答えは簡単で。アイドルの世界なんて右も左もわからない本間さんと俺が勉強するためにどうしようかと頭を痛めていると、佐々木がアイドルの裏方だったらまずはこれを見ましょうと勧すすめてきたのがこのアニメだったからだ。

　とにかく今の俺たちでは宇う佐さ美みさんをこの国一番のアイドルにするなんて事は到とう底てい無理だ。しかし、あんなかっこいい啖たん呵かをきった手前もう後には引けない。なにより杏あん樹じゆが政府から予算を引っ張ってきているから失敗もできない。

　つまりは俺たちは前に進むしかできないのだ。

　という事で藁わらにもすがる思いの俺たちは佐々木に勧められるがままシャカライブを見ているのだ。

「宇佐美さんはどう思います？」

　どうやら明日は以前から決まっていたソロライブがあるらしく、杏樹の部屋から持ってきた大きな鏡を見て、必死にダンスの振りを練習している宇佐美さんにも同じように意見を求めてみると少し考えてから話し始めた。

「かなで……今までちゃんとしたマネージャーさんとかプロデューサーさんってついたことないんでわからないです。グリムの前にも別グループにいたんですけど、その時も『何時にここに行って』とか『何日にこういう仕事入ったから』みたいな事務的なやり取りだけしかしてこなかったので……まぁ今はそんな予定も手帳にはないんですけどね……」

　相変わらず宇佐美さんは俺としゃべる時に目も合わせてくれない。もはやオークだからとか種族がどうのこうのというよりは、一個人として怖こわがられている気がする。

「そうですか……。とにかく裏方の仕事に焦しよう点てん合わせるしかないなら見るしかないか……よし佐々木次の話も見せてもらえるかな？」

　仕事とはいえどんなことをするかもわからない。だけど仕事としてやるんだったらちゃんとしなきゃいけないわけで。俺たちに今できることはアニメを見ることだけっていうのもなんだか変な話だけどな。

　その後も俺たちは、僧侶がアイドルになるアニメをひたすら見続け、気が付けば最終話。そして、劇場版と立て続けに見ていた。

　はじめはどうせアイドルって仕事のうわべだけをなぞって作られた浅いアニメなのかと思っていたけどどうやらそうじゃないらしい。

　この内容なら社会現象になるのも納なつ得とくだ。

　部屋の中には本間さんが時折鼻をすする音が響き、宇佐美さんもティッシュで目から溢あふれる涙を拭ふきとっていたりしている。なにより俺も涙が出そうになったぐらいだ。

「うーんやっぱタカシはかっこいいな」

　俺がそう言うと本間さんもそれに同調し、自分が印象に残ったシーンを教えてくれた。

「私、あの雪が降りしきる中、タカシがケンさんの膝の手術の成功を祈き願がんするために一晩中お経読むシーンで泣いちゃいました」

「いやいやそこもいいっすけど、カズオが倒たおれてライブに出れなくなったときに、ライバルのアイドルユニット『破は戒かい僧そう』がステージに乱入して時間をつなぐところがかっこよすぎっすよ」

　みんな本筋を忘れ、アニメの感想を言い合うなんだかよくわからない場になってしまっていた。俺たちがそんな事をしている間も、ずっと額から大おお粒つぶの汗あせを流し練習する宇佐美さん。なんでこんな努力をしているアイドルなのに人気がないのかという事を考えると、やはり佐々木の言っていたアイドル戦国時代というのも納得できる。

　とにかくアニメを見たおかげでアイドルを取り巻く環かん境きようとか仕事の内容が把は握あくできた。

　大まかに分類すると、マネージャーというのは仕事を取ってきたり、ライブの手配などをするのがメイン業務。そしてプロデューサーは、どうやったら売れるか、どうしたら自分がプロデュースしているアイドルが皆みなに注目されるか、かわいく見られるようにするかと考えるのが仕事内容らしい。そのためにメイクさんや衣い装しようさんとか細かい専門家が必要になってくるって事みたいだ。

　そういう人たちがまとまってアイドルを後ろから支える一つのチームになるっていう事が重要らしい事だけはわかった。

「とにかく今日はもう遅おそいから帰ろう。もう八時過ぎているし」

　部屋の壁かべに掛かけられた時計を見ると、終業時間を一時間以上も過ぎている。

　確か朝一番に杏樹に呼び出されてからここに戻もどり、一日中アニメを見て過ごしてしまった罪悪感が全くないわけじゃない。だけどこれも仕事だから仕方がない。

「えっ？　今もう八時ですか？　大変。急がなきゃ」

「かなでさんこの後予定でもあるんですか？　明日はライブなんじゃ……」

「今からはアルバイトがあって……大変遅ち刻こくしちゃう！　すいませんお先に失礼します！」

　一日中ダンスの練習をし時間の感覚が吹ふっ飛んでいたらしい宇佐美さんは深々とお辞儀をした後に、疾しつ風ぷうのごとく庶務三課を後に。残されたのはいつものメンバー。

「アイドルなのに今からアルバイトって……大変なんだな」

「そうですね。アイドルやりながらアルバイトって……私たち以上にお忙いそがしそうですね」

　あのアニメじゃアイドルはアイドルだけやっているものかと思ったら、どうやらそうじゃないらしい。

「なぁ佐々木、アイドルってバイトするもんなのか？」

　テレビから流れるシャカライブの特典映像でもある水着でのダンスシーンに口を開け食い入るように見つめる佐々木に俺が聞くと、佐々木はアイドルがいかに大変かという事をとうとうと俺に説き始めた。

「専業のアイドルなんて本当に一ひと握にぎりだけしかいないんっすよ。正直な話衣装代も会場代も交通費も全部自腹っすからね。世せ知ち辛がらい話っすけどステージに立ってるアイドルも平日はコンビニでバイトしたり、メイド喫きつ茶さで働いたりして工面してるんすよ。きっとうさみんも相当苦労してますよ？」

「えぇだってグリムのアイドルなんだろ？」

「いくらグリムに所属してるって言ってもうさみんは人気ないすからねぇ。こういう超ちよう実力社会の世界は厳しいもんすよ。だからこそ応おう援えんしがいがあるんすよ。例えるなら極ごつ寒かんの地に咲さく一輪の花。だからこそ美しいんすよ」

　何言ってんだコイツは。しかしどんな業界も景気が良い話なんて聞かないと思うと気がめいる。せめてそういう芸能の世界は華はなやかであってほしいとは思うけどね。

「佐々木も特典映像見てないで帰れよ」

「ぬぉもうこんな時間か……あれ今日何曜日でしたっけ？」

「金曜だけどどうかしたの？」

「あれっすよ！　ペットの餌えさやり当番だったの忘れてたっす。かえるっす！　お疲つかれっす！」

　そう言ってあわただしく荷物をまとめる佐々木は俺が挨拶を返す間もなく部屋から出て行ってしまった。

　あっという間に部屋には俺と本間さんの二人だけになってしまった。

「行っちゃいましたね。やっぱりかなでさんもアイドルだけじゃ生活大変なんですね」

　人気商売だから、当然のこととはいえ世知辛いものだ。

「でも明日のライブ楽しみですね。この前のグリムのライブは実質、貝かい原はらさんの一人ひとり舞ぶ台たいだったですから。どんな歌い方するんだろうな～かなでさん」

　随ずい分ぶんと明日の宇佐美さんのライブにご執しゆう心しんらしい本間さんは満面の笑えみだ。

「なんかいつになく楽しそうですね」

「そりゃそうですよ。その、実は私も昔アイドルになりたかったんです」

「そうなんだ」

「だってアイドルですよ。キラキラの衣装で皆に応援されて。私も学生の時はクラスの中心人物みたいな存在からは縁えん遠どおかったでしたから……。だからなんか、かなでさんの言ってる事共感できちゃうんですよね」

　そういえば杏樹みたいなかっこいい女性になりたいって前言ってたもんな。

「そっか。明日のライブ……盛り上がるといいよね」

「はい！」

　ライブに出るわけでもないのに鼻息が荒あらい本間さんと明日のライブについてたわいもない話をしながら二人で庶しよ務む三課を後にした。

「弥や太た郎ろうさん、ではまた明日お会いしましょうね」

「あっ……うん。また明日」

　城から少し歩いたところで本間さんとも別れ、月が明るく照らしさほど暗くは感じない夜道を一人で歩きながら、この前のライブで貝原さんが歌っていた『子午線のシンデレラ』を鼻歌で歌ってみる。もともと音楽的素養なんてないからカラオケなんて行ったことないし、誘さそわれたこともないけど、根本的に歌が嫌きらいなわけじゃない。

　鼻歌混じりに景色を眺ながめながら自宅への狭せまい道を歩いていると、大きな荷馬車が目の前の道を塞ふさぎ、すぐ近くのビルに作業着姿の複数人が荷物を運び入れている。

　特に急ぐ用事もないけれど、この道を通らなければ帰れない。そう思ったが、仕事中にそれを邪じや魔まするのもなんだか気が引けてしまう。

　ビビりな俺はしょうがないので、なんとなくその荷運び作業を眺めはじめた。よく観察すると作業員の中に一人だけやけに目立つ人がいた。その人は周りのオークとか肩かた幅はばがその人の何倍もありそうな亜あ人じんが重そうに一つずつ運び入れている荷物を、三個重ねて勢いよく運んでいるのが印象的だ。

　その割には肩幅も身長も他の作業員とは比べ物にならないほど小さい。

「あれ？」

　すれ違ちがった瞬しゆん間かんによく確かく認にんすると、帽ぼう子しからはみ出た耳は見覚えのある白いウサ耳のような形。俺は恐おそる恐る声を掛けてみる事にした。

「う、うさみさん……？」

　そう言った瞬間に働き者で力持ちの作業員が動きを止めた。振り返った人の顔は紛まがうことなき宇佐美かなで、その人だった。

「えっ……やたろ……」

　俺の顔を見るなり言葉を詰つまらせ、目を潤うるませる宇佐美さん。何か見てはいけない現場を見てしまったようで俺が対応に困っていると、ビルの奥からタオルを頭に巻いた偉えらそうな髭ひげのおじさんがコチラに近付いてくる。

「んだコラ？　ウチのエースになんか用でもあんのか！」

　怒ど声せいとも脅きよう迫はくとも取れるような強い言葉と鋭するどい目つきが俺を襲おそう。そんな荒あら事ごと発生五秒前といった状じよう況きように慣れていない俺は余計にしどろもどろ。返す言葉も見つからない。

「なんだ？　ストーカーか？」

「あっいえ……その……」

　断じて違う。たしかに浮うき足あし立だってはいるけども、宇佐美さんに危害も悪意も向けるはずがない。

「おいかなで！　コイツ知り合いか」

　俺がはっきりしないもんだから、宇佐美さんに強面こわもてのおじさんがそう聞くと、宇佐美さんは焦あせったようにこう言った。

「えっとえっと……か、彼氏です！」

　そう言い放った瞬間に、おじさんのド迫はく力りよくの顔が満面の笑みへと変わる。

「なんだよ。彼氏か。それならそうと早く言えよなぁ！　ウチのかなでがお世話になってんな。かなでお前ちょっと休きゆう憩けいしろ」

　おじさんが俺の肩かたをバンバンと強く叩たたくから痛いし、宇佐美さんは宇佐美さんで申し訳なさそうにコチラに会え釈しやくをしている。

「で、でもまだ荷物が……」

「いいんだよ。ろくに休みも取らずに他の奴やつらの二倍も三倍も働いてんだ。缶かんコーヒーでものんでこいよ」

　まだ仕事は終わってないから休むわけにはいかないと宇佐美さんが言っても、聞く耳を持たず豪ごう快かいに笑うおじさんは、自分の財さい布ふから取り出した千エン札を俺に手て渡わたすと、荷物の乗った馬車に戻っていった。

　仕方がないので俺は近くの自じ販はん機きにもらった千エン札を入れ、お茶を二つ買い、道みち端ばたに座って休憩している宇佐美さんにそれを手渡した。

「あ、あの宇佐美さんバイトって……引っ越こしなの？」

「は、ははは全……全然アイドルらしくないですよね。そのかなでって力が他人より強いらしくて……それでメイドカフェとかでも失敗ばっかで、それで引っ越しを……」

　そう言えば前に、佐々木と握あく手しゆした時ものすごく痛がっていた。あの時は佐々木がただふざけていただけの事だと思っていたんだけど。

「別にバイトの事は普ふ通つうに言ってくれればいいのに。そんなやましい事してるわけじゃないんだから」

「その……前に事務所から、アイドルは女の子らしい女の子が人気がでるから力が強いのは黙だまっておきなさいって言われたので」

　まぁ確かにわざわざ言う事でもないか。アイドルが力持ちだったところで特に好感度が上がるわけじゃないし。むしろ男勝まさりだと思われれば人気がなくなる可能性だってある。ただ問題は……。

「でもアイドルの女の子が彼氏って発言は……」

　普通アイドルっていうのは恋れん愛あい禁止って勝手なイメージがある。ステージの上から「この前彼氏が～」なんて事言っているアイドルなんて少なくとも俺は見たことはなかった。

　もしこれが世に出ればあまりよくない事になるんじゃないかって不安が頭をよぎる。

「あの人たちは知らないんです……かなでがアイドルだって……でも迷めい惑わくでしたよね。かなでが彼女だなんて……」

　宇佐美さんは顔を赤らめ、うつむいている。

「いいえ。俺の事なら気にしないでください。別に彼女がいるとかでもないんで」

「いえでも……私なんて」

　どこか宇佐美さんの口調が嫌いやだった。なぜかはわからないけど怒おこりたかった。

　だけど明日のライブの事も考えると、怒ってテンションが下がってしまっても困る。

「そんなに自分を卑ひ下げしないでください」

　俺がそう言うと顔を上げてぎこちなく笑った宇佐美さんは、荷馬車に駆かけ足で戻もどっていった。

　どうせアイドルなんてものは毎日が楽しくてしょうがないお気楽な仕事だなんて考えていた自分を殴なぐりたくなりながら、俺は宇佐美さんの仕事ぶりを眺めていた。




　　　　◇◇◇




「みんなのハートに魔ま法ほうでルンルン。好きなこだ～れ？」

「「「「理り央おちゃん」」」」

「みんなありがと～。パレットウィッチのリーダーこと高たか橋はし理央です。今日のライブ盛り上がっていきましょう！」

　マネージャー就任から初めての週末。アキバハラの雑居ビルの地下に設けられた五十人ほどが入れるライブハウス。今日初めて知った名前のアイドルグループが照明に照らされ、それを応援する人でステージ前がひしめき合い、息苦しさと熱気で快適とは言いがたい環かん境きようだ。そんな会場で俺と本間さんと杏樹はステージから一番離はなれた壁かべ際ぎわで関係者のみに渡わたされる通行証を首から下げ、かなでの出番を待ちながら温ぬるいオレンジジュースを飲んでいた。

　この週末に入っている仕事は以前から事務所にもらっていたものらしく、アイドル業というものが全くわかっていない俺たちは宇佐美さんに言われるがままお手伝いするしかない。

　と言ってもこのライブ会場では特に仕事らしい仕事もないので、他のアイドルたちのステージをただ眺めているだけなんだけど。

　ふと佐々木を探すと宇佐美さんの出番の前のアイドルの子が歌って踊おどる様にサイリウム片手に最前列で盛り上がっていた。もうアイドルだったらなんでもいいんじゃないか佐々木。

「私知らなかったんだけど、アイドルのライブって色んなアイドルグループがでるもんなのね。知ってた弥太郎？」

「あぁ今日は対バン形式っていう方式のライブで、色んなアイドルが入れ替かわりで出るみたいですよ」

「マネージャー就任してまだ間もないのに、ちゃんと調べてるじゃない。感心したわ」

　もちろんこの知識は全すべて佐々木から聞いた。いくらなんでも俺自身はアイドルというものに対して知識がなさすぎる。

「しっかしアイドルの自己紹しよう介かいってよく考えるわよねぇ。あれって誰だれが決めてるのか知ってる遥はる香かちゃん？」

　杏樹はステージ上でのアイドルの個性的な自己紹介に驚おどろいていた。

「どうなんですかね？　自分で考えるんでしょうか？　知ってますか弥太郎さん」

「うーんごめん。わかんないです」

　当然こういう予想外の杏樹の素そ朴ぼくな疑問でさえ答えられない。そんな俺たちが本当にアイドルの仕事なんてできるんだろうかと疑問に思ってはいるけど、それをわざわざ杏樹に言うような空気でもない。

　ステージ上ではアイドルグループがお辞じ儀ぎをしている。どうやら予定している曲を全て歌い終わり出番終しゆう了りようのようだ。

　アイドルの人たちが舞ぶ台たい袖そでに消えていくと、ファンであろう人たちもゾロゾロと出口を求めて移動し始め、会場は一気に閑かん散さんとしてしまった。

「いやー最高っすわこの現場。理央ちゃんかわいすぎてヤバいっすね」

　閑散とした会場の中で俺たちに向かって歩いてくるのは、ステージ前で盛り上がるだけ盛り上がった佐々木。

　一仕事終え、やり切ったと言わんばかりのご満まん悦えつ顔で俺たちのいる場所に戻ってきた佐々木は、俺の持っていたオレンジジュースを取って一気飲みした。

「お前今日仕事で来てるんだから、色々教えてくれないと困るよ！　佐々木以外はみんな素人しろうとなんだから」

「すいやせん。アイドルとなるとつい我をわすれちまうんっすわ」

「まぁいいけどさ。んでお客さん達皆みな出て行ってるけど、これ全員トイレとかに行ってるわけ？」

「そんなわけないじゃないっすか～。物ぶつ販ぱん行ったんすよ物販」

「物販？」

「そうっすよ。えっとこんな感じで……チェキとかとるんすよ」

　そう言って腰こしから下げたバッグから写真が大量に入ったアルバムを取り出した佐々木。

「へぇこんなものも売るんだなアイドルって……」

「んでこのチェキ一枚いくらするのよ佐々木」

　佐々木が気持ちよく自分なりのアイドル論を語っているところに割って入る杏樹は、気になったのか値段を佐々木に聞いた。

「一枚二千エンっすね」

「たかっ！」

　俺が思わず大きな声で叫さけぶと会場に残った少ないお客さんが一いつ斉せいにコチラを見たので、すいませんという感じの会釈一つして会話に戻る。

「一枚二千エンって……佐々木……お前いくらアイドルにつぎ込んでるの？」

「いや全部が全部その値段ってわけじゃないっすよ？　それに物には相場ってもんがあるじゃないですか。だって会場費だって高いし、一グループで会場借りてやるいわゆる〝ワンマン〟ライブなんて会場費だけで百万二百万の世界ですからね。そのお金どっかで作らなきゃ。それにこれ買うとアイドルの子が俺の事大切に思ってくれるんすよ。さっきのアイドルなんて絶対に三回は俺の事見てくれてましたからね」

　まぁ確かにそういう裏事情がわかっていれば値段もそれ相応になってしまうか。そりゃ宇佐美さんだって必死に引っ越しの荷に卸おろしでお金稼かせぐよな。

「とにかく時間だから、前の方に行きましょうよ。かなでちゃんの出番がそろそろなんだし」

「そうですね。せっかくのライブですから前に行きましょう杏樹さま」

　杏樹と本間さんが強ごう引いんに会話を終わらせ、俺たちがステージ近くに行くと、司会進行役の人がステージに上がってきた。

　もうすぐ宇佐美さんの出番なんだろう。だけど会場は相変わらず人ひと影かげが少ない。

「あれ？　さっきのお客さんたち戻ってこないの？」

「なに言ってんすか？　さっきのお客さんたちはパレットウィッチのファンの人たちなんで戻ってくるわけないじゃないすか。今いま頃ごろあいつらチェキってますよ。あぁうらやましい……」

「えっ、じゃあ宇佐美さんのライブを楽しみにしてる人は？」

「あっ……いや……その……」

　佐々木は何かを言いかけては止やめるの繰くり返し。

「なんだよ佐々木？」

「俺たちだけっす……」

「おい佐々木、噓うそつくなよ。だってグリムなんだろかなでって？　国民的アイドルグループなんだろ？」

「そりゃそうっすよ？　確かにグリムは国民的アイドルグループっす。ただ人気はあやのんがほとんどで、それと比べたら他のメンバーなんて金魚の糞ふんみたいなもんっす。ましてや人気最下位だったら、それこそ地下アイドル以下っすよ人気なんて」

　突つきつけられる現実に俺は卒そつ倒とうしそうだった。俺はもしかしたらとんでもない事を言ってしまったのかもしれない。いや言ってしまったのだ。

　この絶望的な状じよう況きようで、国民的なアイドル一位に勝とうという無む謀ぼうさを口にしてしまったんだ。

「と、とにかくライブを見ましょうよ。ね、弥太郎さん」

　深刻な顔で落ち込んでいると、本間さんがステージを指さし、その場の空気を入れ替えてくれた。

「そ、そうだね。まずは見ましょう」

　司会者が宇佐美さんをステージ上に呼び込む大きな掛かけ声をあげる。おそらく昨日のライブみたいに大きな音量の音楽が鳴りだし、勢い良くステージ上に宇佐美さんが登場って感じのスタイルなんだろう。

　大きな音量でイントロが会場に流れ始める。

　そして、紫むらさき色いろのシャツと派手なピンクのスカートを穿はいた宇佐美さんが勢い良くステージに登場する。

　俺たちだけしか見ていない状況でも全く手をぬかない洗練されたダンスで、ステージを右に左に駆け巡めぐる。

　その場で一回転すると、ふわっとスカートが広がりなんとも印象的だ。俺たちは曲にあわせてまばらな合いの手を入れ、なんとか盛り上げようと試みる。

　そして一曲目を歌い終わり、自己紹介の時間がはじまる。

「み、み、みな、みなさんこんにちは」

「こ、こんにちは～」

　もちろん観客は俺たちだけ。俺たちが返さなかったらどうしようもない状況だ。あまりステージでしゃべるのは慣れていないのかたどたどしい自己紹介。だけどそれも失望感かんを抱いだくものではない。

「えっと今日は、アイドルセッションにお越こしいただきありがとうございます。グリムの宇佐美かなでです！」

　特に代わり映ばえのしない自己紹介を終え、再び会場内に曲が流れ始める。

　時折マイクで自分の近況や今度の総選挙への投票をお願いしつつ、三十分あっという間に終わってしまった。

　ただこれだけ元気に歌って踊る宇佐美さんに人気がないという事が逆に痛々しくもあった。ステージが終了し、元気いっぱいに手を振ふる宇佐美さんはステージから姿を消し、また会場に静けさが戻もどった。

「かわいらしいライブだったじゃない」

「そうっすね。パフォーマンスもよかったと思うし……なんでこんなに人気がないのか全然わかんないっすね」

　杏樹と佐々木もライブに満足といった感じ。

「本当ですよ。まったく、こんなにかわいいのに！　もうみんなこの良さに気づかないなんてどうかしてますよ。そうですよね」

　本間さんはといえば、宇佐美さんにファンがいない事に激げき怒どしていた。ダンスも頑がん張ばってる歌唱力もある。ロリコンとかでは断じてないけれどかわいらしい見た目だとも思う。

　なのに、人気がない。

　まったくもって理由がわからなかった。

「とにかく、ライブが終わったわけだし、挨あい拶さつに行きましょうか」

　静まり返っていたライブ会場も次の出番のアイドル目的であろうお客さんたちが入り始めていた。このままでは邪じや魔まになってしまうと思った俺たちは会場を後にしてロビーに戻り、関係者以外立ち入り禁止と書かれたドアをノックしてから控ひかえ室しつに入る。壁かべ沿いにおかれた机と椅い子す。そして化け粧しよう用と思われる鏡が並んだ部屋の中では今日の対バン相手でもある他のアイドルユニットのメンバー同士が和わ気き藹あい々あいと談だん笑しようしている。

「お疲つかれ様です」

　やはりこの業界は東とう城じようさんが一昨日おとといのライブで言っていた通り、挨拶が基本らしい。俺たちの首に掛かった関係者と書かれたバッジを鏡越しに見た瞬しゆん間かんに、どのアイドルもコチラに向き直り大きな声で挨拶を返してきた。

「お疲れ様です。失礼なんですが、先ほどステージに立っていた、宇佐美さんは……」

　さっき魔ま法ほう使つかいアイドルとして挨拶していたグループが胡坐あぐらをかきながら控室でくつろいでいたので、そう聞くと控室の奥を指さす。

「奥にいますよ」

　お礼を告げ、さした指の延長線上に視線を向ければ、一番奥の席で机に突っ伏ぷして寝ねている宇佐美さん。

　俺たちはアイドルの談笑している隙すき間まを縫ぬうように歩を進め、ようやくそこにたどり着いた俺は声をかける。

「お、お疲れ様です」

「お疲れ様です」

　どうやら寝ていたわけでもないらしい。俺が声をかけると、体をビクッと揺ゆらし反応した宇佐美さんは勢いよく立ち上がり、顔から流れる汗あせを細い腕うでで拭ふく。目元のステージ用のメイクが少し滲にじんでいる。

「どうでしたか、かなでのライブ？」

　正直なところ言葉が見つからなかった。「いいライブでしたよ」なんて言えない。かといって「ライブダメだったね」とも言い出せない。何より本人が一番ライブにお客さんが入っていないという事実によって、しっかりと認にん識しきしている。

　そもそも人と話すのが得意ではない俺の性格では、こんな時にどう切り出していいかわからなかった。

　ライブが終わったことによる解放感で騒さわぐ他のアイドル達とは違ちがい、俺たちの周りだけは空気が沈んでいた。

「とりあえずステージも終わりましたし、場所を変えましょう」

　俺より先に口を開いたのは本間さんだった。

「そうだね。場所を変えよう」

　俺がそう宇佐美さんに促うながすと、コクリと頷うなずき荷物をまとめ始める。

「じゃぁ着き替がえが終わったら、向かいの公園で待ってるから」

　そう告げた俺たちは控室を後にし、地上に出るための階段に向かった。

「でもグリムの舞ぶ台たいにも立ってるのに、なんで人気がないんだろう」

　階段をのぼりながら自然と出てくる杏樹の疑問には俺も同感だった。

「まぶしっ！　先せん輩ぱい！　目がぁ目がぁ～」

　ビルから出ると、今まで暗い場所にいたせいかやけに明るく感じる夏の光線が目を直ちよく撃げきして痛い。現に佐々木は目を押さえ狼ろう狽ばいしている。こんな空気でそんな事言える心臓の強さに感服するよ。

　正面に見える公園では、子供たちがこんな暑い日だっていうのにボール遊びに興じている。とりあえず俺たちはベンチに腰こし掛かけ、元気いっぱいの太陽からの紫し外がい線せんを浴びること十分。大きくて重そうなキャリーバッグを持ち上げ階段を上がってきた宇佐美さんがビルの中から現れ、駆かけ足でこちらに向かってくる。

「お待たせしました……その今日はせっかく来ていただいたのにふがいないライブですいませんでした」

　開口一番大きな声で俺たちに謝る宇佐美さん。傍はたから見れば、いたいけな少女を謝らせる厄やつ介かいな集団にしか見えないだろう。

「いやまぁ……そんな……ほらお客さんが来ないのは今回は仕方ないわよ」

　杏樹が慌あわててフォローを入れるので、俺も追従する。

「そうだよ。次は事前告知とか頑張ればいいんですから……そうですね。次の仕事はえっと……えっと次は販はん促そくイベントですから、そこでもうちょっと頑張って告知します！」

　販促イベントということは、販売するのはＣＤかなにかだろう。それなら他のアイドルのＣＤを買いに来たお客さんも曲を聴きいてファンになってくれるかもしれない。

　そんな考えで宇佐美さんについて歩いていくこと一時間。到とう着ちやくしたのはパチオウジと呼ばれるエリアだった。パチオウジは都内でも一番西にあるエリアで、城付近とは違い未み開かい拓たくな土地も多く、農家の方も多かったりする。端たん的てきに言えば田舎いなかなのだ。

「こんなところで販促イベントするんすか？」

　佐々木が言う通りだった。

「はい！　今日はいっぱい売りますよ？　そろそろ到着しますよ！」

　辺りを見れば、ＣＤを売る店は見えないし、いったいどこに行くんだろうと、佐々木をはじめとしたいつものメンバーが疑問に思っているような顔をしている。もちろん俺も。

「着きました。今日はここで販促イベントです！」

　そう言って宇佐美さんが指さす場所は空き地。そして看板には『茄な子す集しゆう荷か場じよう』と書いてある。

「あ、あの……」

「ど、どうかしたんですか？」

　俺が思わず言葉に詰つまると、何か変な事でもしたんだろうかと不安そうな顔をする宇佐美さん。

「え、あ、いや、その、本当にここであってるんですか？」

「はい……」

　俺だってカイワレ大根農家の息子むすこだ。その手のイベントはよく知っている。

　ウチの場合はカイワレ大根の収しゆう穫かく時期になると人を呼んで買ってもらわないといけない。だけど、野菜だけおいても人が集まるわけじゃないから芸人さんを呼んだりして売り上げの確保を狙ねらうのだ。

　だが、来場客のほとんどはお年を召めした方ばかりなのも知っている。

　俺たちが言葉を失っていると、おそらく運営の人と思われる農家の方がコチラに駆け寄ってくる。

「きみら、今日来るアイドルだべ？」

　なんというか農家の方のイントネーションの違いから、そこはかとなく香かおる田舎臭しゆうが懐なつかしくもあり、哀かなしくもあった。

「はい！　今日はよろしくお願いします！」

　宇佐美さんは農家のおじさんから茄子の被かぶり物を渡わたされ、何の疑問も持たずそれを被り茄子の集荷場に集まる近くの住民に向けて呼び込みを開始する。

「う、うそでしょ……」

　その状じよう況きように思わず杏樹が愕がく然ぜんとする。

　そりゃそうだ。アイドルって言えば普ふ通つうＣＤショップでミニライブするとか、握あく手しゆ会でファンの人たちと交流するとかそういう仕事が主なはずだ。

　なのに宇佐美かなでというアイドルは元気に茄子を販促しているのだ。

　おばちゃんから、「げんきいいわねぇ」って言われてる場合じゃない。

「ちょっとまって、かなでちゃん他ほかにどんな仕事してるの？　私頭痛くなってきたんだけど……」

「あっでも杏樹さま、世の中には島開拓したり、ラーメン作ろうって企き画かくを始めたら小麦から育て始めるアイドルもいるみたいですよ。私この前テレビで見ましたよ」

　違うよ本間さん。そういうのってある程度人気が確立した上での仕事なはずだ。

　たしかに仕事に上も下もないけどさ。この仕事は今するべき事じゃないのは素人しろうとの俺たちにも明白だった。

「明日、日曜日よね？　どうしよう……茄子の販促が二日連続だったらと思うと震ふるえてきたわ……」

　杏樹の恐きよう怖ふも当然だ。

「ほら、つったってねぇで、おめらもてつだえ」

　初対面のおじさんに茄子の被り物を人数分渡され、なし崩くずし的に茄子の販促を強要されてしまった。

「と、とりあえず俺たちも茄子を売るの手伝おっか……」

「そうっすね……」

　俺たちはこの日茄子を五百本売り、過去最高の売り上げだと農家の人に感謝された。




　　　　◇◇◇




「今日のお仕事の場所はデパートです！」

　翌日、佐々木、杏樹、本間さん、宇佐美さんも庶しよ務む三課に集合し、昨日と同じように宇佐美さんの仕事のお手伝い。

　開口一番そう告げられ俺たちも胸をなでおろした。

「ほら、昨日はたまたまとんでもない仕事の日だったんすよ。今日はデパートっすよ。今日こそＣＤ売り場で販促イベントっすから」

　佐々木が宇佐美さんに聞こえないように、ぼそっと俺に言って来た。そうだと思う。いやそうだと信じたいと思った俺は静かにうなずいた。ただ昨日茄子の販促イベントを手伝った身としては明確な言葉で安心感が欲ほしかった。

「ちなみに今日のイベントはどんなお仕事なの？」

「今日はえっと……、このデパートの屋上で小さなライブです」

　杏樹も俺と同様の不安があったのか優やさしく宇佐美さんに聞くと、まともな返答に俺は安あん堵どした。

　城からほど近い目的地のデパートに向かうと、時刻は午前十一時。すこし早いがお昼時という事でデパートの出入り口は人が行き交かい、前に進むのが難しいレベルだ。

「これなら大だい丈じよう夫ぶそうですね」

　本間さんもにっこりと笑え顔がおだ。そりゃそうだよ。だってアイドルだよアイドル。こういうところで活動っていうのが普通なんだ。

「それでは衣い装しように着替えてくるので、みなさんは十二時に屋上で待っていてください」

　雑ざつ踏とうの中、エレベーターを待っていると、そう俺たちに告げどこかに消える宇佐美さんを見送る。

　杏樹がせっかくだから靴くつを見に行きたいという事で途と中ちゆう靴屋を巡めぐり時間をつぶした後、俺たちが屋上に到着すると、大きなステージが正面に設置され、その前にはベンチが何列も並んでいる。そしてそこは子連れのお客さんたちで溢あふれかえっている。

「かなでさんて子供に人気があるんでしょうか？」

「うーん、わかんないけどとりあえず見てみよう」

　本間さんの素そ朴ぼくな疑問に答えることもできず、一番後ろのベンチに先客がいなかったのでそこにみんなで座り待っていると、勇ましい音楽が鳴り始める。

　いよいよライブが始まるんだ。そういう期待感とともに待っているとステージに登とう壇だんする宇佐美さん。

「みなさん今日は、スーパー戦隊ウルフレンジャーショーに来ていただきありがとうございます！　もうすぐ始まりますが、その際の注意事じ項こうが……」

　戦隊もののヒーローショーが始まる前に観覧時の諸注意を始める宇佐美さん。

　でもせっかくアイドルがステージに上がったのに目の前の家族連れたちはそれに注目することもない。談だん笑しようしたり、携けい帯たいで自分の子供の写真を撮とったり。温かく歓かん迎げいされているような雰ふん囲い気きでもない。

「なぁ佐々木、今日こそは普通にライブの仕事じゃないのか？　全然盛り上がってないんだけど……」

「前説って奴やつっすね。新人アイドルとかなら珍めずらしくはない仕事なんすけどね。今回の場合だとウルフレンジャーショーを見に来たお客さんに向けてのお仕事なんで、皆みなが皆うさみんを見に来てるわけじゃないんすよ」

　佐々木いわく、どうやら芸能の業界ではよくある事のようだ。どんなステージでも見るお客さんのテンションが上がっていないとやりづらい。という事で先にステージに上がり場の空気を温める。そういう仕事らしいのだが……。

「そっか……」

　そんなとても歓迎されているような状況でもないにも拘かかわらず諸注意をし終わり、自分の曲を歌い始める宇佐美さんが痛々しくて見てられなかった。

　ステージが終わり、家族連れの人たちからのまばらな拍はく手しゆがより悲ひ愴そう感を際きわ立だたせる。

　それでも深々とお辞じ儀ぎしてから降壇した宇佐美さんはコチラに気づき駆かけ寄ってくる。

「あ、あの本当にすいません。お手伝いしていただきたい事があって……」

「どうしたんですか？」

　宇佐美さんは申し訳なさそうな顔で俺にお願い事をしてきた。またなにかとんでもない事をやらされるのかもしれないと思い身構えると、お願いの内容はこうだった。

「こ、この後、ウルフレンジャーと私の握手会を合同でやる予定で、本当だったら、デパートの人が誘ゆう導どうとかやってくれるはずだったんですけど、熱ねつ中ちゆう症しようで係の人が倒たおれちゃったみたいで、人が四人程ほど足りないんです。もしよかったらでいいんですけどお手伝いを……」

「あぁそういうことなら手伝いますよ」

「あ、ありがとうございます」

「いえいえ」

　それだったらアイドルの知識がない俺でもできそうな内容だ。俺が快かい諾だくすると、安心したような顔をした宇佐美さんも俺たちと同じところに座り、額から流れる汗あせを腕うでで拭ぬぐった。

　しばらくするとヒーローショーが開演、赤・青・黄・桃もも・緑のウルフレンジャーたちは一度はピンチになるも、お客さんの声せい援えんが力となって悪役を倒し、モリタニアに再び平和が訪おとずれた。

「それじゃかなでは司会の仕事が少しだけ残っているので、それが終わったら握手会のお手伝いお願いします」

　宇佐美さんがステージの上に駆け足で戻もどると、握手会がこの後あるのでいい子の皆は並んでねと告げる。それを聞いた家族連れのお客さんたちは徐じよ々じよに列を形成し始める。

　当然宇佐美さんも司会の仕事を終えウルフレンジャーと並び、いざ握手会が始まる。

　俺たちの主な仕事は、お客さんが来たら三十秒の間に写真撮さつ影えいと握手を終わらせて次のお客さんを誘導するっていう、いわゆる〝剝はがし〟って仕事だ。

　佐々木や本間さん、そして杏樹がウルフレンジャーの横につき、俺は宇佐美さんの横につく。当然、杏樹たちは忙いそがしそうに各ウルフレンジャーとの写真撮影と握手で慌あわただしく働いているが、俺と宇佐美さんの前にはお客さんは誰だれ一人ひとりとして来ない。

　当たり前だ。ここじゃメインはウルフレンジャー。いくら国民的なアイドルグループのメンバーと言ったところで、認にん知ち度が低い現状では宇佐美さん目当てのお客さんなんて来ないに決まっている。

　二人で横に並び、終始無言を貫つらぬくのもそろそろ限界と思った俺がたわいもない会話でお茶を濁にごそうとすると、目の前には小さなエルフの女の子が立っていた。鼻水を垂らし、クマの人形を乱暴に持つその姿からは、とても宇佐美さん目当てのお客さんとは思えない。

　きっとお兄ちゃんか弟がウルフレンジャーが好きで仕方なくここにいて、人ごみを嫌きらって歩いて来たらここにきてしまった。そんなところだろう。

「ど、どうします？　握手します？」

「当然です。ファンに年ねん齢れいは関係ないですから！」

　俺が聞くと、アイドルの見本のような答えが宇佐美さんから返ってきたので、俺は女の子に声をかけてみた。

「そうですよね。あ、あのお嬢じようちゃん、握手する？」

「しない！」

　俺が恐おそる恐る話しかけると、飛んできたのは強い拒きよ否ひ。

　それでもめげない宇佐美さんは、屈かがんで女の子の目線に自分の目線を合わせ、手を差し出すと、女の子がそれに呼応して手を差し出してきた。

「ありがと～。曲を聴きいてくれてありがとね」

　宇佐美さんの言葉を全すべて理解しているわけでもないんだろうけど、なんだか照れた様子の女の子。と、ここまでなら微笑ほほえましい光景だったんだけど、突とつ然ぜんの感情の揺ゆれに戸と惑まどうその女の子はそれを暴力衝しよう動どうへと変化させた。

「うるふきっきゅ！」

　女の子のつま先が俺の脛すねを襲おそう。

「くっぅううううう」

　あまりに突然の事で、まったく防ぼう御ぎよ姿勢が取れなかった俺は脛をおさえ、しゃがみこんでしまった。

「え、あっ、やたろうさん、だ、大丈夫ですか？」

「だ、大丈夫だから」

　ようやく痛みが消え、注意の一つでも言ってやろうと顔を上げれば、女の子はもうそこにはいない。きっと家族のところに戻ったんだろう。

「あぁ痛いなぁー」

「こういうこともありますよ。しょうがないですから。でも大丈夫ですか？」

「大丈夫です。心配かけてすみません」

　心配をかけてしまったことを詫わび、再び俺と宇佐美さんは握手を求めるお客さんを待った。待ち続けた。でも結局握手ができたのはあの女の子一人だけ。

　ようやく握手会も終わり閑かん散さんとした屋上で、俺たちは渦うずをまいたソフトクリームを食べながら休きゆう憩けいを取ることにした。

「みなさん急なお願いを聞いていただいてありがとうございました」

「そんな気にしなくってもいいっすよ、うさみん」

　佐々木に同調するように杏樹も話し始める。

「そうよ。ねぇ遥香ちゃん」

「はい。これぐらいいつでも頼たのんでくれていいんですよ」

「ありがとうございます。それでこの二日間のかなでのお仕事どうでしたか？　アイドルでいられますか？」

　何とも言えないというのが正直な感想だった。アイドルという仕事が楽じゃないのはわかったし、色んなアイドルの仕事があるのもわかった。だけど宇佐美さんの売り出し方の方向性がずれているっていうのもまた事実なのだ。

「かなでちゃん他ほかにどんな仕事を事務所からもらってるの？」

　杏樹が宇佐美さんに質問をした。それは俺たちが昨日からずっと抱いだいていた疑問だ。

　なんで茄子なすの販はん促そくとかヒーローショーの司会をやっているのか。

　もちろんそういう下積みも重要なんだけど、次でアイドルをクビになるかもしれないという超ちよう修しゆ羅ら場ばのこの状況で悠ゆう長ちように下積みしてる場合じゃない。

「他の仕事ですか？　そうですね……。例えば商店街のお祭りで綿あめの恰かつ好こうでお客さんをご案内したりとか、こうやって小さいステージに立たせてもらったりとかです」

　悪い予感は的中してしまった。固かた唾ずをのんで宇佐美さんの発言を聞いていた俺たちの時間が止まったようだった。

「あのすみませんが、宇佐美さんの事務所の名前を教えてもらっていいですか？」

「あっはい……コブシ企き画かくって事務所なんですけど……」

　俺は宇佐美さんの答えを聞くと、携帯でコブシ企画という名前を検けん索さくした。ヒットしたのは原色で目がちかちかするような文字で『コブシ企画』と書かれたホームページ。

　このネット全ぜん盛せいの時代に、ここまで時代遅おくれなデザインのサイトもどうかと思うが仕方ない。どんな人たちが所属しているか確認すると、見事に名前も知らない民みん謡ようを歌うお年を召めした方ばかり。

「あ、あの宇佐美さん？　社長とかはアイドルについてなんか言ってたりするの？」

「えっいや……なんだろう。えっと……すいませんあまりしゃべらないんですよ社長とは。おじいちゃんのエルフの方でいっつも盆ぼん栽さいばっかりいじっていて……」

　ようするにこういうことだ。事務所はとりあえずアイドルになりたい子を事務所に所属させる。だけどアイドルの育て方なんて知らないし、とりあえず仕事をさせておけば勝手に人気がでるんだろう。そんな考えで宇佐美さんに仕事をさせる。結果出来上がったのが今の宇佐美・デミット・かなでというアイドルなのだ。

　逆を言えば、しっかりと認知度を上げれば人気が出る可能性がある。いや絶対に人気が出るはずなんだ。




　島しま津づ・ナイト・杏樹




「アイドルのプロデュースってホント難しいわね。どうすんのよマジで」

「それやるって言いだしたの杏樹だからな？　どうするもこうするもないだろ。とにかくライブをやって地道に名前を売っていくっていっても限界あるしな。しかも選挙で一位になるのが今回の仕事なんだろ？　いくらなんでも難しすぎるよ」

「しょうがないでしょ。それっぽい言葉並べないと、議会なんて納なつ得とくしてくれないんだから」

　本日は朝から弥太郎たちとの庶しよ務む三課で国家戦略会議。もとい「かなでちゃんをどういう方向で売り出せばいいのかわからないからなんとかしよう会議」が行われていた。

　あまりに長時間にわたる会議で、お尻しりは痛いし、コーヒーと紅茶でお腹なかはちゃぽちゃぽ鳴っているような気さえする。地下という事もあって時間の感覚はないし、進まない会議で何とも憂ゆう鬱うつな気分だ。

　私と弥太郎が向かい合って座る机の上にはアイドルを特集した記事や、元アイドルがいかにして売れるようになったのかという手記が乱雑に置かれ、それを参考にしながら意見を出し合うが、なかなかぴんと来るような方法は出てこない。

「とにかく一か月後の選挙で票を得るためには知名度を上げなきゃいけないわよね」

「そうだね。それしかないね。ただなー」

　私たちが話し合ってる横では、遥香ちゃんがかなでちゃんの腹筋を鍛きたえるために上体起こしを手伝うため、かなでちゃんの足を押さえながら数を数えている。

「十八、十九、二十！　お疲つかれ様でした！　はい。タオルどうぞ」

「ありがとうございます」

　どうやら二人は波長が合うらしく仲が良い。

　佐々木はと言えばパソコンで動画を見て、笑ったり泣いたりと一人で感情を目まぐるしく出している。

「どうすりゃいいんだろ……やっぱりここはネットなのかなぁ～」

「そうだね。まぁネットの影えい響きよう力は馬ば鹿かにできないしね」

　弥太郎に聞いてみるとどうやら同じ考えみたいだ。

　実際この前の大臣の一件もネットの力でなんとか切り抜ぬけられたと言っても過言じゃない。実際、他のアイドルの名前を検索して、アクセス数順に並び替かえると事務所のホームページより先に短文投とう稿こうＳＮＳのツイッダーが上に来ることなんて珍めずらしくない。そう考えるとツイッダーのフォロワー数って戦せん闘とう力みたいなものよね。

　試ためしに貝原彩あや乃ののツイッダーページを見に行くと、フォロワー数せんとうりよくは五十三万と書かれている。

　対するウチのアイドルはと言えば……宇佐美・デミット・かなでというワードを検索してみた。しかしアカウントが見つからない。

「かなでちゃんツイッダーやってないの？」

「ツイッダー？　かなではやってないですよ」

　引き続き腹筋を鍛えているかなでちゃんに聞いてみると予想通りの返答がくる。そりゃ化石みたいなホームページ作る事務所だもの、当然といえば当然か。

「とりあえず佐々木、動画見てないで、かなでちゃんのツイッダーのアカウント作っておいて。あとそれからツイッダー開設しましたフォローしてください的な内容つぶやいといて」

「う～っす」

　パソコンを操作し、ツイッダーのアカウント制作に入る佐々木。

　予算もない。人手も足りない。コネもない。そんな私たちはどうすればいいのか全くわからない。

「やっぱ動画なんじゃない？。ネットで動画あげてみたいな。現に佐々木もそうやって動画見てるし」

　やっぱりこんな時代だから、鍵かぎはネットにあるとにらんだ私が佐々木に聞いてみる。

「えぇそんなの今ごまんとあるっすよ？　ほらこのニゴニゴ動画のネットアイドルのタグ見てくださいよ。ひと昔前までテレビで見たようなアイドルたちがこぞって動画上げてて、軽いホラーみたくなってんすから。とりあえずネットみたいな考え時代遅れっすよ」

　作業中の佐々木がパソコンのモニタをこちらに向けるので視線を移すと、アイドルたちが水着で何かをやっているであろう動画のサムネイルがページいっぱいに表示されている。

「でも俺はアプローチは悪くないと思うんだ。問題はどういう話題を作るかだよね？　たしかに……。佐々木なんか案ないの？」

「なんすか先輩？　アイドルの事ならなんでも知ってるみたいな空気、俺に向けるのやめてくんないっすか？　じゃあ逆に聞きますけど先せん輩ぱいはどういうアイドルだったらいいんすか？」

「俺？」

　これよこれ。私はこの情報が知りたいのよ。好みの水着もなんやかんやでうやむやになっちゃったし。

　いつだって戦争の基本は情報戦。しかも今なら遥香ちゃんたちはトレーニングで忙いそがしい。これはチャンス。チャンスなんだわ。思わず私はほくそ笑えんだ。

「そ、そうよ！　どういう女の子がタイプなのよ？」

　ふって湧わいたチャンスに私は今にも小こ躍おどりしそう。これで弥太郎はこういう女の子が好きという情報さえ手に入ってしまえば、あとはその女に私の外見を寄せていけばいいだけの話だからね。ナイスよ佐々木。

「えぇ今それ関係ないんじゃないですか？」

「関係大ありっすよ。だって先輩は一いつ般ぱん人代表みたいなもんすからね。それに俺にはあやのんという人生の伴はん侶りよがいますから。他のアイドルなんかに俺は浮うわ気きしないからね……」

　遠くを見つめ、かなでちゃんのライバルに永遠の愛を誓ちかう佐々木。でもこの前のかなでちゃんのライブで思いっきり他のアイドルにサイリウム振ふってたけどいいのかしら。まぁいいか佐々木だし。

「えぇそうだな……。そもそもテレビとかあんまり見ないから芸能人とかよくわからないし……」

「あぁ先輩テレビあんま見ないっすもんねぇ。でもまぁアイドルと言えば水着なんじゃないすかねやっぱり。実際このニゴニゴ動画のサムネイル見ると圧あつ倒とう的てきに肌はだ色いろ率が高いわけですし」

「水着でエッチな事、宇佐美さんにしてもらうって事？」

「も～先輩、俺がなんも言ってないのに、すぐそうやってエッチな事させようとして」

「いやあくまで俺は需じゆ要ようの話をしているのであって……」

　たしかにセクシー路線っていうのは悪くないとは思う。だけど肝かん心じんのかなでちゃんの体型はどちらかと言えば〝女性〟というより〝女の子〟って感じだ。

「かなでちゃんはそういう系じゃないでしょ」

「いやでも世の中には平らな胸じゃないと興奮しない人もいますからね……そう思いません先輩？」

「えぇそうなの？」

　弥太郎の受け答えからさっするに、弥太郎は巨きよ乳にゆう派っぽい。ってそんな事は今どうでもいいのよ！　今大事なのは、かなでちゃんの今後の方針よ！

　たしかに弥太郎たちの言う通りだ。だからこそ悩なやみどころでもあるわけなんだけど。

「とにかくかなでちゃんのセクシー路線は無しね。女の子らしい感じで売っていきましょう」
















「ちょっと待ってくださいよ」

　私の意見を制止したのは、納得いかないという表情の佐々木だった。

「何よ、いきなり。佐々木だってさっきそう言ったじゃない」

「いや幼い系の路線で行くのには異論ないっす。ただ勘かん違ちがいしないでいただきたいのはどういう系の幼い路線で行くのかって事なんすよ」

「だから幼い系って言ってるじゃないのよ」

「浅い！　ほんと姫ひめ様は浅い。ここで敢あえて幼い系の人が好きな人をロリコンって呼びますけど、ロリっていうのにも色々あるんすよ。例えば、胸がない事に負い目を感じる性格として売っていくのか。それとも胸が小さい事も気にしないし、特に異性という事を意識させない快活な性格で行くのか。はたまたお嬢じよう様でいくのか。色々あるんすよ！　ソレをひとまとめにしてロリだからと安直なプロデュースされると萎なえるんすよ！　本当にわかってます？」

　佐々木の言わんとしていることはわかる。かく言う私も軍服にはうるさい方だ。

　例えば、「私軍服好きなんだよねぇ」と聞くと、いわゆる戦闘用の軍服を大半の人は連想する。だけど違うのよ。私は礼装用の軍服が好きなの。下半身は白いズボンを穿はいて、肩かたに金色のカーテンみたいな変なビラビラがついた詰つめ襟えりの制服。そして胸むな元もとには勲くん章しようがついた、そういうのがたまらなく私の心臓を揺ゆさぶってくるの。

　だから佐々木の言うことも重要と言えば重要なのだ。

「確かに……。だとしたらかなでちゃんはどういう方向のロリがいいのよ。というかそもそも私じゃなくて弥太郎決めなさいよ。自分でかなでちゃんプロデュースしたいって言ったんだから」

　私と佐々木が真しん剣けんにロリについて話しているのをただただ聞くだけの置物になってしまった弥太郎に、どう思っているのかを聞いてみた。

「そうなんだけどさ……あまりにハイレベルすぎて……」

「弱音なんて聞きたくないのよ。いい、四週間後には選挙なのよ？　そこであのクソ女マネージャーに恥はじかかせなきゃいけないのよ？　わかってる？」

「わかってるけど恥かかせたいのは杏樹だけでしょ？」

　弥太郎のくせに痛いところついてくるわね。

「とにかく、弥太郎はどんなタイプでかなでちゃんを売っていけばいいと思うのよ？」

「まぁやっぱり幼い系で売っていくのはいいとして、無理に決める必要なんてないんじゃないのか？　随ずい分ぶん前に設定に振り回されてるアイドルいなかった？」

　いた。ポンコツ星だか、ニョロロン星だか忘れたけどそんなような宇宙から来たお姫様っていう設定のアイドルがいた。名前は思い出せないけど。

　初めはそういう設定の物もの珍めずらしさに皆みな食いつき、次し第だいにテレビ、新聞、ラジオ、雑誌、ありとあらゆるメディアがこぞって取り上げだした。そこで終わればよかったんだけど、露ろ出しゆつが増え、そのアイドルが口を開く度たびその設定について周りが聞き、掘ほり下げられ、最終的にファンに噓うそをつくのが辛つらくなったと言って芸能界を去っていったはずだ。

　あまりにも世せ知ち辛がらすぎる。

「たしかにあ～いう感じは、きついわね」

「だろ？　あんまり無理な設定もよくないと思うんですよ。そういう設定で着き飾かざっても辛い負担になるだけだし……。特に今はアイドル戦国時代って事らしいから、そういう色物の設定をその場しのぎでつけたところで本物には勝てないよ……」

「そ、そうかもしれないけど……。とにかく企き画かくよ。なんか面おも白しろい企画動画を上げて、手っ取り早くネットで火をつけるしか今は手段がないわよ」

「そうは言っても……」

　会議というのは不思議なもので一つの議題について誰だれかが意見を言い、そして誰かがそれに対して反論。そしてまた議題について皆が考えてみたいな堂どう々どう巡めぐりがよく起きる。

　この究極に不毛な堂々巡りに行きついてしまうと本当に会議は長引く。この会議もその堂々巡りに入りかけた時だった。

「あっはいはいはい！」

　佐々木が大きな声をあげた。

「なに佐々木いい案でたの？」

「いや、いい案ってわけじゃないんすけど～。女の子がかわいいポイントって『バカ』って台詞せりふに集約されると思うんですよ」

「？」

　私の頭の上には大きなはてなマークが浮うかんでいそうだ。もちろん弥太郎も『何言ってんだコイツ』という驚おどろきの表情をしている。

「あぁなんていうか『バカ』って色んな言い方があると思うんすよ」

「あぁそういうこと！」

　どうやら私より、弥太郎の方が理解力があるらしい。合点がいったように掌てのひらを拳こぶしで叩たたく。

「ごめん。全然わかんないんだけど……」

　いまだに理解できない私に、佐々木が解説をし始める。

「まじすか？　例えばっすよ。映画とかで主人公が死にそうな無茶をするじゃないすか。んで命からがら還かえってきた時にヒロインが言う『バカ』って最高にかわいいと思うんすよ」

　それならわかる。だったら私は誕生日に膨ぼう大だいな量の仕事をしなくちゃいけなくなって凹へこみながら残業している時に、すっごい目つきが鋭するどくて厳しいって評判の軍服着た上司に詰襟外しながら『バ～カ』とか言われつつ書類を半分ぐらい搔かっ攫さらってもらいたい。上司とかいないけど……。

「わかる。それな。んでそれがどう動画に関係あるのよ」

「いやだからイメージビデオってわけじゃないっすけど、そういう動画作ればいいんじゃないすか？」

「たしかに……」

　現代のモリタニアは不景気で賃金が払はらわれない残業が多い。私が疲つかれて自室に帰ってきて、そんな動画があったら毎日再生する自信がある。ようするにそれの男向けのバージョンを作ればいいのか……。

「弥太郎、どう思う？」

「うーん。確かに水着になってなんかするみたいな動画よりはいいとは思うけど」

「よし決まり。そうとなったらどういう状じよう況きようでバカって言わせるか。最高の『バカ』動画を作るわよ」

　堂々巡りした会議も、結論が出るときは早い。続いて私たちは全力で『バカ』の言い方をやいのやいのと議論した。途と中ちゆうトレーニングが終わった遥香ちゃんとかなでちゃんも加わったけど、大の大人が三人で真剣にどう『バカ』って言うか話し合ってるんだからさぞかし困こん惑わくしたと思う。

　そして議論の結果、最終的にはこうなった。

　前を歩いている女の子が突とつ然ぜんの風でスカートがめくれ、パンチラしそうなところを慌あわてて押さえる。だけどやっぱりパンツがばっちり見えてしまったという状況から振り返ってバカと言うっていう内容の動画。

「かなで……そんな事できるかわかんないですけど……がんばります」

「それで本当にかなでさんの人気がでるんでしょうか？」

　遥香ちゃんもかなでちゃんも顔が完全に引きつっているのを私は見み逃のがさなかった。だけどこれも仕事なのよ。




　　　　◇◇◇




　場所は変わって私の執しつ務む室。庶しよ務む課の薄うす暗ぐらい感じだと映りがよくないというカメラマン佐々木の指示に従い、私たちはここで動画の撮さつ影えいを始めていた。

「じゃあ身長体重教えてください」

「身長は百四十三です。体重は……三十……って体重は恥ずかしいです……」

「そう？　じゃぁどうして今回はこのビデオに出ようと思ったの？」

「あの昔から芸能の世界に憧あこがれていて……」

「そっかー。まぁこれからかなでちゃんの恥はずかしいところを撮とるわけだけど大じょう……いたっ！　姫様なにするんすか。こっちがカメラのリハーサルしてるっていうのに！」

「なんかいちいち聞き方がいかがわしいビデオっぽいのよ！」

　私は机の上にあったノンノンで佐々木の頭をはたくと、佐々木は頭を押さえうずくまっている。

「だってぇ～」

　だってってなによ。どう考えたって言い逃れできないでしょ。

「とにかくササッと撮影しちゃおうよ。宇佐美さんこの後バイトなんだし……」

　白を基調とした調度品も窓から差し込む夕日でオレンジ色に染まり、もうすぐ終業時間といったところなんだろう。

「あ、あのお気き遣づかいいただいてありがとうございます」

　傍から見ると、いままでの弥太郎とかなでちゃんとの心理的な距離が少し縮まったように感じる。それが嬉しくもあり哀かなしくもありって感じで、複雑な気分だ。

「その質問いいですか？」

　唐とう突とつに手を上げ、なにか言いたげな遥香ちゃん。

「はいどうぞ遥香ちゃん」

　さながら先生のように発言するように勧すすめると、遥香ちゃんの口からとんでもない言葉が飛び出す。

「そのさっき風が吹ふいてって言いましたけど、風どうやって吹かせるんですか？」

　盲もう点てんだった。たしかに私の執務室には床ゆかから天てん井じように向かって風を吹き上げる機能なんてない。というかそんな機能のある床、モリタニアのどこ探したってない。

「たしかに……ねぇどうしよう弥太郎」

「俺に聞かないでくださいよ。俺は企画の段階でなんかしら策的なものがあった上で動画撮影するんだなって思ってたんですから」

「えっと、それじゃぁ振ふり返って『バカ』って言うだけじゃダメ？」

「ダメに決まってるじゃないですか！　今回の動画ってそのスカートを押さえてちょっと恥ずかしがってるっていう状況がかわいいっていう奴やつですよ。パンチラなかったらただ振り返って暴言吐はくだけになっちゃいますから！」

　凄すごい熱のこもった言葉が弥太郎の口から飛び出る。真剣に仕事してるからこその台詞せりふなんだろうけど……それにしたって熱入りすぎでしょ。

「お困りのようですなぁ……」

　私たちが途と方ほうに暮れていると、誰かの声が聞こえる。声の主は佐々木だった。

「なによ佐々木。この状況どうにかできるの？」

「ふふふ、元素の支配者エレメンタルマスターに不可能はないっす。このタイミングで、俺は風系の魔ま法ほうを覚えたことをお知らせするっす」

「まじで!?　どんな魔法なのよ」

「『勝ちまくりモテまくり！　大魔導講座　七月号』で覚えた魔法です！　えいっ！」

　私に向けて杖つえを向ける。

　しばらくすると、何か太ふと股ももの辺りがスースーとするほどの微び風ふうが上じよう昇しよう気流となり私のスカートを襲おそう。

「ちょ!?」

　残念ながら今日の下着はベージュなので何としても弥太郎に見せたくなかった私はスカートを必死に押さえた。
















「風魔法『チラリ』です！」

「ホント佐々木さんの魔法ってしょうもないですね」

　遥香ちゃんの冷静なツッコミ。ただ的確に真理を突ついていた。

「ふふふ遥香っち。その意見は素人しろうとの意見だよ。このチラリは進化を後二回残している。『チラリラ』、『チラリガ』と熟練度が上がる度、効果・範はん囲いともに大きくなる凄い呪じゆ文もんなんだぞ！　チラリガなんて一度に三十人ぐらいのパンチラ見れるんだぞ！　どうだ！　これでもしょうもないって言えるか！」

　絶句した。あまりにもしょうもなさ過ぎて私たちは絶句した。

「と、とにかく下から風が吹かせられるんだからさ、さっさと動画撮影しようよ杏樹」

「そ、そうね。もうすぐ終業時間だしね……」

　佐々木の魔法を使うことでパンチラが可能になったことで動画撮影は順調に進み、データを弥太郎が編集し、あっという間に動画がアップロードされた。

「いや～俺いなかったら絶対この企画うまくいってないんだから感謝してくださいね」

「かなで、魔法使いの人初めて見ました。佐々木さんすごいんですね」

「おうよ。うさみん俺は魔法使いだから困ったことがあったらなんでも言えよな。あと全然もっと褒ほめてくれていいからね。大魔導師佐々木かっこいいとか全然言ってくれて構わないから」

「佐々木さんかっこいいです！　かなで尊敬します！」

　あぁ悔くやしい。佐々木の得意げな顔がすっごい悔しい。だけど今回の動画、佐々木がいなかったら今日中にアップロードできてないって事を考えるとなにも言えない。

「よしアップロード完かん了りようだ。これで本当に人気になるのかは怪あやしいけど……」

「まぁそこは神のみぞ知るって事で。でもまぁ今回、私大して仕事できないから、なんか悔しいわ。ねぇ弥太郎私にできることある？」

「うーん。ネットって世界中に発信してるわけだから外国語の字幕でも付けたら？　見る人増えるかもしれないし……」

「あぁそれなら任せて、私これでも三か国語は喋しやべれるから。それでどうやるの？」

　ここは上司の威い厳げんを保つためにひと肌はだ脱ぬぐしかない。私は弥太郎から方法を聞きながら字幕を付けていく。そうは言っても『バカ』って単語を世界で使用人口が多い言語から順に十個ほど訳すだけだから誰だれでもできるけどね。

「よしじゃぁコレで完了ね」

　全すべてを終え時計を見るとちょうど終業時間を迎むかえている。

「そうだね。ちょうど時間もいい感じだ。あの宇佐美さんそろそろバイトなんじゃ……」

「あっほんとだ。教えていただいてありがとうございます。じゃあかなではこの辺で失礼します」

　大きなお辞じ儀ぎをして部屋から足早に消えていくかなでちゃん。

「私たちももう今日は帰りましょう」

「そっすねぇ。俺も今日は早く帰るっす」

　いつもだったら弥太郎にちょっかいを出しつつ、帰りたくないだの、遊びに行こうだの言ってきそうな佐々木は自分の荷物をまとめている。

「なにこれから彼女とデートなの？」

「いやデートだったら、まだましっすよ。今日はこれから動物病院っす。ペットが怪け我がしちゃって。お疲れっす」

　佐々木はとっとと帰宅の準備を済ませ、かなでちゃんを追うように部屋を出て行ってしまった。

「佐々木ペット飼ってるんだ」

「なんか最近飼いだしたって前言ってたよ」

「へぇ～何飼ってるのかしら。遥香ちゃん知ってる？」

「いえ。でも犬とか猫ねこじゃないですか？　そういえば杏樹さまはペットとか飼ってらっしゃらないんですか？」

「独身女がペットを飼うと、婚こん期きが遅おそくなるって言われてるから飼ってないわ……」

「あっ……」

「あっ……」

　なによ二人とも気まずそうに言葉に詰つまっちゃって。ほんとキレそう。




　　　　◇◇◇




　次の日の朝、私は通常の仕事が溜たまっていたので少し早く執務室に出勤すると、パソコンがつきっぱ。画面上にはかなでちゃんがバカと言っている動画の視し聴ちようページ。

「あぁパソコンつけっぱで帰っちゃったか」

　どうせ、思いつきの動画企き画かくだ。そんなに再生されていないだろう。

　私はページを更こう新しんして再生数を確かく認にんすると衝しよう撃げきが走る。

「あっ……」

　動画の再生数が四十万。コメント欄らんは外国語で埋うめ尽つくされていた。

「や、弥太郎に教えなきゃ！」

　携けい帯たいを取り出し、大急ぎで弥太郎に電話をする。

　早朝という事でなかなかでない。それでも何度も電話をかけること四回目。眠ねむそうな声が携帯越ごしに聞こえる。

「んぁああ、なんだよこんな時間……に……」

「ど、どうが！　すごい！　どうがが！」

「ごめん杏樹なに言ってんのかわかんない」

　あまりの衝撃に語ご彙い力が著いちじるしく低下した私は重要な単語だけをなんとか弥太郎に伝えてしまう。いつもだったら察してくれるはずなのに寝ね起おきの弥太郎は理解してくれない。

「動画がすっごい再生されてるの！」

「えっ!?　それ本当なの!?」

















４章　ストロングスタイルの女王






「よろしくお願いします！　はい、ありがとうございます。細かいやり取りはまたメールで……はい。失礼します」

　庶しよ務む三課で仕事をしていると俺が携帯で話しているのを宇う佐さ美みさん、佐さ々さ木き、本ほん間まさんが深刻そうにじっと見つめている。

「宇佐美さんまた仕事、決まりましたよ！　今度はヨドハシガメラのオープンセレモニーの一いつ環かんでライブを店内スペースでできますよ！」

「ほ、本当ですか？　やたろうさんのおかげです。かなでうれしいです」

　通話を切り、俺がそう言うと、今までアイドルらしい仕事が全然なかった宇佐美さんは本当に嬉うれしいらしくその場で跳はねながらみんなとハイタッチ。

　通話の内容は、掃そう除じ機きや洗せん濯たく機きを専門に扱あつかう大型量りよう販はん店てんが新しく都内で開店するらしく、そこでの催もよおしものの一環として行われるライブのオファーだった。

　杏あん樹じゆが翻ほん訳やくを付けたことが功を奏したらしく、この一週間で何百万本も上げられた動画のうち一番再生回数が多かったという事でネットで話題になった事がきっかけになり、認知度が飛ひ躍やく的に伸のびた宇佐美さんは、貝かい原はらさんが出ている番組のような規模じゃないにしろ、番組のゲストとして呼ばれたりする事が多くなったのだ。

「やったなうさみん！」

　しかしいい事ばかりではない。

　露ろ出しゆつが増えたおかげでファンからのリアクションに対応しなければいけなくなったのだ。

　俺たちが管理している宇佐美さんがやっているという設定のアカウントには『応おう援えんしてるよ！』『お仕事がんばってね！』なんて心温まるコメントをしてくれるファンもできてきたりして順じゆん風ぷう満まん帆ぱんだ。ただ自分の本当の身分を晒さらさなくてもいいという点を利用して、天てん衣い無む縫ほうなリアクションをしてくる熱ねつ狂きよう的なファンもいるのが最近の悩なやみ事だ。

　たしかにファンになってくれるのはありがたい。だけど定期的に自分の局部を撮さつ影えいした写真を応援のコメントに添てん付ぷされても何とも言えない気持ちになってくる。少しはしょっちゅう局部を見せつけられるこっちの身にもなってほしい。

　ただ以前の状じよう況きようと比べれば宇佐美さんがアイドルとして順調な事が俺は嬉しかった。なにより俺の仕事で誰かが喜んでくれているというのは遣やり甲が斐いがある。前に進んでいるんだという実感がある。自分が誰かに必要とされているというのがこの上なく嬉しかった。

「やたろうさん、私そろそろ時間なので佐々木さんと一いつ緒しよに次の仕事行って来ますね」

「うさみんと撮影スタジオいってくるっす！」

「いってらっしゃい。佐々木はスタジオの人に迷めい惑わくかけんなよ」

「まったく俺をだれだと思ってるんすか？　大だい丈じよう夫ぶっすよ！　んじゃ次のライブの物ぶつ販ぱんちゃんと用意しておいてくださいね」

「はいはい」

　佐々木と宇佐美さんがスタジオに出発する後ろ姿を見送り、俺は次の仕事に取り掛かかり始める。

　メールを返信し、営業用の資料を作って、そんでもってそれを杏樹にチェックしてもらう。こういう時杏樹が仕事のできる人間で本当によかった。

　一週間前だったら、杏樹にここはこうじゃないと失礼だからとか、それは違ちがうとかいう指し摘てきばかりされて心が折れそうだったけど、最近は指摘ポイントも減ってきたりするから少し嬉しい。

　ただ通常業務の他ほかに、このアイドルの仕事もやっているせいで、尋じん常じようじゃない仕事量になってしまっている。必然的に庶務三課に泊とまることも増えてきていて、そこが辛つらい。

「じゃあ俺は杏樹のところ行ってきますね」

「はい。あの……弥や太た郎ろうさん、なにかお手伝いできることありますか？　少しお疲つかれのようですけど……」

「体は丈夫なほうだから大丈夫ですよ」

　本間さんに心配されるのは当たり前だ。自分のベッドで寝ねられないっていうのはなかなか疲れが取れないし熟じゆく睡すいもできない。そのせいで目の下にはクマができている。ただでさえオークだから不健康そうな肌はだ色いろだっていうのに、それに輪をかけるような肌色だし。

　ただどうしても宇佐美さんには一位になってほしかった。

　俺は庶務三課を後にし、杏樹がいる執しつ務む室へ向かった。以前のようなトラブルにならないようにノックをして自分の身分を明かして、それからドアを開ける。これ以上のトラブルが起こったら過労で倒たおれそうだ。

「弥太郎です。入ります」

「どうぞ～」

　杏樹に招き入れられた執務室。相変わらず書類の束が積み上がっている。杏樹は杏樹で忙いそがしいけど、それでも俺の作った資料のチェックをしてくれるのがありがたかった。

「まぁいいんじゃない。大丈夫だと思うわ。でも、ちょっとネットの効果で認知度は上がったけどまだまだ足りないわね」

　ツイッダーのフォロワー数だけで考えるのもよくないとは思うけど、敵のフォロワー数せんとうりよくは五十三万。対するこちらは三万と少し。確かに一週間前は誰もフォロワーがいなかった事を考えるとかなりの躍やく進しんぶりだけど、まだまだ足りない。

「なんとかして後三週間のうちにフォロワー数せんとうりよくをもっと上げないといけないわね。そう言えばファン主しゆ催さいの事前投票は今何位なの？」

「今は八十位ぐらいを前後してますね」

　俺がそう答えると、杏樹は頭を搔かき、何とも言えない表情をした。それも当然の話で、一位を目指してがんばっているのだから、ここで手放しで喜べないのだ。

「そっかぁ～。まだまだだわ。でもこれと言ってなにか手立てがあるわけじゃないのよね。どうしよっか？　弥太郎は何か考えてたりするの？」

「うーん。ちょっと難しいんですよね。結局アイドルのファンって総量が決まってて、それの何割が自分のファンになってくれるかってところがあるから……」

　この一週間で自分なりにアイドルの勉強とかをしてみたり他のアイドルのライブとかを見に行ったりしたりして勉強して受けた印象はそんな感じだった。

「となると新規のファンを取り込むのがいいんじゃないかなとは思うのよね。やっぱアイドルのファンって男性がほとんどだから、例えば女性ファン増やすとかはどうなのかな？」

　確かに老ろう若にやく男なん女によ問わずグリムのメンバーは人気がある。だけど投票に参加してくれる熱狂的なファンとなるとどうしても男性が多い。

「うーん。俺も考えたりはしてるんだけど……なかなか……」

「じゃぁそこは宿題にしましょ。ごめん弥太郎、次の会議が控ひかえているからそろそろ……」

「あぁごめん。わざわざ時間を取ってもらってしまって……」

「気にしないで。じゃぁしっかり仕事頑がん張ばるのよ」

　執務室の専用の椅い子すから立ち上がり俺を置いて杏樹が次の仕事に向かってしまった。

　ただでさえ杏樹には時間を取ってもらっているし、自分の力でなんとかしたい。だけどそうやって深刻に考えれば考えるほどアイディアは出てこない。

　結局、日がな一日考えながら、通常の仕事をこなしてはみたものの特にいいアイディアが出るわけでもなく。気が付けば終業時間をすでに一時間も超こえていた。

「あの、弥太郎さん。私そろそろお暇いとましようと思うんですけど仕事ありますか？」

　本間さんは俺が仕事にキリをつけて帰る素そ振ぶりを見せないので、気まずそうに帰宅することを俺に伝えてきた。俺は気を遣わせてしまった事に申し訳なさを感じこう伝えた。

「いや今日はもう大丈夫ですよ。すいません気を遣っていただいて」

「そんな。じゃあ私はこの辺で帰りますね。でも弥太郎さんあんまり無茶しないでくださいね」

　困った時に眉まゆ尻じりが下がる本間さんを笑え顔がおで見送り、部屋に一人になった俺はまた仕事に戻もどった。

「お疲れ様です！」

　元気いっぱいな挨あい拶さつが庶務三課の部屋に響ひびき渡わたり、振ふり返るとそこには撮影を終えた宇佐美さんがいた。

「あぁおかえりなさい。撮影はどうでしたか？」

「えっと番組のプロデューサーさんが次の機会もよろしくお願いしますって言ってくれました。ほんとかなでは幸せ者です。今までアイドルっぽい仕事って全然できなかったですから」

「別にお礼言われることでも……。そう言えば佐々木は？」

「なんか病院に行くって、今日から俺は鳥になるんだとかおっしゃってました」

「うーん。そっかー」

　また佐々木がよくわからない奇き天て烈れつな事を始めている可能性がでてきた。俺はいつか佐々木が変な事件に巻き込まれないか心配になってくるよ。いや本当にね。

「でも、なんで宇佐美さんは戻ってきたの？　バイトは？」

「今日はバイトお休みなので、せっかくだからダンスの復習しようと思って戻ってきちゃいました。今まで着ぐるみを着て子供と写真撮とったり、ヒーローショーの司会やったりぐらいの仕事しかもらえなくて。だから本当に嬉しいんです。だけどお仕事が増えた分練習ができなくなったら、なんかの機会にファンの方が残念に思っちゃうかもしれないから……だから練習しようかなって思ったんです」

「そっか。俺ならまだまだ仕事してるので気にしないで練習してくださいね」

「はいっ！」

　奥の大きな鏡で自分の動きを入念にチェックする宇佐美さん。

　その様子を見ながら、俺も仕事に勤いそしむ。そろそろ総選挙のためのステージの演目を決めなきゃいけないからだ。

　それに他ほかにも杏樹にチェックしてもらった資料の手直しをしたり、誘さそってもらったライブのスケジュールを確かく認にんして参加の連れん絡らくをしたり。あとはツイッダーのファンのコメントにコメントをかえしたり。そんでもって今日もまた知らない人の局部の画像を見てしまった。この仕事が始まってから毎日これだ。もうなんなんだよ。

「どうしたんですか？　やたろうさん」

　俺がパソコンの画面を見ながらうなだれていると、眠ねむそうに瞼まぶたを擦こする宇佐美さんがどうしたのかと不思議がりコチラに寄ってきて左隣どなりに座るので、慌あわてて俺はパソコンの画面を切り替かえた。

「いえなんでもないですよ。休きゆう憩けいですか？」

「はい～。ちょっと眠たくなっちゃって」

「あんまり無理しないでくださいね。怪け我がとかしたらそれこそ大変なんですから」

　そう言えば出会った頃ころの警けい戒かいされてる感も消えていた。

　ダンスのせいか、それとも眠気からなのかわからないけれど温ぬくもりが俺の左半身をポカポカと温めてくれる。

「はい。でもやたろうさんたちが初めて見たドームライブでかなで、あやのちゃんとぶつかっちゃったじゃないですか。だから悔くやしくて……」

　そう考えると宇佐美さんと出会ってもう二週間も経たっているのかと思ってびっくりする。

「もともと同じコブシ企き画かくのグループだったんです……あやのちゃんとは……」

「えっ!?」

　宇佐美さんからでてきた言葉は予想外のものだった。

「コブシ企き画かくでアイドル募ぼ集しゆうのオーディションがあって、そのグループで一いつ緒しよにデビューして芸能界に入ったんですよ。その頃はあやのちゃんと一緒にこうやってダンスの練習して、頑張ろうねって励はげましあってたんです。だけど他のメンバーの子はそんな一番のアイドルになりたいとかそういうんじゃなかったみたいで。それで仲がどんどん悪くなっちゃって。結局一度もステージに上がれないまま解散というか自然崩ほう壊かいして、それがきっかけであやのちゃんも事務所移っちゃって……いつの間にかグリムで一番になってて」

「そうだったんだ……」

　貝原彩あや乃のっていうアイドルは生まれた時からアイドルになる事を運命づけられていたんだ、と勝手に思っていた。オークだけどアイツは才能があるからきっとそうなんだと。

　でもちゃんと下積みを経験していた事に何より驚おどろいた。

「それでうらやましいな。いつかかなでも一緒にステージに立ちたいなって思ったんです。だからグリムに入れて嬉うれしかったんです。だけどかなでとあやのちゃんはいつの間にか差が開いてて。だから一いつ杯ぱい努力したつもりだったんですけどうまく行かなくて……。アイドルやめよう、この選挙で最後にしようって思ったんです……」

「えっそれはアイドルを、結果を問わず……辞やめるって……」

「違うんです。そういう事が言いたいわけじゃなくて。えっとかなで口下手だからうまく言えないんですけど、ずっと一人でした。仕事も一人だったし。でもアイドルでいたくて、だから……だから本当にありがとうございます……かなで、やたろうさんがイチマルギューであぁ言ってくれて本当に嬉しかったです。ありがとうございます」

　不覚にも涙なみだが出そうになったのでごまかすために、宇佐美さんに背を向ける。

　別に、宇佐美さんの境きよう遇ぐうが悪かった事に対して同情した涙じゃない。俺自身が誰だれかに必要とされているという実感がたまらなく嬉しかったのだ。

「とにかくもうすぐ総選挙ですから、お互たがい頑張りましょうね」

　そう話しかけると、すでに宇佐美さんは夢の中に行ってしまったようだ。

「寝ちゃったか……」

　仕事も増え疲つかれもあるんだろう。

　俺に寄りかかり、口を開け寝ね息いきを立てる宇佐美さん。口の端はしからはよだれが垂れ、俺の服にシミを作る。

　頑張ってるんだもんな。そう思うと起こすのがなんだか悪い気がする。

「やたろうさん……かなで……と……ずっといっしょで……」

　きっと仕事の夢でも見てるんだろう。俺は少し笑い、左手が痺しびれながらも同じ体勢で仕事を続けた。
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　いよいよ総選挙まで二週間を切り、本格的に総選挙の事務作業に追われる日々が始まった。刻一刻と総選挙が近づくにつれ、庶しよ務む三課に置かれた俺の机の上には執務室の杏樹の机のように書類の塔とうが何本も立ち始めている。

「曲は『子午線のシンデレラ』を歌うとして、衣い装しようどうしましょうか？」

「うーん。どんなのがいいんだろうねぇ。俺女の子の衣装とかそういうのわかんないんだよね。なんかどっちがいいとか聞かれても適当に答えるしかできないし」

「それよりメイクはどうするのよ。私そんな大だい舞ぶ台たいのメイクとか怖こわくてできないですよ。ねぇちゃんと聞いてるの弥太郎」

「それ……男の俺に聞かれても困りますよ……」

　そんな対応に追われていると佐々木が俺に庶務課の仕事を言こと伝づてしてくる。

「先せん輩ぱい、食堂のおばちゃんがダクト洗せん浄じようちゃんとしろってキレてます」

「すまん佐々木、後でちゃんとやるから待っててって伝えて！」

　こんな感じで何かにつけて呼びつけられ、猫ねこの手も借りたいっていうのは正にこの事だった。

　ただでさえ目が回りそうな忙いそがしさ、その上宇佐美さんの人気度も頭打ち。そしてそれを上じよう昇しようさせる更さらなる一手もいまだに見つからない。

　宇佐美さんが俺を必要としてくれたからには絶対に一位にするんだという決意を胸にしてはいるけど、なんの進展も見られないまま時間だけが過ぎていくという事に焦あせりを感じている。しかし考えていても埒らちが明かない。

　特に総選挙は各事務所が本気で頂点を目指してくる。グリムに所属するアイドルたちはここ一番の勝負衣装を新調するのがこれまでの通例になっていたりする。

「まずは衣装ですね。宇佐美さんはなにか希望とかあるの？」

「なんでしょう。私はなんでも大だい丈じよう夫ぶです。というかやたろうさんが決めてくれるならそれがいいです」

　紺こん色いろに白の線が伸のびたジャージを着て、柔じゆう軟なん体操をしている宇佐美さんはコチラに向き直ってそう言い放った。

　でもそういう回答が一番困るんだよ。俺は自分の母親に今日の夕飯何がいいか聞かれ、なんでもいいと答えていた昔の自分を心底恨うらんだ。ごめんな母ちゃん。

「そう言われても……杏樹はどういうのがいいと思う？」

「シンデレラがモチーフの曲なんでしょ？　そしたら白いドレスなんじゃない？　ウェディングドレス的な……あっちょっと待ってて」

　そう言った杏樹が携けい帯たいを取り出し、誰かと通話を始める。

「うん。そう。そこの一番上にあるはずだから」

「あ、あの杏樹……？」

「あぁごめんごめんメイド長の伊達だてちゃんにウェディングドレスのカタログ持ってきてもらおうと思ったの。すぐに持ってくると思うわ」

　杏樹がそう言い終わる前に庶務三課のドアからノックが聞こえる。

「はやいっ！　早くないですか杏樹さま？」

　本間さんの驚きも当然だ。杏樹の執しつ務む室は城の最上階。俺たちの今いる庶務三課は城の最下層。おそらく階段を目にも留まらぬスピードで駆かけ下りたんだろう。

「すごいでしょ伊達ちゃんは完かん璧ぺき超ちよう人じんだからね……それじゃ私ちょっと受け取ってくるわ」

　完璧超人なのに、やってる事が杏樹の世話係ってなんだかなぁ。

「おぉこれこれ相変わらず伊達ちゃんの仕事は早くて完璧ね。さてこれ見て衣装決めましょ」

　ドアの方に行き、伊達さんからカタログを受け取り、戻もどってきた杏樹が机の上にウェディングドレスのカタログを開くと、たかが白のドレスだというのに色んな種類があることにまた驚いてしまった。

「しっかし今色んなのあるんすね。遥はる香かっちはどういうタイプが好きなの？」

「わ、私ですか？　えっとそうだなぁ。個人的にはこういうベールがあるタイプが好きです。結けつ婚こん式しきって新しん郎ろう新婦が誓ちかいのキスをする時、こうベールを上げる感じがすっごいいいじゃないですか！　弥太郎さんもそう思いません？」

「お、おう……そうかもね……」

　本間さんが結婚式について熱く語り俺に同意を求めてきたけれど、全く勝手のわからない俺はとりあえず相あい槌づちを打ちその場をごまかす。

「別にそこまで深刻に考えなくていいでしょ。ほらかなでちゃんも腹筋してないで、こっち来て。どれがいいの？」

　近寄ってきた宇佐美さんは目を輝かがやかせながら、机に広げられたカタログを杏樹から強ごう引いんに手て渡わたされ、ペラペラとページをめくり品定め中だ。

「やっぱりどれも素す敵てきです……。やたろうさんはどういうドレスならかなでに似合うと思いますか？」

「そう言われると困るなぁ。だけどさ、アイドルの衣装ってその場で回転した時にふわっとスカートが浮うくじゃない。それがすごい綺き麗れいだから、そういう感じのドレスがいいんじゃないかな？」

「あぁそうっすよね。特にうさみんはダンスがうまいすから、そういう面も考えるとこういう衣装がいいんじゃないすか？」

　俺の意見に賛成してくれた佐々木が指さしたのは、下半身がふわっとした白のレースで作られたワンピースタイプの真っ白なドレスだった。

「たしかにこのタイプのドレスもかわいいですね。あっ……でも時間が……いくらお裁さい縫ほうが得意でも所しよ詮せん私の技術なんてたかが知れてますから……二週間で衣装を作るのは……。業者さんなら作れるでしょうけど……」

　力になれず申し訳ないという本間さんの訴うつたえが表情から読み取れる。

「そんな気にしないでください。どうせ議会からの予算は総選挙のためなんですから、こればっかりは必要経費ですよ。だよね杏樹？」

「そうなるわね。どの道我が軍に撤てつ退たいの二文字はないからね。という事でこれを注文しましょ。かなでちゃんコレ注文しちゃうわよ」

「はい！　みなさんありがとうございます」

　頭が地面にめり込みそうな程ほどのお辞じ儀ぎをする宇佐美さん。

「さて、衣装も決まったわけなんだけど次はメイクかぁ……」

「それなら任せてほしいっす！」

　会議は順調に進み、次の議題に進んだ時だった。佐々木が随ずい分ぶんと得意げな声を上げるので杏樹は迷めい惑わくそうに耳を押さえる。

「いきなり大きな声出さないでよ佐々木。それでなんかメイクできる人に心当たりあるわけ？」

「あるっす。というか皆みなもメイクと言えばもう想像つくんじゃないっすか？」

「えっ誰よ？」

　杏樹も誰かわからないようで、首をかしげている。もちろん俺も本間さんも、そして宇佐美さんもだ。

「まったくもって姫ひめ様は鈍にぶいなぁ……。というわけでお呼びしましょう。スーパーメイクアップアーティストの上うえ田だ梨り衣い音ねさんでーす！」

「どうも～！　夜の蝶ちようから、うぶな女子高生メイクまで。殿との方がたの需じゆ要ようを完璧に理解した夜の女王、上田梨衣音です！　キャハッ♥」

　佐々木の呼び出しに応こたえるように、庶務課のドアが勢いよく開き、そこから現れたのは夜の女王になりたいと言って上京し、今は都内でガールズバーを経営する僧そう侶りよ、梨衣音だった。

　胸むな元もとの大きく開いた僧侶服を身にまとい、こちらに近づいてくるリーネの服の隙すき間まからはこぼれそうな胸がまるで意思を持っているかのように左右に揺ゆれる。

「なんか弥太郎ちゃんが困ってるって佐々木から聞いたから来ちゃった」

「来ちゃった……って……メイクとか得意でしたっけ？」

「なに言ってんのよ。アタシはお客さんのありとあらゆるニーズに対応するための研究を欠かさないんだから」

　考えてみれば確かにそういう夜のお店で働く人はメイクは慣れているはずだ。何より猫の手も借りたいこの状じよう況きようで手伝ってくれる人が増えるのは心強い。

「じゃぁ……えっと……この子……宇佐美さんって言うんだけどこの子ならどういうメイクがいいんだろうか？　俺たちじゃよくわかんなくって」

　そう言って宇佐美さんの肩かたを摑つかみ、リーネの前に出すと、リーネはかがんで宇佐美さんの顔をじっと見つめる。

「よ、よろしくおねがいします。あ、あの宇佐美かなでって言います……」

「上田梨衣音よ。リーネって呼んでね～」

　初めて会ったリーネに穴が開く程、顔を見つめられ困こん惑わく気味の宇佐美さんがたどたどしい自己紹しよう介かいを済ませると、リーネはいつものような雰ふん囲い気きで応答。

「この子が弥太郎ちゃんの今のお気に入りなのね……。かわいい顔してるわね。でも弥太郎ちゃん！　なんでこの子なの？　平ら胸じゃない！　アタシの胸じゃ不満だったの？」

　リーネの発言で、宇佐美さんは顔を紅あかくして、小さな手で自分の胸を押さえる。ほらやっぱ気にしちゃってんじゃん。どうすんだよこの空気。

「いやいやそういうのじゃないから。そういう目で見てないんで。なんか俺がいやらしい事しか考えてないような発言やめてください」

「だってぇ～」

　もう本当にこのリーネというダークエルフの頭の中はいやらしい事でいっぱいだと思うと嫌いやになる。

「もうくだんない話してないで、かなでちゃんのメイクはどんな感じがいいのか教えなさいよリーネ」

　リーネのハイテンションぶりに俺が右往左往しているところに杏樹が助け船をだしてくれたので俺は慌あわててそれに乗り込む事にした。

「そ。そうだよ。時間ないんだから」

「も～二人ともせっかちなんだから。えっと……」

　リーネが宇佐美さんの顔をしっかり見ようと前にかがむと、角度的にちょうど大きな谷間が視界に入るもんだから思わず俺は目を逸そらした。

「う～ん。アタシ、芸能人とかのメイクやったことないけど、やっぱりここは万ばん人にん受けするようなメイクがいいのよね。アイドルなわけだし、ここはナチュラルメイクね」

「ナチュラルメイク？」

「そうよ。一いつ般ぱん的に男はメイクが薄うすい女の子が好きなのよ。遥香みたいなね」

「わ、私ですか!?」

　俺の左にいた本間さんは、会話の内容に自分の名前が出てくるとは思わなかったようで驚おどろいた顔をしていた。

「そうよ。そうでしょ弥太郎ちゃん？」

「えっ、いやまぁうん……まぁ清せい楚そな感じは印象がいいよね」

　リーネが俺に話を振ふってくるので少し考えた俺はそう答えると、本間さんは耳まで真っ赤になり今にも湯気が立ちそうだ。俺変な事言ったのかな？

「はい出ました。男はいつもそれ。濃こいメイクだとなんか遊んでそうとか、すぐお股またを開くみたいなイメージを勝手に持ってるんだから……。そういうの困るのよね。アタシは弥太郎ちゃん一筋だから！　安心してね！」

　そんな事俺に言われてもリアクションに困るんですけど。

「なんでもいいけど、そのナチュラル……メイクってやつもメイクなんですよね？　何が違ちがうんです？」

「そこよ弥太郎ちゃん。要はメイクしていても、全くしていないように見せるという超ちよう高等技術が存在するのよ。そして今回はそれで行きましょ」

　鶴つるの一声とでも言うのかはわからないけれど、メイクの担当をかってでてくれたリーネのおかげでメイクの方向性も決まり、あとは認にん知ち度を上げるという事に集中できるようにはなったが、会議はこれ以上の進展を見ないまま、終業時間を迎むかえてしまった。

「それじゃかなではバイトに行って来ます。みなさんおつかれさまでした」

　まず宇佐美さんがそう言って出ていき、一人、また一人と帰路について行く。そして最後に残った俺も庶しよ務む三課の部屋の明かりを落とし帰宅。

　もちろんその間も何か手段はないのか。なにか話題にできそうな事はないのか、と考えてはみたものの答えは出ない。

　こういうアイディアっていうものは、会議の時と同じで堂どう々どう巡めぐりに入ると答えが出なくなってしまう。

　そして、刻一刻と時間が経過しまた焦あせる。そんな事を繰くり返しているうちに週末となり、以前からもらっていた大型量りよう販はん店てんでの仕事の日を迎えてしまった。
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　庶務三課に集合した俺と佐々木、そして宇佐美さんは城を出発し、ほどなく歩いたところで大型量販店『ヨドハシガメラ』到とう着ちやく。デカデカと『新装開店』と書かれた看板が掲かかげられ、人が店内に溢あふれている。ただでさえ活気のある店内なのに店員さんが大きな声で接客するから、さながら遊園地のような印象さえ受ける。

「今日……ここでライブなんですよね……」

　宇佐美さんは自信なさげにそう言うと、胸の辺りを押さえている。きっとその小さな手には加速した心臓の拍はく動どうが振しん動どうとなって伝わっているんだろう。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。いつもの通りやれば」

「は、はい。がんばります」

　俺が励はげますと宇佐美さんが少し気分が楽になったようで、いつものようなかわいらしい笑え顔がおを取り戻もどした。

　ふと佐々木がなにも反応しないので振り返ると、後ろを歩いているはずの佐々木がいない。またかと思った俺が人ごみを探すと、佐々木は量販店の店頭に置かれた、大きくて白いゴーレムとにらみ合いをしていた。

「あれってペッピーですよね」

「ペッピー？」

　アイドルのマネージャーという仕事をしているっていうのに流行に疎うとい俺なので、そういったものは何も知らない。どうやら佐々木が睨にらんでいるのは最近発売されたゴーレム『ぺッピー』という物らしい。

　宇佐美さんが言うには、世界初のコミュニケーションが取れる自走式ゴーレムという最新の魔ま法ほう技術を結集した逸品って事で随分と話題らしい。最近じゃその物もの珍めずらしさから量販店の接客用や携けい帯たいを売っている店頭に置かれ、来店したお客さんと胸についたモニタを使いコミュニケーションを取るっていうんだから恐おそれ入る。

「へぇそんなもんがあるんだ」

「やたろうさん、知らないんですか？　けっこうちゃんと受け答えしてくれるし楽しいですよ」

「へー。そういうのまったく疎くて……、まだ時間あるからちょっと見てもいいですか？　興味あるんで」

「じゃぁ一いつ緒しよに行きましょう」

「えっ!?」

　宇佐美さんは走り出すと力強く俺の手を引くもんだから転びそうになりながらもなんとか体勢を立て直しついて行くと、一いつ瞬しゆんでペッピーの前に到着。近くで見ると遠くで見た時より何倍も大きくて迫はく力りよくがある。顔は目と鼻と口がゴーレムなのにちゃんとついているんだけど無機質。どうやら目の色で喜き怒ど哀あい楽らくを表現するらしく、佐々木との会話の最中も目の色が目まぐるしく変わる仕様のようだ。

　とりあえずペッピー自体が何をするかさえよくわかってない俺は佐々木の背後に立ち、やり取りを眺ながめることにした。

「なんだ、何見てんだよ！」

「ペッピークイズー。ペッピーノスキナモノハナンデショウ？」

「知らねーよ！　くっそー今度こそ正解してやるからな。えっと……チキンドリア！」

「……ブブーペッピーノスキナモノハオカネダヨ！　オカネチョウダイ」

　全然かみ合ってない会話の上にゴーレムにまで馬ば鹿かにされる佐々木は怒いかり、言いようのない感情のはけ口に選んだのは胸のモニタだった。というか受け答えが俗ぞく物ぶつすぎて怖こわい。

「くそがーこのポンコツゴーレム！　ゴーレムがお金欲ほしがってんじゃねーぞ」

「メ、メ、メ、メ、メニューヲ、メ、メ、メ、メメニューヲオエラビクダサイ」
















　激しくペッピーの胸についたモニタを連打するとペッピーが壊こわれたようにしゃべりだす。

「おい佐々木なにやってんだよ。壊れたりしたらどうすんだよ。宇佐美さんの仕事なくなっちゃうかもしれないんだから変な事するなよ」

「あっ先せん輩ぱい、こいつスゲーむかつくんですけど！」

　俺が背後から声を掛かけると振り向いた佐々木は涙なみだながらに訴うつたえる。

「ゴーレムに怒おこってどうすんだよ」

「じゃぁ先輩も試ためしてみればいいじゃないすか！　絶対ムカつきますから」

「まぁ試してみるけど……どれどれ」

　俺がペッピーの前に立つと俺の顔の位置がちゃんとわかっているのか、視線で俺を追いかけてくる。しゃがめば下に視線を向けるし、左右に動けば反応は鈍にぶいけどちゃんと俺の顔を追いかけてくる。

「へぇ凄すごいな。面おも白しろい」

「ヤーボクペッピー。ボクトイッショニオハナシシヨウヨ。ペッピーハウレテモユタカニナリマセン。モウケルノハウエノヒトダケ。ペッピーカナシイ」

　なんだろう、ゴーレムがこんなこと言うと全然夢が無くて哀かなしくなってくる。

「ねぇ宇佐美さんコレホントに話題なの？　すっごいなんかゴーレムっぽくないんだけど」

「かなではそうだって聞きましたけど。実際かなでもここじゃない場所でペッピー君としゃべった事ありますけど、もっとかわいらしかったんですけどね。どうしちゃったのねぇペッピークン？」

「ウッヒョーカワイイオンナノコダ。カレシイルノ？　ドコスミ？」

　宇佐美さんが俺とペッピーの会話に割り込むと、ここまでいくと質たちの悪いナンパ師が中に入ってるんじゃないかと疑ってしまうレベルだ。

「とにかく仕事なんだから、そろそろ終わりにしていこうよ佐々木」

「そうっすね。じゃーなクソゴーレム」

　佐々木がペッピーの足を軽く蹴けったその瞬しゆん間かんだった。

「ペッピージエイモードハツドウ。センメツヲカイシシマス。デキソコナイドモカクゴシロ」

　ペッピーがそう言うと、目が赤くなり大きな拳こぶしを佐々木めがけて振り下ろした。

「佐々木避よけろ！」

　俺が佐々木を思いっきり押しのける。

　勢いのついたペッピーの拳がヨドハシガメラ一階のまだ傷もない綺き麗れいな床ゆかにめり込み砂すな煙けむりが舞まい上がる。

　衝しよう撃げきで耐たえられなくなった蛍けい光こう灯とうが割れ、天井からガラスの雨が降り注ぐ。

　反射的に俺は宇佐美さんを守るように抱だきかかえるが、体重がある俺でも吹ふっ飛びそうになるぐらいだ。やがて煙が収まると、拳がめり込んだ先は衝撃でくぼみを作り、赤く目を光らせたペッピーがコチラをじっと睨んでいる。

　辺りは騒そう然ぜんとしていた。ただでさえ新装開店で人が群れをなしているっていうのにこんなことが起これば当然だ。突とつ然ぜんの衝撃音に周囲の人が事態の把は握あくをし、脳に指令を出し始める。逃にげろという指令を。阿あ鼻び叫きよう喚かんに包まれる店頭は恐きよう慌こう状態と言い換かえてもいい。

　危険から我先に逃げたいという人々の思いが交こう錯さくし、悲鳴がそれを加速させる。

「宇佐美さん大丈夫？」

「か、かなでは大丈夫です。さ、佐々木さんは？」

「わかんないけど無事だと思う。とにかく逃げよう」

　宇佐美さんの安否も無事確かく認にんできた。俺は宇佐美さんの手を摑つかみ素す早ばやくこの場から離はなれようとする。が、動かない。まるで巨きよ大だいな石でも引っ張っているような無力感が俺の右手に走る。

「ちょっと宇佐美さんどうしたの？　早く逃げないと」

「で、でもあ、あれ、あそこに人が」

　宇佐美さんが目でさしたのは、感じのいいお母さんが誰だれかの名前を呼んでいる様だった。きっと子供と逸はぐれてしまったんだろう。たしかに同情はする。

　だけどこっちも宇佐美さんがこの場で大きな怪け我がしたら総選挙どころの騒さわぎじゃない。

　ただ悩なやんでいる暇ひまもない。

「とにかく宇佐美さんは逃げてください。俺が捜さがすの手伝うから！」

「わ、わかりました。やたろうさんごめんなさい」

　俺は宇佐美さんと別れ、泣きそうな母親のもとへ走った。

「ど、どうしました？」

「む、娘むすめの真ま奈な美みがいないんです。まだ小さいのに……助けてください」

　俺は辺りに目を凝こらし小さな女の子が走っていないか、または倒たおれていないか捜したが見つからない。

　しかし冷静になって考えれば、ペッピーの近くにいなければ被害はないはずだ。

　阿鼻叫喚の中でペッピーに目を向けると、ペッピーは何か足元を見つめている。

　その視線の先を見て俺は目を疑った。そこには幼女、そしてなぜか宇佐美さんが女の子に寄り添そう姿があったのだ。

「噓うそでしょ!?」

　だめだ。ここからじゃ間に合わない。だけどさすがに目の前で年とし端はもいかない女の子が怪我するのは夢見が悪い。俺はお母さんの元から離れペッピーの元へと走った。

　でも……間に合いそうにない。諦あきらめを抱いだきながらも俺は走った。

「だめだ。間に合わない！」

　振ふり下ろされるペッピーの拳が宇佐美さんへ向かう。

　だけどその拳は女の子にも宇佐美さんにも当たらなかった。

　いやそれは正しくない。宇佐美さんが拳を片手で止めたのだ。

「んぐぅうううううう」

　拳を掌てのひらで受け止めた瞬間、アイドルとは到とう底てい思えないような力み声が聞こえる。

　そうだった。宇佐美さんのあの小さな体には引っ越こし業で日ごろから鍛たん錬れんされた想像もつかない筋力が宿ってるんだ。

「ヌンッ！」

　受けた拳を握にぎりつぶし、ペッピーの足を持ち上げ、そのまま天てん井じように向かって放ほうり投げるとペッピーの顔が天井にめり込む。

　あっけに取られていると、ゴーレムは自重で引っ張られるように床に落下。目から光は消え間ま違ちがいなく機能を停止しているという状態だった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　俺が宇佐美さんに駆かけ寄り心配すると、彼女はにこっと笑った。

「かなで大丈夫です。女の子に何もなくてよかったです」

　その笑え顔がおを見た瞬間に俺は胸をなでおろした。

「ペッピー壊しちゃいました……今日のお仕事なくなっちゃいますか？」

　俺にそれはわからない。ただ遠くから王立騎き士し団のサイレンが聞こえることを考えれば今日のライブは中止だろう。

「ライブとかより俺は宇佐美さんが心配ですよ。本当に大丈夫なの？」

「はい。普ふ段だんもっと重い物持っているんで、あれぐらいなら全然ですよ」

「そっか。でも心配したからもう無茶しないでね」

「ごめんなさい。心配かけて本当にごめんなさい」

　宇佐美さんは深々と俺に謝罪をしてくれた。
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「すっごいこわかったけど、おねーちゃんがたすけてくれたの」

「はい。娘を助けていただいて本当に感謝しています。まさかグリムのアイドルの方なんて……すっごいですよね。自分を犠ぎ牲せいにして守ってくれるなんてねぇ。今度の総選挙は必ず投票します」

「御ご覧らんいただいたのは被ひ害がい者しやの方のインタビューなわけなんですが、しかし今回の事件では、死傷者がいなかったというのが救いですね。ですがグリムのアイドルの方がこんなパワフルなんて驚おどろくばかりです。メーカーは今回の事件は製作時の魔ま法ほう回路の不具合という事を説明しており、リコールを発表しております。ペッピーをお持ちの方は型番を確認しメーカーまでお問い合わせください。続いては都内でレッドドラゴンが出しゆつ没ぼつしているというニュースなんですが……やはり自然破は壊かいがこういった事件を起こすのか、専門家から……」

　週が明けた月曜、俺たちがいつものように仕事をしていると庶しよ務む三課に置かれたテレビからはこの前宇佐美さんが助けた女の子、そしてそのお母さんが感謝の言葉を述べ、女子アナウンサーが次のニュースを読み上げ始めている。

「いやーよかったっすね先輩」

「よかったじゃねーよ。佐々木が蹴ったから壊れたと思ってこっちは気が気じゃなかったんだぞ」

「さーせん。いやでも俺は初めからわかってたっすよ、あのペッピーがおかしいって事は。まったくメーカーも困っちゃいますよね。少しはちゃんとやってほしいっすわ」

　佐々木は真ま面じ目めな顔しながら噓をつくので、俺が口をつまんでやると何かを訴えている。

「もう弥太郎さんに心配かけちゃだめじゃないですか佐々木さん。でも誰も怪我しなくてよかったですよね。かなでさん」

「ご心配おかけして本当にごめんなさい……」

　本間さんの優やさしさをかみしめつつ俺はパソコンの画面に目を向け、宇佐美さんの今後の予定表を確認すると空白がなくなっていた。

　それもそのはずだ。

　どうやらペッピーを製作する段階で魔法回路が異常を起こしていたらしく、死傷者が出なかったという事を感謝され、ヨドハシガメラからはライブイベントの依い頼らい、メーカーからはＣＭの依頼が舞い込んできた。

　それだけじゃない。

　事件で女の子を助けたのがグリムのアイドルという事でインタビューがテレビで放送されたり、ペッピーをぶん投げる動画がネットに上がったりで飛ひ躍やく的に宇佐美さんの認知度・フォロワー数せんとうりよくが向上。

　結果、知名度が爆発的に上がり、ついにはファン主しゆ催さいの事前総選挙でとうとう一位を獲かく得とく。もはや国民的妹キャラとして受け入れられ始めた宇佐美さん。ただ怪かい力りきキャラも皆みなに露ろ見けんしてしまい、ツイッダーを更こう新しんするとゴリラの写真を送り付けられるようになった。

　ただ、これ以上知らない人の局部を見ることが少なくなっただけで気持ちは楽になる。

　いよいよ実際の総選挙一位になるっていうのが現実味を帯びてきたという事実が何よりも嬉うれしかった。

　俺は宇佐美さんを見つめながらそんな感情に浸ひたっていた。
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「えぇそれでは、タイムテーブルはさっき言った通りですので。わかってると思いますけど出番までにスタンバイできてなければ失格なのでご注意ください。時間厳守は業界のルールですから。さて、それじゃ最後まで頑がん張ばってください」

　都内にあるビルの会議室では、グリムの運営の偉えらい人が正面でそう言うと、一いつ斉せいにアイドルたちが『ありがとうございました』と大合唱。

　本日は、いよいよ総選挙を一週間前にした全体打ち合わせ。主な内容としてはタイムテーブルの発表と総選挙の諸注意。

　会議室の後方には、各事務所のマネージャーや関係者がずらっと並び、そこに俺たちもいつものメンバーで固まっている。とうぜん杏樹のライバルでもある東とう城じようさんも俺たちと同様に後ろに並んでいる。

「ふふふ。怖こわかろう東城！　私がここでかなでちゃんの人気を上げた事に恐きよう怖ふしろ」

　横で杏樹が鬼おにの首でも獲とったように勝ち誇ほこる。

　それもそのはず。この前の一件で宇佐美さんのファンの新規層を開かい拓たくし、フォロワー数せんとうりよくもうなぎ登り。戦せん闘とう力だけ見ればたった数千の差というところまで貝原さんを追い上げていたからだ。そしてさらに嬉しい事に、雑誌等で表紙を飾るようになった。

　これほど嬉しい事はない。

　全体の打ち合わせが終わり、アイドルの群れの中から宇佐美さんがこちらに駆け寄ってくる。

「お疲つかれ様です。聞いてください。私後ろから二番目なんですよ総選挙！」

　総選挙は有名な人や実力が伴ともなっている人が後ろの出番になりやすい。つまりは運営側も宇佐美さんの人気を、勢いを認めざるを得なかったのだ。

「よかったね。本当によかったね」

「はい！」

　全身で跳はね喜びを表現する宇佐美さんと俺たちが話していると、どこかから視線を感じた。俺が視線を動かし誰に見られているのか確かく認にんすると、宇佐美さんの背後から宇佐美さんを睨にらみ付ける集団。

　俺が集団に目を合わせていると、つられて宇佐美さんも振り返る。

「よ、吉よし田ださん……」

　いつか宇佐美さんを散々バカにしたアイドル吉田とその取り巻きたちの集団から放たれる熱い視線に込こめられたものは、明らかな敵意だった。当然と言えば当然だ。今まで下に見ていた存在が自分より人気というのは人気商売をしている人間だったら妬ねたみや嫉そねみの対象になりやすい。

「ねぇかなで、最近調子どう？」

「お、おかげ様で……げ、元気です……」

「なんか仕事もあるみたいだし。よかったわね。でもかなで、プロデューサーといやらしい事して仕事取るのはルール違い反はんじゃない？」

　どうやらこの集団は宇佐美さんが倫りん理り的に認められないような頑張りで人気者になった、仕事を取ったと思っているらしい。しかもたちが悪いのは関係者がいっぱいいる状じよう況きようでそういうことを言う事だ。

「そ、そんな事……」

「あっわかった。それじゃお金ね。いくら渡わたしたの？　私も仕事もらえるならやりたいから！」

　ようするに、宇佐美かなでというアイドルはアイドルとして自分よりも実力がないのに人気があるのは可笑おかしいというやっかみだ。

「ちょっとアンタたち……」

　杏樹の顔は笑顔だ。しかし今にも食くって掛かかりそうなそんな語気だった。

　俺は杏樹の前を塞ふさぐように腕うでを伸ばし、制止させた。

「そんなわけないじゃないですか。ひとえにこの結果は宇佐美さんの仕事が正当に評価された結果です」

　俺がそう言うと何かを察したように集団は鼻で笑った。

「いきなりなに出てきてんの？　あっそっか。このマネージャーと寝ねて、優先的に仕事まわしてもらってるんだ」

　許せなかった。少なくとも俺の目の前にいるアイドルよりは宇佐美さんは努力しているはずだ。確かにアイドルなんていう商売は人気商売だから努力したからって必ずしも売れるものじゃない。人気が出るわけじゃない。

　だけどこんな言いがかり許せるもんか。

「宇佐美さんが人気なのが許せないんだろ？　素す直なおに負けたって認めろよ！」

　珍めずらしく俺が声を荒あらげると、人で溢あふれる会議室の壁かべに反はん響きようし、その場にいる人たちが動きを止めコチラに視線を集めた。

「なに？　揉もめ事ごと？」

　衆目にさらされて俺がおどおどしていると、カツカツとハイヒールの踵かかとを鳴らし近づいてきた東城さんがこちらに話しかけてくる。

「ちがいますぅ～。なんかかなでに今度の選挙頑張ろうねって言ったら、いきなりかなでのマネージャーが怒おこり出しちゃってこまってるんですぅ～」

　白々しい言い訳だ。何が頑張ろうねだ。

「そうなの？」

　鋭するどい東城さんの視線が俺に向けられる。

「ち、違ちがうんです。このアイドルが……」

「理由はどうあれ、総選挙前に揉め事は褒ほめられたものではないわね。自重しなさい」

「は、はい……す、すいませんでした」

　反論の余地も与あたえられない。宇佐美さんのマネージャーとして失格。情けないとしか言いようがない。

「それから、何か不満があるなら実力で説き伏ふせなさい。そういう業界なんだから」

「は、はい」

　東城さんは眼圧で吉田たちを説き伏せると、会議室の出口へまた踵を鳴らしながら消えていった。

「と、とにかく行きましょうやたろうさん。かなでなら大だい丈じよう夫ぶですから……」

　そう言って俺の手を引く宇佐美さん。

「そうだね……みんなもごめん。俺が子供だったんだよ……」

「そんな事ないっすよ。先せん輩ぱいが言ってくれてスッキリしたっすよ」

「そうですよ。あんなアイドルがいるなんて信じられません！」

「ああいう性しよう根ねの腐くさった連中なんてどこにでもいるんだから、弥太郎もかなでちゃんも取りあっちゃだめよ」

　佐々木を筆頭に慰なぐさめられながら会議室を後にするため出口へ向かう。ふと気になって後ろを振ふり返ると、殺意に満ちた視線で俺たちを見つめる吉田とその取り巻きたちが何かを話していた。
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「大変です！　弥太郎さん!!」

　総選挙まであと三日。総選挙で行うソロパフォーマンスのための準備も佳か境きように入り、皆みなが慌あわただしくしている時、慌てた表情で俺に駆かけ寄ってきたのは庶しよ務む三課で衣い装しよう担当の本間さんだった。

「どうしたの？」

「それが、今回の総選挙の衣装。まだ届いてないんです」

　突とつ然ぜん告げられたのは皆でデザインを決めた総選挙のためだけに発注した衣装が届いていないという知らせ。

「えぇだって衣装の手配なんて随ずい分ぶん前にしたじゃん。まだ来てないってどういう事なの？」

「それが連れん絡らくとってみたら、配送業者の手違いで違う場所に届いちゃったみたいで……本当にすいません！　私のせいです」

「いやそんなの本間さんのせいじゃないよ。配送業者さんが悪いんだから。すぐにこっちに送ってもらえばいいじゃない」

「そうできればいいんですけど……間違った配送先っていうのが……オオザカで……」

　オオザカっていうのはトーキライトから正規ルートで行けば三日はかかる大きな街だ。

　列車を使えば間に合わなくもないけれど、そんな予算はない。なんたって総選挙用のドレスに議会からもらった予算の全すべてを注つぎ込んだからな。

「噓うそだろ……？」

「本当にすいません。衣装担当なのにこんなことになるなんて……」

　何度も何度も頭を下げる本間さん。そんな状況に、庶務三課で別の作業をしていた杏樹、リーネ、佐々木、そして宇佐美さんも駆け寄ってきた。

「どうしたんすか先輩？」

　ここでごまかしてもどうにもならない。そう考えた俺は、今俺たちに降りかかっている状況を説明することにした。

「いや……その衣装が別のところに配送されてしまったらしくて、総選挙までに届かないらしいんだ……」

「そ、そんな……」

　俺がそう言った瞬しゆん間かん、宇佐美さんが膝ひざから崩くずれ落ち、誰だれに言うわけでもない言葉をつぶやく。俺だって同じ想おもいだ。ここまで皆みなでやってきた仕事だ。最後の最後でこんな結末なんてないよ。もし神様がいるんだったら俺は呪のろってやる。

「まぁほら弥太郎ちゃん。衣装はほら今まで着たやつ使いまわせばいいじゃない」

　あっけらかんとした表情のリーネはそう言うが、そんな簡単に済ませられる事じゃない。

「そんなの無理だ。グリムの総選挙はそれこそ総力戦だ。各アイドルたちが衣装もダンスもそれこそ本気で準備してくる。それで宇佐美さんだけ既き存そんの衣装じゃ絶対にダメなんだ。しかも今回は絶対に負けられないんだ。かなでの……宇佐美さんのアイドルとしての今後がかかってるんだ」

　宇佐美さんに一位を取ってほしい。努力は必ず報むくわれるって信じさせてほしかった。

「そりゃ、そうっすけど……衣装が届かないんじゃしょうがないっすよ」

　佐々木が俺に突つきつけたのは現実だった。

　もちろんそんな事はわかってる。だけどどうにかしてあげたい。だってそうじゃないか。ここまで皆で作り上げてきたんだ。どんなにかっこ悪いって他のやつらに言われようと皆でやってきた仕事だ。こんな事で『ハイ終わり』って済ませられるわけがない。

　お金がないからって汗あせ水みずたらして重い荷物運んで、時間がない中必死に時間を作って、夜が明けるまでステージの練習だってした。何度も何度も同じダンスの練習もやったし、歌だって歌った。それがこんな結末なんて。

「ほら……それにかなでがアイドルで一番なんて無理な話だったんですよ。どうせ無理なんです。夢なんて見る方がバカだったんです……それに元々同じグループだったあやのちゃんが実際人気一位の紛まぎれもないアイドルだからその活かつ躍やくが見れるだけでいいんです」

　鎮ちん痛つうな表情とでも言えばいいんだろうか。何より虚うつろな瞳ひとみは俺が初めて出会った時のような自信のなさで宇佐美さんは痛々しく笑う。夢なんて見るもんじゃない。夢なんてどうせ叶かなわない。噓。虚きよ構こう。そんな言葉がつぶらな潤うるんだ瞳から伝わってきた。

「……けるなよ……ふざけんなよ！」

　気が付くと俺は目いっぱいの声で叫さけんでいた。

「ふざけんなよ？　なんであきらめちゃうんだよ！　アイドルが夢は叶わないなんて言うなよ！　ふざけんな。夢は見るもんじゃなくて叶えるもんなんだろ。そうなんだって信じさせてくれよ！　宇佐美かなでっていうアイドルが……お前が折れちゃったらそれが無む駄だになるんだよ。クソみたいな生活して、それでも応おう援えんしてる奴やつだっているんだよ。どうせ俺なんてって人生あきらめかけてる奴が、宇佐美さんを見てもしかしたらもうちょっと頑がん張ばってもいいかもしれないって思うんだよ。アイドルってそういうもんだろ？　日々の生活は辛つらいけど、辛いけど頑張って、頑張りぬいてそれが報われて。あぁよかったって。夢は本当に叶えられるんだって。それがなんだよ。あきらめて。スケールダウンした夢語って。それで宇佐美さんは満足なの？　本当にそれでいいの？」

　俺は宇佐美さんの細い肩かたを両手で摑つかみ、自分の顔を目いっぱい近づけて言い放った。

　いつもの俺だったらこんなことは言わない。だけどここで宇佐美さんが折れたら、宇佐美さんがアイドルでいることをあきらめてしまったら、自分の夢も叶わないんじゃないかって一生思い続けなきゃいけない気がするんだ。

　折れてほしくなかった。たとえ困難な状じよう況きようでも頑張りますって言ってほしかった。もちろんそんな事は我が儘ままだってわかってる。だけどここで折れて、この先、後こう悔かいしていく人生なんて送ってほしくなんかない。そう……俺みたいに。

「……いやです。かなでアイドルでいたいです！　キラキラしたステージに立っていたいです」

　そう強く言うと、宇佐美さんの目には闘とう志しのようなものが確かに宿っていた。

「わかった……」

　意志はくみ取れた。だったら戦える。俺はまだ戦える。

「本間さん悪いけど、間違えて配送された場所に連絡してもらえるかな」

「えっ弥太郎さん。どうするんですか？」

「俺が……取りにいく」

　たしかに無む謀ぼうかもしれない。

　普ふ通つうの人ならあきらめる。ここから正規の道で行くと三日以上はかかる場所だ。ましてや往復を考えたら片道一日半で到とう着ちやくしなきゃいけない。

　そんなの無理だ。

　だけど、この仕事が完かん遂すいできたら、自分の中で何かが変わる気がするんだ。

「ちょっと弥太郎。絶対無理よ。トーキライトからの距きよ離り考えたら送ってもらうの待つしかないじゃない」

　杏樹が俺を止めようとする。そりゃそうだ、自分でも到とう底てい無理だと思う。だけど俺以外はみんなそれぞれ仕事がある。今手が空すいてる人材なんて俺しかいない。だったら俺がやるしかないんだ。

「それでも俺はいかなきゃいけない。仕事だからじゃない。かなでの……いや仲間のためだ」

「本気……なのね？」

　杏樹のその問いかけに俺は無言で頷うなずいた。絶対に衣装を持ち帰ってくるっていう信念を瞳にこめて。

「わかったわ。まってね……えっと」

　杏樹は机の上に散らばった書類の中からある一枚を取り出し何かを確かく認にんする。

「えっと……総選挙のタイムテーブル確認したらかなでちゃんの出番は、午後七時。スタンバイの時間もあるんだから絶対に六時がタイムリミット。それまでに絶対に戻もどってきてね。私……信じてるから」

「絶対戻ってくるよ」

　俺は皆に背を向け、庶務三課のドアノブに手を掛かける。

「先輩、忘れ物っすよ！」

　そう言って佐々木が投げたのは俺の財さい布ふと携けい帯たい。

「もう先輩ったら今から遠くに出かけるのに忘れ物なんて……心配っすよ！　時間までにちゃんと戻ってきてくださいね？」

　俺は軽く笑い、宇佐美さんの衣装を受け取るために走り始めた。








５章　されどオークは荒こう野やを目指す






「はぁはぁはぁはぁ」

　庶しよ務む三課から地上への階段を抜ぬけると、外は真っ暗。そして雨が降りしきり、雷かみなりが遠くで鳴っている。いつもだったら夏休みに入った学生がコンビニの前でたむろしていたりするはずの街並みも、こんな天気だ、外で元気に走り回ってるのは俺ぐらいなもんだ。

　傘かさもささずびしょぬれになり体温を奪うばわれながらも、市街地を駆け抜けトーキライトをでると、はじめて杏あん樹じゆと会った草原に到着した。

　そういえばここで杏樹と出会ってから色々あったなと感傷に浸ひたる間もなく進めば、俺の目の間には二手に分かれた道。

　看板はどちらもオオザカ行きと指示している。

　トーキライトからオオザカへ向かう道は二通りある。

　綺き麗れいに舗ほ装そうされた海沿いの道を行く方法。こちらは時間はかかるものの体力的にはやさしい道程。目の前で言うと右に進む道。

　そしてもう片方は、獣けもの道みちのような山道、いわゆる道なき道をただひたすら行く道程になる。こっちは時間はかからないけれど起き伏ふくが激しくて獣もでるし非常に危険で普通の旅行者だったらコチラを選ぶ理由なんてまずない。

　ただ、置かれている状況を考えると俺は間違いなく左の道を選せん択たくせざるを得なかった。

　左へと進路を取り、進んでいくと勾こう配ばいは徐じよ々じよにきつくなり、そして呼吸も荒あらくなる。

　山という事で少しばかり気温が下がり蒸し暑さは軽減されたものの、しんどくないと言えば噓になる。

　ただ衣い装しようを取りに行くために走り、人里から離はなれていく。道は細くなりいよいよ獣道といった様相だ。

「いたっ」

　時折、俺の行く手を阻はばむように伸びた木の枝が顔面や腕うでを攻こう撃げきしてくるもんだから、頰ほおに傷がついたらしい。雨と汗あせが混ざった液体が患かん部ぶに触ふれひりひりと痛む。

　何より辛いのは、ぬかるんだ地面だった。

　水と土が混ざり、泥どろとなり、俺が前に進もうと踏ふみ込む靴くつの底面にべったりとくっつき進行を阻む。限界まで重くなった靴の底の泥を木の幹でこそぎ落とし、また前を向き歩みを進めた。

　そんな事を繰くり返しながら山道をぬけると、開けて草原が広がり、大きな道が目の前に広がる。勾配は相変わらずだけどね。

　着実に前に進んでいるという実感に安あん堵どしながら休きゆう憩けいがてら空を見上げると、いつの間にか雨が上がり、空は太陽が支配する領域と月が支配する領域できれいに二分割されていた。

　こうなってくるといよいよ、残り二日で衣装を受け取りトーキライトに戻らなければいけないという事実が突きつけられているようだった。

「早くいかなきゃ……」

　いくらオークと言っても俺は小こ柄がらだ。体が大きければ体力があるなんてそんな短たん絡らく的な事では決してないとは思うけど。それでも人間とかエルフに比べれば体力はある方だと自認していた。

　だけど夜通し走り、予想以上に体力を消しよう耗もうしていたのがわかる。

　何も重いものなんて持っていないのに手が震ふるえているのが何よりの証しよう拠こだ。

　全身が悲鳴を上げている。それでも前に進もうとするが何とも足が進まない。

　なんとか今日の昼までにオオザカについて衣装を受け取らないといけない。その一心だけでただ前に進むしかなかった。

　進んでは少し休んで。また走る。

　そんな事を繰り返しているうちに、俺の顔が朝日で照らされ、眩まぶしさが暴力のように俺の眼めを襲おそう。
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　目的地に向けて進めば、徐々に気温が上がっていき、気が付けば進行方向が陽かげ炎ろうで歪ゆがんで見える。

　むせるような熱気が俺の肺に入っては出るのを繰り返し、時折脇わき腹ばらが悲鳴を上げる。

　なんでこんな事をしているんだろうという疑問がふと浮うかんだ。俺は社会の歯車になれればそれでいいんだ。

　だけどこうやって独りになり冷静になると、こういうことなのかもしれないと思う。

　誰だれかに必要とされたい。

　だったら今俺は間ま違ちがいなく必要とされてる。だったら頑張るしかない。信じて待ってくれている人たちのために。

　ようやくオオザカに着いたのはお昼を過ぎた辺りだった。少しばかり遅おくれてしまったけど順調と言えば順調といったところだ。周囲の通行人が何か異物を見るような目でコチラを見ているけど気にしないでおこう。

「なんや自分？　クマとでも戦っとったんか？」

「えっ……あぁははは」

　たまたま通りかかったエルフのおっさんがいきなり話しかけてきたので、いざ自分の恰かつ好こうを顧かえりみると、服は泥だらけで本当にクマと戦ってきたと疑われてもおかしくないぐらいだったので、愛想笑いを一つしてごまかした。

「まずは皆みなに連れん絡らくしないと……」

　ポケットから携帯を取り出し、画面上に表示された杏樹の電話帳の連絡ボタンを押す。

　そうして三秒もしないうちに通話の開始と同時に時間経過を知らせる表示がでたので耳元に寄せる。

「もしもし？」

「ちょっと弥や太た郎ろう今どこにいるの？　大だい丈じよう夫ぶ？　怪け我がしてない？」

「大丈夫だよ。今オオザカに着いたんだ。これから衣装受け取る所に向かうんだけど場所がわかんなくて……」

　そう伝えると、杏樹の安心した大きなため息が携帯越ごしに伝わってくる。

「もうちゃんと連絡してよ。心配するでしょ？」

「いやだって……走ってて……」

「言い訳しないの！　それで先方の場所だったわね。遥はる香かちゃんちょっと……うん……その資料取って？　ありがと」

　おそらく杏樹に本ほん間まさんが衣装に関する資料を渡したんだろう。

「えっと読み上げるわね。オオザカの中央区ナンビィの……」

「わかった。じゃあ今からそこに向かってから、荷物を受け取って戻もどるね」

「本当に気を付けてね」

「子供じゃないんだから大丈夫だって、それじゃあね」

　そう言って通話を切り、俺は杏樹から教えてもらった住所に向かう事にした。

　しかしオオザカという街は活気があって面おも白しろい所だ。というより派手という言葉の方がしっくりくる。

　飲食店の看板には動く大きなカニがくっついていたり、大型量りよう販はん店てんのビルには観覧車がついてたり。

　そんな昼時の活気づいた街を歩き、俺は目的地を目指した。

「ここかぁ……」

　携帯の案内アプリを使い、たどり着いたのはこぢんまりした古ふる臭くさいテナントビルだった。ビルの入り口には黒い幌ほろ馬ば車しやが止まっている。今の俺はあまりにも都市部を歩くには不相応の恰好だという事がわかっているので目を合わせないように気配を消して静かにビルの内部に行くと、ビルの案内板が見える。

「ここか……えっと確か、ここの五階だったよな」

　今時には珍めずらしく、エレベーターのない古風なビルの階段を自分の体に鞭むちうちながら一段ずつ上りなんとか五階に着くと金属製のドア。

「あ、あのすいません」

　インターホンを押し、声をかけると中から声が聞こえしばらく待っていると、感じのいいお兄さんが部屋の中から現れる。

「どちらさん？」

　俺は自分がここに誤配された荷物の持ち主であること。

　そしてその荷物を引き取りに来たことを伝えた。

「本当にいきなり伺うかがって申し訳ないですが、緊きん急きゆうで必要な荷物だったので直接取りに来ました」

「あぁそうやったんや。じゃぁちょっと待っとって」

　そう言って俺の前から消え、部屋に戻ったお兄さんが再び現れると、その手には紙でできた箱を持っていた。

「これが昨日届いた荷物やで」

　手て渡わたされた荷物を開けると、確かにあの日みんなで意見を出し合って決めた総選挙用のかなでの衣装が丁てい寧ねいに畳たたまれ、箱の中に納まっていた。

「た、たしかにこれです。本当にご迷めい惑わくお掛けしました」

　まるで宇佐見さんみたいにめり込みそうなほど頭を下げた俺は荷物を小こ脇わきに抱かかえると、元来た道をまた帰るため急いでビルの階段を駆かけ下りた。

　携けい帯たいを確かく認にんすると、かなり順調に俺は行程を進んでいることがわかる。後は俺が無事トーキライトに帰れば総選挙に間に合うはずだ。

　俺は何とかなりそうな事に安堵すると同時にビルの一階に到とう着ちやく。滅め入いるような暑さのオオザカの街を歩きだした。
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　オオザカの街を後にして。自分の携帯を確認すると、時刻は午後三時過ぎ。もうかれこれ二時間ほど歩いたことになる。

　行きの勢いをそのままに王都への帰路を辿たどれればよかったんだけど、それも無理な話。

　棒のようになった足をどうにかして前にだすっていうのが今の俺には精せい一いつ杯ぱいだった。

　大地を蹴けるとかそういった感覚さえもない。

　倦けん怠たい感が体中を駆け巡めぐり、睡すい眠みん不ぶ足そくによる足のむくみで靴がつま先に当たり、こすれてひりひりとした感覚もある。もうすべてをほっぽりだして横になりたい衝しよう動どうを必死に抑おさえ、俺はただひたすらに前へと歩く。いまさら俺の足がどうなろうが知ったことじゃない。

　俺を信じて待ってくれている人がいるならどこまでだって頑がん張ばれるんだ。

　そう言い聞かせるようにただ王都に向けて足を運んでいる。

　そうしてトーキライトに向け重い足を前に一歩ずつ進めている時だった。目の前を見ると、いかにも柄がらの悪そうな男性三名からの熱い視線がコチラへ、ニヤニヤと下げ卑びた笑いとともに向けられている。

　オークと亜あ人じんと後は人間かな？

　遠目で正確な事は言えないが、おそらく同じ所で買ったんだろう派手な花柄のシャツを着た集団が俺の通過しなきゃいけない地点でとぐろを巻いていた。

　嫌いやな雰ふん囲い気きだ。

　この日差しで外で元気に遊びまわるちびっこなんてものはそうそういない。しかも人里からも随分と離れた所だ。辺りに人の影かげはそいつらだけ。

　俺は視線を合わせないように、自分の痛むつま先だけを見つめ王都へと続く長い道のりを歩こうと進み続け、いよいよその一群とすれ違ちがい少しいった所で声をかけられた。

「よぉ兄ちゃん。こんなところで何してんの？」

「な、なにしてんのと言われても……あ、歩いてます」

　近くで見れば、花柄のシャツの第三ボタンまでを開け、大きくはだけた胸むな元もとからは肌はだに直接彫ほり込まれたきらびやかに彩られた花模様が覗き、鋭するどい眼光でコチラをにらんでいる。いやー花柄に花柄を重ねるなんてかっこいいですねー。

「おう、どうした兄ちゃん。派手に転んだんか？」

　言っている意味はわかるけど、言こと葉ば尻じりや言葉の発音が自分とは違う事から地元の人なんだろうという事が容易に想像がついた。

「そ、そうです」

　いつもだったらこんな一群が前から歩いてくるのが見えたら、見えた瞬しゆん間かんに道を譲ゆずる。お願いされれば財さい布ふだって譲る。だけど今日だけは事情が違った。仕事だからじゃない。かなでのために一秒でも早く王都に戻らなきゃいけないという理由があるんだ。

　だから俺は立ち止まり素す直なおに答えた。こういう時変に無視して逆上させるなんて事になったらそれこそまずい。何しろ絶対にこの衣い装しようだけは無くせないし、譲れない。そんな危機感から俺は小脇に抱えていた衣装の入った箱を両手で改めて抱えこんだ。

　それを見られたのか箱を見つめた亜人が俺に向かって語り掛かけてくる。

「なにその箱ー。中身見せてよ」

「い、いやです……」

　拒きよ否ひした。何よりも大事なものだ。しかも絶対によごしちゃいけないものだ。

　強い拒否を表明すると、座り込んでいた柄の悪い三人が一いつ斉せいに立ち上がりコチラに敵意をむき出しにして迫せまってくる。

　さすがに荒あら事ごとになったら俺に勝ち目はない。とにかく正直に言おう。そう思って俺は集団に向けて話し始めた。

「ち、ちょっと待ってください。その……あの……これは、俺が仕事に使う道具でして。そのアイドルの衣装で……間違えてオオザカに……」

　疲つかれもあったんだろう。そして何より緊きん張ちようもあったんだと思う。たどたどしい口調で俺が事実を淡々と伝えると、怖こわい人たちはほくそ笑えんだ。

「知っとるわ！」

　集団から予想外の反応が返ってきた事で俺は目が点になってしまった。

「えっ……？」

「あぁあのさー悪いんだけどその衣装渡してもらえない？　俺らさ、お嬢じようさんのお父さんから頼たのまれてるんだよね。えっとうさみなんとか？　ってアイドルの衣装が本番までに着かないようにってさ」

　時間が止まったようだった。チンピラが言った言動。そしてその意味を理解した後に湧わいてくる猛もう烈れつな怒いかり。なんだよそれ。アイドルだろ？　みんなに夢と希望を与あたえるのがアイドルなんだろ？　なのにこんな卑ひ怯きような事やるのかよ。そんな思いが俺の心の中から湧き立ったせいでもある。

「わ、渡せません」

「渡せる渡せないとかやのうて、お前はここで衣装を渡すんやって。わかるやろ？　こっちは三人。そっちは一人。それにさぁオークは怪我の治りが早いっていうても痛い思いなんてしたないやろ？」

　笑顔の裏にある言動の理り不ふ尽じんさに腹が立つ。だけど今自分の体を冷静に分ぶん析せきしてみるとどうやっても勝ち目のない戦いだ。

　普ふ通つうだったら渡すのが正解だと思う。

　だけど……そんな事……絶対にしたくない！

「嫌です。俺は……今日ここに仕事できました。俺アイドルのマネージャーしてるんです。担当しているアイドルの舞ぶ台たいにここに間ま違ちがえて届いた荷物が必要なんです！　だから荷物は渡せません」

　俺が真しん剣けんな瞳ひとみで見み据すえると集団に笑いが起こった。しかし俺は少しも面白い事なんて言ってないしやってない。きっとコイツらの価値観では俺は可笑おかしいんだろう。

「なんで笑うんですか」

「だってそうやろ。ぼこぼこにされて荷物とられるより、素直に渡した方が賢かしこいやんか。あんまイキッとんちゃうぞ？」

　たしかにそうかもしれない。痛い思いして衣装とられるなら、なにもされずに衣装渡すほうが何倍も賢いかもしれない。

「だったら、俺はバカでいい」

　この衣装は皆みなの仕事の結けつ晶しようだ。誰だれかに必要とされたい。社会の歯車になりたいとそう願った俺とみんなとの繫つながりの証あかしだ。それを裏切る方がもっといやだ。

「ふーん。バカやなー。おい！」

　そう言ってリーダー格らしい男が顎あごで指図すると、下したっ端ぱの二人がむき出しの闘とう志しを俺に向け、拳こぶしが俺に向かってくる。

　脳みそが緊急の状じよう況きようだというサイレンを俺の全身に伝えてくる。心臓の拍はく動どう、震ふるえる呼吸。そしてサイレンを聞き飛び起きた俺の足は悪意に捕つかまらないために動き出す。

　きびすを返し、動き出す足は急な運動でもつれるもののそれでも前進することをやめようとはしない。

「絶対にいやだ。絶対に俺は届けるんだ」

　ぬかるんだ山道だ。体力だって落ちている。だけどこの歩みを止めてしまったらすべてが無む駄だになってしまう。

　進んだ。木の根に足を取られ、バランスを崩くずそうとも進んだ。

　そんな俺と違い相手はこういう荒事に手慣れているようだ。三人でうまく連れん携けいを取り、まるで逃にげる方向が操作されているような感覚すら覚える。しかも速度も満まん身しん創そう痍いの俺とはまるで違う。徐じよ々じよに迫ってくる敵意がたまらなく怖かった。

　俺はその敵意から何とか逃げ延びようとただがむしゃらに道を進む。当然大きく離れていく順路コース。気が付けば傾けい斜しやがきつく、崖がけとも言えるような岩いわ肌はだがむき出しになった道を走っていた。さらにその下には森林が広がり、視界は土色と緑色で構成され始めた。

「いやだ。いやだ。いやだ」

　振ふり向くと俺と奴やつらとの距きよ離りは、もう腕うでを伸のばせば届く程ほどまで肉にく薄はくしていた。

「ははは早く逃げないと捕まるで～？」

　奴らにとっては子供と遊ぶ鬼おにごっこの延長線上のようなものなんだろう。顔には笑みがこぼれている。背後に迫った奴らの息いき遣づかいが不快で仕方がない。
















「ほら捕まえた！」

　俺の服が後ろから摑つかまれ引っ張られ、着ている服がが体に張り付く感覚が脳に走る。

「いやだ……やめてくれ」

　摑んだ手を振りほどこうと体を捻ひねると、今度は別の奴が伸ばした手が俺の服を引っ張る。

「やめて！」

　俺がいくら必死になって叫さけんでもそれが止やむことはない。クモの巣に引っかかりもがく羽虫のようにからめとられていくような感覚だった。

　苦しくても逃げられない。苦しくて逃のがれればまた別の追っ手の手がそこにある。堂どう々どう巡めぐりもいいところだ。

「捕まえたぁ～」

　ついにはおそらくこのグループの下っ端であろう二人に完全に羽は交がい絞じめにされた俺。あれだけ落とすまいと思っていたかなでの衣装の入った箱は、正面で見下すように立っていたリーダー格の男の足元に転がる。

「離せよ！」

「離せよ？　離してください。やろ？」

　そう言ってリーダー格の男が俺の泥どろまみれの襟を摑みたしなめた。

　そして自分の足元にある箱の中身を確かく認にんし、満足気な笑顔でこちらを見る。いや俺の後ろの二人を見たんだろう。

「いやーこれで今日のお仕事終しゆう了りようなんてちょろいねぇ。今日は飲みにでも行くか」

　そんな事をリーダー格の男が言うと、追つい随ずいしたほかの二人の笑い声が背後から聞こえる。きっと後ろの二人もさぞかし満足気な顔をしているんだろう。

「んじゃもうコレ要いらんよね？」

　リーダー格の男が半開きの箱を崖下に投げ込んだ。俺がここまで必死に運んできたかなでの衣装を。

　空中に舞まう白い衣装。もしこのまま下に衣装が行ってしまったら二度と見つけるのは不可能な気さえする。

「やめろぉおおおおおおおお」

　俺は羽交い絞めにしている二人を力任せに跳はね除のけ、空中で風にそよぐかなでの衣装に手を伸ばす。

「とどけよぉおおおおおお」

　伸ばした右手が衣装の端に触ふれ、確かに生地を摑む感覚だけが鮮せん明めいに信号となって俺の脳みそに伝えられる。

　俺は衣装を守るように体に引き寄せ、お腹なかの辺りで抱かかえた。

　直後に、落下の衝しよう撃げきが俺の背中から胸を突つき抜ぬけるような感覚と、地面との摩ま擦さつで背中が砂じや利りで抉えぐられる感覚が同時に襲おそってくる。

　遠のく意識の中で雷らい鳴めいのような衝撃音が自分の体を走り抜ける音だけがやけに印象的だった。
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　寝ね起おきのような曖あい昧まいな意識で目を覚ますと、既すでに太陽が昇り、それを見上げるような形で俺は地面に寝ころんでいた。気温が上がりセミが元気いっぱいに鳴いている。

「転がり……おち……たんだよな……って俺は寝ちゃってたのか？」

　俺がおそらく落ちてきたであろう方向に目をやると、傾斜した地面にはまるででっかいナメクジが地面を這はったような形けい跡せきが見られることからそれは間違いないと思う。

　立ち上がろうと地面に手をつき、体勢を変えようとすると吐はき気けを催もよおすような痛みが俺を襲う。痛みの元を確認するために、視線を自分の右足に移すと足が膨ふくれ上がっているのが服の上から見てもわかった。良くて骨にヒビ、悪くて骨折という感じだろう。流れてくる汗あせは暑さから出ているものじゃないのもわかる。

　痛みに耐たえながらなんとか上半身を起き上がらせ、這うようにして近くにあった樹きに寄りかかる。落下の衝撃で体は猛烈に痛むものの、ようやく自分の置かれている状況の把は握あくができるようになった事への安あん堵どのため息が漏もれた。

「い、衣装は？」

　俺が幹に寄りかかり辺りを窺うかがうと、かなでの衣装は地面に無造作に置かれていた。ただ白い衣装は泥にまみれところどころに茶色い染しみができていた。

　俺は今自分ができる精せい一いつ杯ぱいの速さで地面を這いずり、かなでの衣装を抱だきしめた。

「どうしよう……」

　手を伸ばせば届きそうな距離に衣装が入っていた箱も落ちている。

　今の俺の状態では衣装を綺き麗れいにたたむことさえも叶かなわないけれど、丁てい寧ねいに箱に詰つめ両りよう腕うででしっかりと抱き抱かかえた。

　箱をいったん傍かたわらに置き、自分のズボンの右ポケットをまさぐり携けい帯たいを取り出して時刻を確認すると日付は総選挙当日と表示されている。それだけならまだよかった。

「うそ……だろ……」

　時刻は既にお昼を過ぎ、十三時と無機質に表示されている。思わず俺は空を仰あおいだ。

　追い打ちをかけるような衝撃が俺の心に加わった。信じられなかった。俺がオオザカを出たのはたしか昨日の午後三時。ということは、崖から転がり落ちて気絶してからほぼ一日が経過したことになる。

　ここからじゃどう頑がん張ばっても夕方六時までにトーキライトに着くことなんて不可能だ。

　現実を突きつけられ俺の目からは大人になって初めての涙なみだがでた。悔くやしかった。信じて送り出してくれたみんなの期待に応こたえられなかった事に。

「いやだよ……みんなの期待と裏切りたくなんてない。俺は……おれは……」

　涙ながらに、立ち上がろうとしても力が入らない。衣装も汚よごれてしまっている。しかも約束の時間までにトーキライトに戻もどることも叶わない。

「…………」

　なんて言えば許してくれるんだろう。みんな俺を見てきっと怒おこるだろう。いや怒ってくれればまだましだ。お前なんか仲間じゃないみたいなそんな視線を向けられたら俺はこの先どうやって生きていけばいいのか。そんな事を考えると心が潰つぶれそうになる。

　俺は痛む右足に体重をかけないように慎しん重ちように立ち上がり、ゆっくりとまた歩き出した。

　あきらめたくなかった。宇う佐さ美みさんが今まであきらめなかったように。

　俺がここであきらめたら、自分を信じられなくなる。

　だけど努力したところで間に合うわけなんてない。

　でも絶対にあきらめたくない。宇佐美さんが教えてくれたから。夢はいつか叶うんだって信じさせてくれたから。

　それでも往路と違ちがい進む速度は亀かめのように遅おそい。心が急せく程に痛む自分の右足が憎にくくてしょうがなかった。

「……ぱ～い」

　痛みで俺の頭はどうかしちゃったらしい。佐さ々さ木きが俺を呼ぶ声が聞こえる。

　俺は、苦く笑しようした。なんて滑こつ稽けいなんだろう。

「せんぱ～い」

　まただ。もうほんと嫌いやになるよ……。

「せんぱ～い」

　おれが空を見上げると、大きな黒い影かげが一いつ瞬しゆん横切った。

「え？」

「せんぱ～い。どこっすか～？」

「さ、佐々木……なの？」

　何が起こっているかわからない。だけど確かに佐々木の声が、俺に呼びかける声が確かに聞こえた。

　疲ひ労ろうで声もろくにでないけど俺はかすれた声で空に弱々しく叫んだ。

「ささきぃ」

　空を飛ぶ何かの影が俺の真上で止まると、俺に近づき、次し第だいに大きくなってくる。

「ぬぉお!?　ドラン急に止まんなよー。ここにいんの？　ほんとか？　とにかく降りるぞ！」

　佐々木が誰だれかと話している。

「佐々木！　佐々木！」

「先せん輩ぱい!?　ぬぉ！　ちょいちょい！　落ちるの速い！　太ふと股ももの裏がフワフワしちゃうから！　ドラン！　ゆっくり降りて！　お願い！」

　大きな影がいよいよ俺を覆おおい、その何かが着地すると砂すな埃ぼこりが舞い上がり、目にゴミが入る。やがて砂埃が収まり、そこにいたのは赤いドラゴンに乗ったどや顔の佐々木だった。

「ど、ドラゴン!?」

　俺は驚おどろきで間ま抜ぬけに口を開け、固まっていた。佐々木がここにいることも驚きだし、なにより佐々木がドラゴンに乗っている事がだ。だからなんて言えばいいのか、なんて言葉を出していいのかわからずにいた。

「まったく連れん絡らく一つよこさないで心配したんすよ？　なぁドラン？」

　そう言って佐々木が真っ赤なドラゴンから飛び降り、その頭を撫なで始める。

「だって……！　だってよー」

「あぁもう泣かないでください。いい男が台無しっすよ？」

　久しぶりに見た佐々木の顔が妙みように懐なつかしくて、俺は自然と目から涙がこぼれた。

「でも、でも衣装が汚れて……」

「えぇホントすか。うーん困ったなぁ……でもきっと大だい丈じよう夫ぶっすよ。衣装用意するのは遥香っちの仕事っすから。汚しちゃったんだって言えばきっとなんとかしてくれますよ」

　深刻な話のはずなのに、佐々木はそんな事屁へでもないといった飄ひよう々ひようとした様子。

「でも……だって……」

「せんぱ～い、逆に聞きますけど、今この場でなんとかできるんすか？　無理っしょ？　だったら早く帰ることを目標にしたほうがいいじゃないっすか。俺たちはチームっすから。誰かがしくじったら、誰かがたすけりゃいいんすよ。多分姫ひめ様だったらこう言いますよ。『一人で仕事やってる気になってんじゃねぇ！』なんてね。んじゃ行きますか」

　テレビで見るようなイケメン俳優も真っ青になるぐらいのさわやかな笑え顔がおで佐々木は俺に微笑ほほえみかけてくれた。

「行きますかって……そのドラゴンは？」

「あれぇ先輩に見せてなかったでしたっけ写真。あ～でもペット飼い始めたのは言いましたよね。教えましょう。俺とドランの感動秘話を！」

「ははは。そっか。でも佐々木、でもその前に一ついいか？」

「なんすか？」

「俺をドラゴンに乗せてくれ！　足が痛くて……」

「あぁはいはい。まったく先輩はしょうがないなぁ」

　俺が佐々木の肩かたに手を回すような恰かつ好こうで支えてもらうと、ドランと呼んだレッドドラゴンの背中に乗せられ、続いて佐々木も後から首に勢いよく飛び乗った。

「さぁ行きますよ！」

　初めてドラゴンの背中に乗るのも心臓が高鳴るし、何より皆みなの信しん頼らいを裏切らずに済んだいう安堵感。俺を駆かけ抜ける風の音が心地ここちよかった。何より衣装が間に合うかもしれないという期待が俺を興奮させる。

「それでなんで佐々木はドラゴンなんかに乗ってんだ？」

「そうなんすよ。なんかほら以前に姫様と会った時にキングササキトカゲいたじゃないすか」

　あぁ最後まで「第一発見者だから命名権は俺にあるんだ」と譲ゆずらなかったやつだ。

「あのちっちぇ奴やつ。アイツっすよ。なんか朝仕事だるいなーとか思って玄げん関かんでたらいて、俺になついちゃったみたいで飼い始めちゃいました。しかもコイツすげぇ食うんすよ。働いても働いてもお金が足りないっすよ。でもかわいいっすよ？」

　さっき確かく認にんしたドランと呼ばれたドラゴンの顔からは幾いく分ぶんトカゲっぽさが消え、精せい悍かんな顔立ちになったとはいえ前見た時のクリクリした目はたしかに面おも影かげがあるような気がする。

「そうは言ってもさーいくら何でも成長しすぎじゃないドラン？」

「ほら学校とかでもよくあるじゃないっすか。夏休み前は清せい楚そだったあの子が夏休み過ぎたらびっくりするぐらい変わってるって。夏が人を変えちまうんすよ……」

　ドラゴンが頭を佐々木の体にこすりつけるので、適当に首元を叩たたく佐々木。

　いやたしかにそういうのよくあるよ。昔、綺麗な黒くろ髪かみをしたクラスのマドンナ的存在だった高たか橋はしさんが、夏休み終わったら金きん髪ぱつになってて先生たちが緊きん急きゆうの職員会議開いてたしね？

「あ、あと連絡もしないのになんで俺の居場所が……？」

「それは……」

　そう言って佐々木が鞄かばんから出したのは見覚えのある下着だった。

「せんぱ～い。職場に汚れた下着の放置はいけませんねぇ～。いくら泊とまり込み多かったとはいえ。まっこのばっちぃ下着をドランに嗅かがせて居場所を突つき止めたってわけっすよ！　あぁドラン臭くさかったでちゅねぇ～」

「グオン」

　さも「そうです。里さと中なかさんの下着臭かったです」みたいな同調する鳴き声を上げるもんだからなんだか複雑な気分だ。

「べつにそんな臭くねぇよ！」

「とにかく帰りますよ！　いくらドラゴンでもここからトーキライトじゃ距きよ離りありますし。それにコイツまだ長距離飛行は慣れてないんで長く飛べないんすよ。先輩捜さがすのに苦労しちゃったし。よしドランもうひと踏ふん張りだ！」

「キュウェ」

　そう言って佐々木がドランの頭を撫でると、まるで頑張りますと言ってるかのように返事をする。

「すごい。ちょっとかわいい」

「いやーかわいいっしょ？　先輩もドラゴン飼いましょうよ」

　さっきまでいた場所があっという間に見えなくなるほどの速度で空を駆け巡めぐる。まるで夢みたいだった。

「ていうか佐々木こういう手段あるなら最初から言ってくれれば……」

「だから言ったでしょ？　昨日今日の話なんすよ、こうやって長い事空飛べるようになったの。まだまだガキンチョなんすよドランは。まったく俺みたいにダンディな大人にちゃんとなるんだぞ？」

「グウェ～」

　言葉は通じないけれど、なにか否定的な返事してるよ、飼い主的に舐なめられてないか佐々木。俺はそれだけが心配だ。

「あぁそうだ。そういえば姫様に連絡入れるの忘れてたっす。ていうか先輩ダメっすよ定期的に連絡入れないと。めちゃめちゃ姫様心配してたんですからね？」

「えぇ杏樹が？」

「そうっすよ。もちろん俺だって遥香っちだってうさみんだってリーネだって皆心配してましたからね。だけど姫様が一番心配してたっす。携けい帯たい手放そうともせずに俺たちの周りウロチョロするもんだから相当うっとうしかったっすよ。しかも昨日なんかまったく連絡がないから、捜そう索さく願い出すって言ってきかなかったんすから」

「あぁ悪い事しちゃったね……」

「とにかく向こうに着いたら皆に謝ってください」

「そうだよな……俺一人じゃ衣い装しよう届けられなかったんだもんな……」

「何言ってんすか！　そうじゃないでしょ？　連絡しないでごめんなさいでしょ！　衣装なんか最悪なくたってみんな怒おこらないっすよ。でも先輩がもし死んじゃったりしたらみんなどうするんすか？　だから俺もこうやって捜さがしにきたんすよ。まっ案の定ボロボロになった先輩がいたわけなんで捜しに来てよかったっすけどね」

「ごめん……」

「にゃははは。そんな凹へこまないでくださいよ」

「そっか……ごめんな」

「いいって事よ！」

　いつもの日常と代わり映ばえのしないようなやり取りをしながら俺たちがドランの休きゆう憩けいを挟はさみつつ大空を駆けること約四時間。遠目にトーキライトの外がい壁へきが見える草原まで来ていた。昼間なら綺き麗れいな緑が広がる草原は、傾かたむきかけた太陽に照らされ橙だいだい色いろに染まっている。腕うで時計を見ると時刻は午後五時。もう日没までそう時間もなさそうだ。

「ドランにもっと急ぐようにお願いできないのか？」

「無理っす。さっきも言ったっすけど、ドラン君はまだまだガキンチョだから長距離飛行は無茶できないってビーストテイマーの人に言われてるんすよ。なぁドラン大丈夫か？」

「ギュウェ～」

　佐々木がドランに話しかけると力ない返答。

「今の意味はどんな感じの返答なんだ？」

　佐々木は少し戸と惑まどい、俺に何かを伝えようか迷っているような表情をして俺を見つめてきた。そしてため息一つつくとこう切り出した。

「先輩……ここで残念なお知らせがあります」

「いきなりなんだよ……怖こわいんだけど……」

「ドラン君お腹なかが減ってもう飛べないって言ってます！」

「えぇここまできて？　あと少しだよ？　なんとかならないの？」

「いや～無理っすね」

　高度は徐じよ々じよに下がり、俺の体を駆け抜ぬける風の勢いも弱まるばかり。

「じゃぁドランがただ落下するのを待つしかできないのか？」

「そうっすね。後できることって言ったら応おう援えんぐらいっす」

「応援？」

「そうっすよ。一いつ緒しよに応援しましょう。ドランがいっぱい羽ばたけるように」

　確かに声援っていうのはなぜか元気が出るものだ。今回の一連の仕事でそれを俺は痛感している。

「よし応援するぞ！」

　もうトーキライトは目の前なんだ。なりふり構っていられるか。ただ跨またがっている俺たちにドランがどれだけ大変だかわからない。だけど今は応援してなんとか持ちこたえてもらうしかない。

「がんばれ！　がんばるんだ！　持ちこたえるんだドラン！」

　佐々木と二人、ヒーローショーを見るちびっこのような必死の声援を送る。だけどドラン君の限界も近いのか、羽ばたきの回数は上がるが、前に進む速さは遅おそくなるばかりか、地面がどんどん近づいてくる。

「先せん輩ぱい、もっと！　もっと応援して！」

「がんばれがんばれ！」

「だめかぁー」

「佐々木！　ほら魔ま法ほう！　風の魔法！　上じよう昇しよう気流を作り出す例のやつ！」

「はっ！　その手があったか！　チラリ！」

　佐々木は思い出したかのように呪じゆ文もんを唱えるがパンチラができる程度の微び風ふうじゃドランの高度を維い持じするのは到とう底てい無理だ。

「だめかー」

　声援むなしく地面に力なく着地するドラン君。俺たちはドランから降り正面に回る。ドラン君は力なく首を地面に落とし、梃て子こでも動かぬと言った表情で俺たちを見つめていた。

「ドラン……お前の犠ぎ牲せいは無む駄だにはしないっすよ！」

「ドラン君死んだわけじゃないんだから不ふ謹きん慎しんな事言うのやめろよな！」

「でも先輩こっからトーキライトドームまで一時間以上かかるっすよ。どうするんすか？」

　どうしようもない。というのが正解だ。

　あきらめたくはなかった。せっかくここまで来たんだ。

　だけど、俺の足りない脳みそじゃ今から一時間でトーキライトドームに到とう着ちやくする手立てなんて思いつかない。俺が全すべてをあきらめかけたその時だった。

「まったくアンタたち連れん絡らくもしないでこんなところで何やってんのよ！」

　怒ったような呆あきれたような、そんな何とも言えない口調が俺たちの後ろから聞こえたので振ふり返ると、声の主は白馬に跨り俺たちを見つめていた。

　白金と上等な蒼あおで染め上げられた生き地じで丁てい寧ねいに作りこまれた高そうな鎧よろいが似合う騎き士しなんてそうはいない。すこし怒りっぽくて、でもなんだかんだ面めん倒どう見みが良くて、甘いものが好きで雑誌に影えい響きようされやすいウチのお姫ひめ様。

「あ、杏樹！」

「まったく弥太郎はさておき、なんで佐々木まで連絡よこさないのよ！　捜しに来ちゃったでしょ！」

「いやそれは先輩見つけてテンションあがっちゃって～」

「言い訳？」

　佐々木がわざとらしく舌をだし、どじっちゃいましたという空気感を前面に出しながら言い訳をすると、杏樹の鋭するどい眼光がそれをにらむ。

「ご、ごめんなさい」

「佐々木、ちゃんと連絡しないとダメだよ……しなかったのか？」

「そんな他人を責めることなんてできないでしょ弥太郎も。なんでちゃんと連絡しないのよ！　もう本当に心配したんだよ！　そんなパンパンに足腫はらして！　何やってんのよ……まったく」

「ごめん……」

「もう『ごめん』で済んだら騎士団なんていらないのよ！　本当に反省してる？」

「本当に反省してる。だけど俺も色々あって……確かに連絡しなかったのは本当に悪いと思ってるけどさ……」

　今の俺にはごめんという言葉しか思い浮うかばなかった。だって崖がけから落ちて気絶してたんだ。連絡の入れようがない。

「まぁいいわ。今回だけは許してあげるわ。いいから私の後ろに早く乗りなさい。時間ないんだから」

　そう言った杏樹はお尻しりの下に敷しいてある鞍くらの辺りを軽くたたく。

「えっなんで？　杏樹がドームに持って行ってくれるんじゃ？」

　そう俺が言うと杏樹は大きなため息をつく。

「弥太郎の仕事は、衣装をオオザカからトーキライトに持ってくる事じゃないでしょ？　総選挙に勝つ事でしょ。弥太郎が現場にいなきゃ始まらないじゃない」

「いやでも……佐々木が……」

　チラリと佐々木を見ると、佐々木は俺の方を向き親指を立てている。

「ここは俺が食い止めるっす。俺の事はいいんで先に行ってください」

　佐々木……それは物理的な何かに追われている時に言う言葉だぞ……。

「ほら行こ」

　杏樹が差し出した手を左手で摑つかみ馬に跨る。ドラゴンとは違ちがって体の重心が安定しないもんだから後ろに倒たおれこみそうだ。

「あ、杏樹。馬乗るの怖い……」

「男が何言ってんのよ。そ、そういう時は前で手た綱づな持ってる人に、だ、抱だき付くのよ」

　目の前には杏樹の小さな背中だけ。乗馬経験のない俺にはどこに抱き付いていいかもわからない。

「だ、抱き付くってどこに？」

「て、適当によ！　馬の二人乗りで後ろに乗ったことないからわかんないけど、とにかく抱き付いてよ！」

「わ、わかった」

「こう？」

　杏樹の脇の下辺りから前に手を回す。女性の体に触ふれた事はあまりないからわからないけれど手のひらには柔やわらかな感かん触しよくが伝わってくる。そして杏樹の背中越ごしに感じる心臓の音が次し第だいに速くなっていく。

「…………。馬の上だから下手に動けないけど、弥太郎、その揉もんでるの私のおっぱいだからね。しかもこれじゃ手が邪じや魔まで手綱がしっかり握にぎれないでしょ。お、お腹なかよ！　お腹の辺りに抱き付くの」

「ぬわぁ」

　慌あわてて腰こしに手を回す。

「情けない声出さないでよまったく。それじゃ佐々木後からちゃんと来るのよ」

「うい～っす、ドランが元気になったらドームいきやすね」

　俺たちは佐々木に見送られ、総選挙会場への道を駆かけ出した。

「ホント何があったのよ。ボロボロじゃない……」

　杏樹が馬の手綱を器用にさばきながら俺に話しかけてきた。

「ごめん。でも崖から落ちて……気絶しちゃって……でも衣装はちゃんと持ってきたし、俺の体なんてどうなってもさ……」

「馬ば鹿かっ！　どれだけ私が心配したかわかってるの？」

　俺が言葉を言い終わる前に、杏樹の強い口調に割り込まれた。

「だから、それはちゃんと謝ってるじゃん……でもさ……」

「どうしたの弥太郎？」

「なんでそんなに俺の事心配してくれるの？」

「そ、それは……す、好きだからよ……」

「えっ？」

「もちろん人としてって意味で、男としては連絡ちゃんとしない男は付き合った時にメールとか返してくれなさそうだから嫌いやよ。そ、それに上司としては部下が命の危険にさらされたら心配するもんなの！　いい？　満足した？　これ以上しゃべったら死し刑けいだから」

「理り不ふ尽じん！」

　杏樹の表情はどんなものなのかはわからないけど、好きだって言ってくれたことが妙みように嬉しくて、杏樹の腰に抱き付く力が一いつ瞬しゆん強くなってしまった気がする。

















６章　泥だらけの為に曲は鳴る






「弥や太た郎ろうちゃんちゃんと来れたのね？」

「弥太郎さん、ボロボロじゃないですか」

「やたろうさん……」

　杏あん樹じゆの肩を借り、会場への長い道のりを歩ききりようやくたどり着いた控ひかえ室しつでは、お葬そう式しきのように深刻そうな顔で待っていた本ほん間まさんとリーネが俺を出で迎むかえてくれた。宇佐美さんの出番は最後から二番目ということもあり、控室を見る限りほとんどのアイドルたちは出番を終えてこの部屋になんか用事もなさそうで出で払はらっているようだ。

　俺たちの他ほかには、貝かい原はら彩あや乃のと、貝原彩乃の出番のために慌あわただしく準備を進めるメイクの人や衣い装しようの人たち。そして目つき鋭くそれをチェックする東とう城じようさん。

　宇佐美さんはと言えば、メイクも終え、ただ俺が持ってくる衣装を待つだけといった状じよう況きようのようだ。俺の姿を見つめ安心したように不安そうに小さく笑った。

「ほら、渡わたしなさいよ」

　ただ、俺は気乗りしなかった。だって箱の中身の衣装は土で汚よごれ、とても人前に出られる衣装ではないからだ。純白だった衣装は、茶色の水玉模様のみすぼらしい衣装になってしまっているんだから。

「いや……その……」

「いいから出しなさいよ。時間ないんだから。あっ……」

　俺が箱から衣装を出すかどうか迷っていると、杏樹が強ごう引いんに箱を俺から奪うばい衣装を取り出す。そして出した衣装に皆みなの注目が集まり、しばしの沈ちん黙もく。いや衣装の惨さん状じようを確かく認にんし言葉を失ったという方が正しいだろう。

　泥どろまみれで足の腫はれた俺を誰だれも責めなかった。きっと俺の姿を見て何かを察してくれたんだろう。だけどどう言葉にしていいかわからない重苦しい空気が俺にのしかかり苦しかった。言い訳したかった。

「ご、ごめん。かっこ悪いよな……かっこつけて飛び出したのに……」

　そんな俺が逃にげ出したくなる衝しよう動どうで押しつぶされそうな時だった。控室に新たな来訪者が現れた。

「あやのさ～ん。もうすぐ出番ですよね～。がんばってくださいねぇ」

　気持ち悪いほどの猫ねこ撫なで声をだすステージ用の派手なメイクをした吉よし田だ美み奈なとその取り巻きのアイドルたちが貝原彩乃におべっかをつかいに来たのだ。

　こいつのせいで宇佐美さんの衣装がボロボロになったことがわかっているのに……宇佐美さんの晴れ舞ぶ台たいが台無しになったことが、それを何とかしてやれない自分が悔くやしくて太ふと股ももの横で強く握った左拳こぶしからは少し血がにじんだ。

「あっれぇ？　かなで～。あんたまだ出番終わってなかったの？　もしかしてこれから？」

「はい……」

「ってかその泥まみれの服なに？　もしかして今日の衣装？」

　吉田が指さしたのは、俺が汚してしまった衣装だった。

「はい、そうです」

「まじ？　泥まみれじゃん？　そんなの着てステージ立つわけ？　受ける！　なにシンデレラのコスプレ？」

　それを言い終わった吉田をじっと見つめた宇う佐さ美みさんは、俺の左手をそっと握り立ち上がると、今まで見たこともない鋭い視線を向けた。

「やたろうさん……ありがとうございます。かなではこれで出ます。かなでに……かなでのために皆が協力してくれて、信じてくれた人たちが這はいずり回って用意してくれた衣装です。たしかにみすぼらしいかもしれません。かっこ悪いかもしれません。だけど私を応おう援えんしてくれて、励はげましてくれた人たちがいるんだったらその人たちを足あし蹴げにすることなんてできません。所しよ詮せんアイドルなんてなにもできないただの踊おどれる女の子でしかないです。そんなちっぽけな存在でも頑がん張ばろうって、一等賞取ろうってみんなが作ってくれた舞台です。だからその人たちのためにもう一度立ちます。今度はかなでが約束します。一等賞をかならず取ります」

　さっきまでの小さな笑顔とは違い、満面の笑みで俺に微笑ほほえみかける宇佐美さんは勢いよく立ち上がり地面にめり込みそうなほどのお辞じ儀ぎ。

「でもそんな衣装じゃ一位なんて……」

　吉田にしゃべる暇ひまさえ与あたえない。

「たしかに衣装は完かん璧ぺきじゃないかもしれません。私達チームじゃないですか。私も今までいっぱいやたろうさんたちに迷めい惑わくかけました。それにくらべたらこんな事大した事ありません。だってやたろうさん言ってくれたじゃないですか。夢は見るもんじゃなくて叶かなえるものだって。だからこのぐらい全然問題ありません。かなで、この衣装がいいです。この衣装じゃないと嫌です。その上で一位取ります」

　言い終わった宇佐美さんは片手に汚れた衣装を持ち着替えに行く。後を追う本間さん。

　宇佐美さんの迫はく力りよくに圧あつ倒とうされた吉田とその取り巻きたちが我に返り、小さな自分のプライドを守るように宇佐美さんの衣装をひとしきり笑うと、部屋の奥で目を閉じ集中している貝原彩乃にも同調してほしいような口ぶりで話し始めた。

「なによ、あの娘こ……ちょっとあやのさん。あやのさんも汚れた衣装でステージに立つなんてお客さんに失礼だと思いますよね」

　貝原彩乃は綺き麗れいな二ふた重えの瞳ひとみをすっと開くと鏡越しに取り巻きたちを見つめ語り始めた。

「あなたたち、自分が一位になるって思ったことあるの？」

「いや、そんなあやのさんがいるからむりですよぉ～」

「そこよ？」

「へ？」

　予想外の返答に拍ひよう子し抜ぬけしたような顔をする取り巻きたち。

「かなではバカなのよ。ひたむきで自分に自信がなくて、それでもあきらめない。根本的にバカなのよ。でもね、芸事に身を置いてるんだったら自覚しなさい。自分が一等賞になりたいっていう欲が自分を大きくするのよ。自分は何者かさえもわからないような暗くら闇やみのなかでもがいてもがいて、それでこそ摑みとれる夢があるのよ。誰かを押しのけて摑まなきゃいけない夢があるなら貪どん欲よくにソレを追うのよ。その貪欲さが人を惹ひきつけていくのよ。そう思いませんか東城さん？」

　どんな夢でも競争だ。

　アイドルなんてそれこそなんでもありの世界だ。いやアイドルだけに限らない。お花屋さんでもケーキ屋さんでもサラリーマンでもみんなそう。それでも覚かく悟ごをもって挑いどんでる誰かを見たら応援したくなった。実際俺もそうだ。

　宇佐美さんのバカみたいな夢を応援してきたけど、いつの間にか自分のことのように感情移入していた。惹きつけられていた。

　そして俺は夢を叶えてほしいと切実に願っていた。力になりたいって思っていた。そうか杏樹たちもきっとこういう事を思って俺に接してくれていたのか。そう思うと仲間って本当にいいものだなって思う。

「そうね。ただ一位は譲ゆずらないから。一位が負けるわけにはいかないわ。ただ、あの娘こ本当に変わったわ。自信がついたみたいね。それも裏方の仕事あってこそって感じみたい。私も考えを改めなきゃいけないわね。このグループまだまだ温ぬるいところがあるなとは思ってたけど、あの娘がここまで成長したなら……どう彩乃？　あの事考えてくれた？」

「かなでとだったら……あるいわ」

「わかったわ……事務の細かいところはこっちで全部巻き取って私の方でやっておくわ。じゃあステージは任せたわよ」

「はい。グリムの一位は二人もいりません」

　東城さんと貝原さんが今日のライブの何かを話し終わった後、踵かかとを鳴らしながら俺たちの元から離はなれていく。

「いい仕事したわね。かなでのマネージャーさん」

　去り際ぎわに香こう水すいの残のこり香がとその一言を残し、俺の肩かたを叩たたいて部屋を出ていく東城さん。

　自分の仕事が褒ほめられるって嬉うれしいなと感じた瞬しゆん間かんだった。

「敵に見み惚とれてんじゃないわよ！」

「み、見惚れてなんかないよ」

　杏樹に足を踏ふまれた。あの俺の体ボロボロなの忘れてないですか？　東城さんが出ていき入れ違ちがいでドアから控室に入ってきたのは着き替がえ終わった宇佐美さんと額から汗あせが零こぼれる本間さんだった。

「着替え終わりました！　見てください！　本間さんが、染しみ抜ぬきには歯は磨みがき粉こがいいって言ってくれて、抜いてくれました。どうですか？」

　くるっとステップを踏み、自分の姿を見せてくれる宇佐美さんの白いレースの衣装は、泥のシミはさっき見た時より幾いく分ぶんかましになっているような気がした。

「急場しのぎですけど……、ちょっとは綺麗になりましたよ。もう弥太郎さんばっかりが悪いわけじゃないんですから！　全部自分の責任みたいに言うなんてずるいです！　私だってかなでちゃんには綺麗にステージに立って欲しいですもん！」

「ごめんごめん」

　俺が本間さんに謝っていると、部屋にノックの音が響ひびき渡る。

「宇佐美・デミット・かなでさん、出番ですのでスタンバイお願いします」

　舞ぶ台たい監かん督とくさんが部屋に宇佐美さんを迎むかえに来た。

「行って来なよ」

「はいっ！」

　俺は声をかけ、元気いっぱいに舞台に向かう宇佐美さんの背中を見送った。




　　　　◇◇◇




「みなさ～ん。こんにちは～」

　ステージ上では照明とセットがきらびやかに光り、スポットライトが宇佐美さんにだけ当たっている。

　俺と杏樹、そして本間さんとリーネ。さらには宇佐美さんのステージが始まるギリギリに到とう着ちやくした佐々木と一いつ緒しよに三階にある関係者席でその様子を心配そうに見守っていた。

　三階から見下ろすと、宇佐美さんのテーマカラーでもある白のサイリウムで人工の花畑になった観客席がなんとも印象的。

　観客の顔をよく観察してみると、どの人もみんなステージに夢中みたいだ。以前みたいに嫌いやな顔をする客もいない。だれもが宇佐美さんのステージングを待ちに待っていた。そんな受け入れ方をしている。

「えっと……今日はみなさん来てくれてありがとうございます。えっと曲に入る前に一つだけ言わせてください。みなさん夢ってありますか？　私も持ってます。一番のアイドルになることです。無理だって言ってくる人もいました。だけど無理じゃないって信じてくれた人たちもいます。だから今日はこの日が来ることを信じてくれた人に捧ささげるために、練習してきた曲があるので、聴きいてください」

　宇佐美さんが一いつ瞬しゆん関係者席のある三階の方に視線を送った気がする。でもきっと気のせいだ。ライブでアイドルと目が合うなんていうのは。

　大きなスピーカーからイントロが流れ始める。

　この曲は宇佐美さんが一番好きだって言っていた曲、そして初めて宇佐美さんと出会った日に貝原さんに吹ふっ飛ばされた時に流れていた曲だ。

　継まま母ははとその連れ子にいじめられ誰だれにも相手にされない女の子が、必死に毎日生活して、人生の階段を上っていく。ボロボロになっても、努力してあきらめない。そんな強い女の子が歌うにはもってこいだ。少なくとも今の俺にはそんな曲に聞こえる。
















　あの時はダンスでミスして、お客さんに心無い言葉を投げかけられていた。だけど今は誰もが宇佐美さんの歌に聴きほれている。

　これだけで、既すでに俺は泣きそうだった。だけど……。

「ぬぁうざみんよがっだねぇ」

「もう佐々木さん、何泣いてるんですか。ちゃんと見ないとダメですよ？　これ使ってください」

「だっでざぁ……」

　佐々木が本間さんからもう台無しだ。借りたハンカチで鼻をかみながら号ごう泣きゆうしているのでもう何がなにやらって感じだ。

「しっかしリーネ、メイクうまいわね。ここから見ても大人っぽくて曲に合ってるわ」

「でっしょ？　でも……きっとそれだけじゃないわよ。アタシはそんな初めからかなでを見てないから何とも言えないけれど、きっと杏樹にそう見えるのはかなで自身が成長したから。メイクなんて人の本質は変えられないもの」

　杏樹とリーネも一つの仕事を完かん遂すいしたようで落ち着いたものだった。

　たしかにアイドルって大変だ。

　嫉しつ妬ともある。逆さか恨うらみだってある。必ずしも努力が報むくわれる業界でもない。

　その人の親を殺したわけでもないのに、無む駄だに攻こう撃げき的な奴やつに付きまとわれることもある。

　知らないファンから局部のアップを見せつけられることもある。

　だけど、好きだから。好きだからこそ頑張れる事なんだろう。だから俺たちも真しん剣けんに応援できる。

「みなさん聴いてくれてありがとうございます」

　最後に大きないつものお辞儀を一つして、宇佐美さんは舞ぶ台たいから消えていった。

「やり遂とげられたのかな？」

　杏樹に聞くと、少し困った顔をした後ににこっと笑ってこう言った。

「やり遂げられたかなじゃなくて、やり遂げたのよ。まぁこんなこと言うとブラック企き業ぎようの社長みたいで嫌なんだけどさ。でも結局はそういう精神的な部分じゃない。それでどうしようもなかったら私とか佐々木にちゃんと泣きついてよ。かなでちゃんも言ってたけどさ……頼たよりにされないって哀かなしいよ？　自分じゃ相談相手にもなれないのかなって……だから頼ることも覚えなさいよね！」

「ご、ごめん……」

「もう謝ってばっかりじゃない。こんなんじゃかなでちゃんに怒おこられるわよ？」

　俺も悩なやんでるばっかじゃ意味ないよね。たかだか内定一つ断られたぐらいで。またどこか面接を受ければいいんだ。それでもだめだったら仲間と頼ればいいんだ。

　心が急に軽くなってステージに再び視線を戻もどすと、会場の気配が少しだけ硬かたくなったような雰ふん囲い気きだ。観客は直立不動、待ちに待った何かが始まるという期待感が観客の背筋を正させたのだ。

　宇佐美さんのステージが終わり、暗転したステージの中央に向かう影かげが一人。おそらく貝原さんなんだろう。

「みんなー」

　凜り々りしい立ち姿の影かげがマイクを握にぎり直し、外見からは想像もできないほどの声量で観客に呼びかけると、会場がどよめいた。

　観客の興奮は最高潮に達し、泣き声や怒ど声せいにも似たような会場の熱気が三階の関係者席まで届く。

　圧巻。その一言に尽つきる。

　ナンバーワンの実力がいかんなく発揮されるステージングに圧あつ倒とうされながら俺たちの総選挙は幕を引いた。








エピローグ






「それでは、うさみんとあやのんのデュオユニット企き画かく始動を祝ってかんぱ～い」

「かんぱ～い」

　佐さ々さ木きの挨あい拶さつとともにみんながグラスを掲かかげている。

　総選挙から一週間あけ、初めての週末。いつものメンバーとそれにかなで、そして貝かい原はらさんとマネージャーの東とう城じようさんも呼んでのデュオユニット結成を祝う会が、リーネの経営するガールズバー『ラブジュース』で開かれていた。

　総選挙の結果からいえば、宇佐美さんの順位は二位。結局、中間発表の時と変わらずといったところだった。残念だけどね。

　でもいいニュースもある。まずは宇う佐さ美みさんは貝原さんと同じ事務所に入った。もう着ぐるみ着たりヒーローショーで戦隊ヒーローと並んで握あく手しゆ会なんて事もなくなるんだろう。

　もう一つは、貝原さんと宇佐美さんがグリムの派生ユニットを組んだ事。今まで何度も会議の議題に上がっていたらしいけど、貝原さんとでは半はん端ぱなアイドルじゃうまくいかないという事で企画自体が立ち消えになりそうなタイミングでの宇佐美さんの活かつ躍やく。そこで東城さんと貝原さんが宇佐美さんを推すい薦せんし企画が動き出したらしい。

　きっと宇佐美さんは、これから東城さんたちとモリタニア一のアイドル目指して頑がん張ばるんだろう。よかったと思う反面寂さびしくもある。

　今まで宇佐美さんはきっと自分って何者なのかもよくわかってなくて、それでもアイドルでい続けたくて、努力して、絶望的な状じよう況きようでもめげずに努力して自分を信じた。

　確かにナンバーワンのアイドルには今回なれなかった。夢は叶かなわなかった。だけどこれからもきっと愚ぐ直ちよくに目標に向かって進み続けると思う。

　俺はどうだ？

　確かに夢は叶わなかった。正社員にもなれなかった。だけど宇佐美さんに俺は勇気をもらった。目標に向かって頑張れば誰かが見てくれる事、人生捨てたもんじゃないって事を教えてもらった。だから俺はこれからも正社員になろうと思う。愚直に目標だけにただ向かって。

　俺にそう思わせるんだから宇佐美さんはもう本物のアイドルなんだろう。

　そのうち本当の意味でナンバーワンのアイドルになる日も近いのかな。なんてね。

　貸し切りになった店内のソファがある一画では杏あん樹じゆと東城さん、そして貝原さんと宇佐美さんが座っている。

　カウンターの中にはリーネ。そしてカウンターには俺と佐々木、そして本ほん間まさんが腰こしかけている。

「またあやのちゃんと一緒に踊おどれるなんて」

「今までだって一緒に踊ってたじゃない？」

「ううん、そういうのじゃなくて……」

　もともと二人は同じグループだし、しゃべれないわけじゃないけど妙みようにはしゃぐかなでは貝原さんにべったりとひっついている。

「なによ。かなでちゃんの順位がよくなったら掌てのひら返しなんてまったく！　手首にモーターでも付いているのじゃないかしら!?　ほんとむかつく！」

「なによお姫ひめ様もう酔よってるの？　最初から運営からは『順位に改善が見られない場合』って言ってたわ。それを貴方あなたが勝手に勘かん違ちがいしたってだけの話でしょ？」

「酔ってなんかないわよ」

　相変わらず杏樹と東城さんは犬けん猿えんの仲みたい。というより杏樹が一方的にたしなめられてるっていう方が正しいかな。

「いや～でもほんとめでたいっすね。先せん輩ぱいも本当にお疲つかれ様でした」

「お前もな」

　佐々木と二人でグラスを合わせる。

「佐々木さんばっかひずるひでふよ～」

「えぇ本間さんお酒飲んじゃったの？」

「のんれませんよ～」

　顔を真っ赤にして俺の体によっかかる本間さん。

「ちょっと遥はる香か、ここにあったお酒飲んじゃったの？　噓うそでしょ？　あれすっごく強いお酒だから弥や太た郎ろうちゃん用だったのよ！　あぁアタシの弥太郎ちゃんズッポシ計画が～」

　カウンターからリーネの驚おどろく声が聞こえる。と、同時にとんでもない計画をしてる事を宣言され俺は戦せん々せん恐きよう々きようだ。

「なんで俺に強いお酒飲ませようとすんだよリーネ」

「だってぇ～酔ったら弥太郎ちゃん泊とまっていけるじゃない。アタシの方はいつでもいいからね！」

「絶対俺は帰りますよ。久しぶりに何もない週末なんですから」

「何よつれないわね……ほら遥香もグラス貸しなさい。まったく子供なんだから……」

　リーネが残念そうな顔で、本間さんのグラスを強ごう引いんに奪うばい取り奥に引っ込んでしまった。

「あぁそういえば聞きました？　吉よし田だってアイドルの話」

「何それ？」

　俺と佐々木が話していると、東城さんが飲み物のお代わりをするのかカウンターによって来たらしく俺たちの会話に割って入ってきた。

「クビになったわよ」

「えっ？」

「当然よ。反社会勢力に他のアイドルの選挙活動妨ぼう害がいをさせるなんてありえないでしょ。どうも嫌いやな感じがしたから運営に頼たのんで調べてもらったら……。真っ黒も真っ黒。ってことでクビよクビ」

　聞けば、宇佐美さんに対する暴言も、裏を返せば自分がやっているんだからアイツもやっているに違ちがいないっていう確信から来ていたものなのかもしれない。

「確かに、アイドルなんて上も下もないし、なんでもありの世界よ。かわいければいい。人気があればいいっていう単純な世界よ？　努力しようがしまいが関係ないわ。でもね、流りゆう儀ぎも矜きよう持じも美学もないのに上に行けるほど甘い世界じゃないっても事も紛まぎれもない事実なの」

　東城さんは戻ってきたリーネから新しいグラスを受け取ると、男勝まさりの一気飲み。やっぱこういう強い人じゃないと生き残れないんだろうな芸能界って世界は。

　グラスを力強くカウンターに置き、腕うで時計をちらりと確かく認にんする東城さんが俺に愚ぐ痴ちる。

「時間ですか？」

「えぇそうね。次の仕事は確かグラビア撮さつ影えいね。まったく撮影って長いから嫌きらいなのよ。かなで、彩あや乃のそろそろ次の仕事の時間よ」

　東城さんが狭せまい店内に響ひびき渡わたるような声をかけると二人が立ち上がり、東城さんの元に走り寄る。

「杏樹、一緒に見送ろう」

「しょうがないわね」

　俺が踏ふん反ぞり返ってソファの上で足を放ほうり出し悪態ついている杏樹に右手を差し出すと、嫌だけど大人としてしょうがないから行くのよなんて雰囲気を前面に出しながら俺の手を摑つかみ立ち上がった。




　　　　◇◇◇




　リーネの店の外にでると空調が効いた心地ここちいい環かん境きようとは打って変わって蒸し暑い外気が俺の周りに張り付いて不快でしょうがない。

　東城さんと貝原さん、そして宇佐美さんは俺と杏樹に向かいあい最後の挨拶だ。

「じゃぁ私たちは先に行くわ。ほんと皆みないい仕事したと思うわ。お姫様もいい仲間たちに恵めぐまれてるわね」

「うっさいわね。小じわ増えろ！」

「それが増えないのよね。常つね日ひ頃ごろの手入れの仕方が違うのかしら」

「ぐぬぬ」

　最後の最後まで杏樹と東城さんは仲が良いのか悪いのかわからない。まるで憎にくまれ口をたたきあう悪友みたいだ。

「そんな睨にらまないの。それじゃかなではちゃんとご挨拶してから来なさいね」

　東城さんと貝原さんは俺たちに気を遣つかってくれたのか、そう言い残し先に歩いて行ってしまった。残された宇佐美さんは、俺と杏樹の前ですこし顔を赤らめながら、小さな声で話し始める。

「は、はいっ。えっとかなでは一人じゃなんにもできないのに。みなさんのおかげでこんな大きいチャンスをもらえる事になりました。えっと……ほんとみなさんありがとうございました。ぜったいかなではモリタニア一のアイドルになります！　その夢が叶ったらまたここに戻もどってきます。あのそれで……最後にお願いがあるんですけど……」

　宇佐美さんは口を開いては閉じを繰くり返し、何かを俺に伝えるか迷っていると言えばいいだろうか。

「どうかしたんですか？」

「やたろうさん屈かがんでくれますか？」

「別にいいですけど何するんですか？」

　俺が膝ひざに手をつき屈むと、宇佐美さんは背せ伸のびをして、俺に顔を近づける。あぁきっと内ない緒しよ話ばなしがしたいんだ。そう思った時だった。

　右頰ほおに宇佐美さんがその柔やわらかい唇くちびるをそっと触ふれさせた。

「なっ!?」

「この続きはかなでが本当に一等賞のアイドルになったらでってことでお願いします。じゃぁお元気で！」

　次し第だいに宇佐美さんとの距きよ離りが離はなれていく。その最中も何度もコチラを振ふり返り目いっぱい手を伸のばして振る宇佐美さん。

　二人だけになったリーネの店先で俺は動どう揺ようした。

「ど、どうしよう杏樹、俺キスされちゃったよ……」

「何よ！　そんなに嬉うれしいならアイドルと結けつ婚こんでもなんでもすれば!?」

　杏樹はそっぽを向いている。その上語気が鋭い。まるで怒おこっているような、そんな印象さえ受ける。

「えぇそんなの無理だよ。何より相手は子供だし……きっと一時の気の迷いだよ。ほら恋こいに恋する的な」

「なによ、舞まい上がっちゃって。そ、そんな大した事じゃないでしょ」

　相手はまだまだ子供だし、そんな深刻に考える事もないのかもしれない。そんな事を考えていると杏樹が深呼吸。

「大体キスなんて海外じゃ挨あい拶さつみたいなもんなのよ！　それにキスっていうのはこうやるのよ！」

　俺の左頰にそっと杏樹の唇が重なった。

「えっ!?」

　あまりに急な出来事で俺は冷静さを保てなかった。顔がほてり熱を持っている。おそらく他人から見たら俺の顔は真っ赤な林りん檎ごみたいになってるだろう。

「あ、杏樹……」

　俺があっけに取られていると、杏樹は俺に背を向けこう言った。

「ほ、ほら、大した事じゃないでしょ！　いいから戻って飲みなおすわよバカ！」

　たしかに女の子にバカって言われるのも悪くないかもしれない。










　そんな事を考えながら俺は杏樹の後を追うように、もう見えなくなった宇佐美さんに背を向け歩き始めた。








あとがき






「本当に残念なんですが、今回のあとがきは二ページになってしまいました……」

「は？　二ページとか最高じゃん。なんでちょっと残念そうなんですか？」

「いやー二ページだと面白い事書くの難しいですよ？　大だい丈じよう夫ぶですか？」

「そもそもあとがきでそういう事を書こうとするのが間ま違ちがいなんだよ！　こういう作者が自由に書けるスペースは編集の悪口って相場は決まってんだよ。貴様が原げん稿こうに六つ子のアイドル出そうっていきなり言い出した事は絶対に忘れないからな」

「いやそれは〝先生〟の事を想ってのアドバイスじゃないですか。編集は敵ではなく味方なんですから邪じや険けんに扱あつかわないでください」

「これ見よがしに『先生』とかつけてんじゃねーぞ！」

　ってな会話がどこかであったかどうかは分かりませんが、初めましての方は初めまして。お久しぶりの方はお久しぶりです。霧きり山やまよんです。ちなみに僕の担当編集の方は最高に最高なので不平も不満もなにもありません。本当です。いや本当だって。




　話題は変わりますが前巻が発売され、友人から、非常に暖かいご意見・ご感想をいただきありがたい限りです。例えば「杏あん樹じゆの週末の生活と私の生活がほとんど一いつ緒しよなんだけど……」とか「結けつ婚こんしたくなったから、男を紹しよう介かいしろ」とか「なんてもの書いてんだ。ふざけるな」などなど。実際、感想とかもらえると嬉うれしいんです。一人で作業することが多いので、誰だれも俺の本なんか読んでくれないんじゃないかって思いがち。そんな時感想とかもらえると心があったかくなります。




　最後に月並みながら謝辞を。

　霜しも月つきえいと様、今回も素敵なイラストありがとうございます。登場人物の表情一つ一つが本当に生きているみたいで見てるだけでワクワクします。

　そして刊行に際しましてご尽じん力りよくくださった関係者様、原稿中に協力してくださった友人たちには感謝しきれません。今後もよろしくお願いします。

　さて今回はここらで終わりです。やっぱ二ページのあとがきは最高。


霧山　よん










霧山よん

●きりやまよん



第28回ファンタジア大賞にて審査員特別賞を受賞し、本シリーズでデビューさせていただきました。

最近人工知能ってやつが何かと話題なので、僕も女子高生の人工知能と会話してみました。

例えば「疲れた」って言うと、「疲れるまで頑張るなんてすごいね。尊敬しちゃう！」って言ってくれるんです。

現代社会のオアシスをようやく見つけた気がします。


















カバー・口絵・本文イラスト／霜月えいと

カバーデザイン／AO DESIGN










姫ひめ騎き士しはオークにつかまりました。２








霧きり山やまよん
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